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　　　　　　　　　　　　　　　１




　宝箱を開けるような、未知なる土地へと足を踏ふみ込こんでいくような、そんなワクワクドキドキした気持ちが俺おれの全身をぼんやりと包み込んでいた。

　緊きん張ちようと期待とすこしの不安が想いを急かし、約束の場所へと足早に向かわせる。

　昨夜、ヘルカから連れん絡らくが入った。引っ越しの片付けも終わり、日本に住むための様々な手続きもようやく済んで一段落ついたため、約束通り会わないかということだった。

　さっそく俺は部屋の子こ猫ねこちゃんカレンダーで予定を確認する。

　すると、ちょうど今日が休日だったので、今日会おうという話になった。

　待ち合わせ場所は、近くの喫きつ茶さ店てん。

　奇き跡せきか偶ぐう然ぜんか、ヘルカが引っ越してきたのはお隣となりさんではないものの、うちとかなりのご近所さんなのだ。

　それならば、わざわざ喫茶店まで行かなくてもうちに直接来るか、俺がヘルカの家に行こうかと提案したのだが、『シュウくん！　そんなの全然ロマンチックじゃないよ！』と、すぐに却きやつ下かされてしまった。ヘルカによると、そうやってわざわざ喫茶店で待ち合わせするのが素敵なことで、とても大切なことなのだそうだ。

　よくわからん。

「ふぅ……」

　喫茶店の近くまで来て、俺は大きく深呼吸をした。つい先ほど、先に喫茶店に着いたヘルカから窓際の席に座っているとメールが入った。目印として赤いブックカバーの本を読んでいるが、それを見なくてもすぐにわかるよ──と、そういうことらしい。

　ここまで来てなんだが、実を言うと俺はヘルカが男なのか女なのか知らない。というのも、いつも会話はチャットだけだったし、たまにある連絡もメールだけだった。けれども別段、電話をしようとも思わなかったし、数年来のチャット友だちといえど、俺はヘルカの性別を不思議と気にしたことはなかった。

　……だが、今となっては話は別だ。俺は今、ヘルカの性別が非常に気になり、その外見がかなり気がかりになっている。例えば、もしお洒落しやれな喫茶店の窓際席でゴツイ岩のような男が赤いブックカバーで優ゆう雅がに読書をしながら俺のことを待っていたらどうしようとか、百ひやつ貫かんデブがスパゲティを野や獣じゆうのように食い散らかして俺が来るのを待っていたらどうしようとか、やはりいろいろ考えてしまう。

　いや、いい、いいんだ。別に俺はそれでも構わないのだが、しかし……しかし、もしも普ふ段だんからあんな可愛い顔文字や言葉を使っておいて実はゴツかったり、わざわざ喫茶店で会うことがロマンチックで素敵なことなんだよ！　と言っておいて、その実、体重三百キロオーバーの欧おう米べいデブとかだったりしたら……なんかもういろいろと心が折れてしまいそうで怖こわい。もしそうなったら俺おれは、一生モノのトラウマを背負ってそのままダークサイドへと堕おちていくことだろう。

　俺のメンタルがクラッシュしないことを祈いのる。

「ま、まあ行けばわかるよな」

　だがこうやって、うだうだ悩んでいても仕方がない。

　俺はもう一度大きく深呼吸をしたあと、喫きつ茶さ店てんへと歩き出した。

　喫茶店の前を通り過ぎ、窓際を確認し、そしてドアの前で足を止める。

「……はは、はははは」

　まさかその可能性が来るとは思ってもみなかった。もう笑うしかない。

「いらっしゃいませ」

　ドアベルを鳴らし、喫茶店に入る。

　店内へ一歩足を踏ふみ入いれた瞬しゆん間かん、コーヒーの豊かな香かおりが俺の全身をやんわりと包み込んだ。

　ひとまず窓際から少し距きよ離りを置いた席に座って、注文をする。

　俺は携けい帯たい電話を取り出し、ヘルカにメールを送った。

『喫茶店に着いた。でも俺、ヘルカに近づけないかも』

　数秒後、窓際に座っていた赤いブックカバーのヘルカらしき人物がポケットから携帯電話を取り出して画面を確認すると、それからおもむろに店内をきょろきょろと見回し始めた。

　残念でした、どう見てもヘルカ確定です。

　反射的に俺はヘルカが店内を見回している間、気づかれないように顔を下に向ける。

　そして視界の隅すみでヘルカが諦あきらめ、もう一度携帯電話の画面に視線を向けたその隙すきを狙って顔を上げる。しかしそのときだった。

　ヘルカが不意にこちらへと顔を向け、俺たちの視線はばっちりと合ってしまったのだ。

　ハ、ハメやがった……！

　俺は冷ひや汗あせを滴したたらせながら、にっこりと苦笑いを浮うかべ、ヘルカに手を振ふってみせる。

　するとヘルカは空色のリュックと紅茶の載のったトレイを持ち、軽やかな足取りでこちらにやって来ては、そのままトレイをテーブルの上に置いてなんの躊躇ためらいもなく俺の正面の椅い子すにふわりと腰こしを下ろした。

「モイ、シュウくん」

　肩かたくらいまであるやわらかなクリーム色の金きん髪ぱつをなびかせ、まん丸く大きな碧へき眼がんを輝かがやかせながら、ヘルカが指を軽く曲げて微ほほ笑えんだ。その顔は本当に小さく、目鼻立ちはかなりきれいで……嗚あ呼あ、なんという美少女だろう。俺は、俺はなにか夢でも見ているのではないだろうか。

　どうして天使がここにいる。

「ヘ、ヘルカ……か？」

　俺おれが引きつった顔で尋たずねると、ヘルカは「ヨー」と言ってうなずいた。

「そうだよー、ヘルカ、ヘルカ・リントゥラだよー」

「お、俺は向むか井い修しゆう一いち……よ、よろしく」

　俺がそう言うと、あろうことかヘルカはこちらに手を差し伸べてきた。

「あ、あのさ……」

　ひまわりみたいな眩まぶしい笑顔でさらっと手を差し出してくるヘルカに俺は申し訳なく言った。

「わ、わかってるよな。俺、その、びしょ、美少女アレルギーで……」

「ヨー」

「それでヘルカは、その、なんだ、超美少女じゃないか」

「ヨー」

「だ、だから俺がヘルカと握あく手しゆなんかしたら……うん、死ぬんだよ」

　恐おそる恐おそるヘルカに言ってみたものの、ヘルカは微ほほ笑えんだままで一向に手を引こうとはしなかった。

「ねえシュウくん、ぼく、シュウくんの隣となりに行ってもいいかな」

　な、なに考えてるかわからねえ。どうしてそうなる。話、聞いてたのか？

「ヘルカ、俺の話聞いてたか？」

「聞いてるよ」

　相変わらずにっこりしながら平然とこちらを見つめてくるヘルカに、俺はもう一度、今度はもっとわかりやすく説明をすることにした。

　ゆっくりと鼻から大きく息を吸い込み、口から吐はき出だす。

　俺はヘルカの、子どものように目を輝かがやかせる無む邪じや気きな顔を見つめながら口を開いた。

「よし、もう一度言うからよく聞いてくれ。俺、向井修一は美少女アレルギーというトンチンカンな奇き病びようの持ち主で、残念なことに美少女に触ふれるとショックで死んでしまうというへんてこりんな生き物なんだ。……ここまではわかるな？」

　ヘルカは相変わらずの微笑みで楽しそうにうなずいた。

「キュッラ！」

　まったくわかっていなさそうだから困る。やはり天然だったか。天然美少女……ごくり。

「そんな美少女アレルギーの俺が、フィンランドから舞まい降おりた超絶可愛い天使系美少女のヘルカに握手を求められる。では、ここで問題を出そう。もし美少女に触れたら死んでしまう美少女アレルギーの向井修一くんが、とても可愛い美少女のヘルカちゃんと握手をしてヘルカちゃんの手に触れてしまったら……さて、向井修一くんはどうなってしまいますか？」

「死んじゃうね」

　ヘルカは笑いながら即答した。天然って怖こわい。

「そう、その通り。なんだわかってるじゃないかよ」

　ひとつため息をつき、俺おれはストローに口をつけアイスココアを吸い上げた。グラスの水位が見る見るうちに下がり、茶色の水面に小さな四角いブロックの氷が顔を出す。口の中に広がるココアの濃厚なコクを楽しみ、それから俺がゆっくりと前方を向こうとしたそのとき、ふと顔を上げると、目の前にいたはずのヘルカの姿が消えている。

　直後、隣となりからふわりと甘いキャンディーのような香かおりが鼻をかすめた。

　俺は頭がもげる勢いでぐりんっと首を回し、顔を真横に向ける。

「モイ！」

　そこにはもちろんヘルカがいた。俺の顔を覗のぞき込こみ、にこにこと笑っておられる。

「うわっ」

　俺はその場ですぐさま椅い子すから飛び退くとヘルカに叫さけび散ちらした。

「わかってねえじゃん、わかってねえじゃんヘルカ！」

　店内の客が一いつ斉せいにこちらを振ふり向むく。

「まあまあシュウくん、落ち着きなよ」

　言いながら、ヘルカは座席をぽんぽんと叩たたいて笑った。

　俺は頭を振って立たち尽つくす。

「せっかく会ってこう言うのもなんだが、マジで俺、無理なんだって。チャットでもさんざん話しただろ。俺はヘルカには近づけない。頼たのむよ冗じよう談だんじゃないんだわかってくれ」
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「ニーン、それくらい知ってるもん。シュウくんは美少女アレルギーで美少女に近づいたらどうなるかわからない。最悪死んじゃうんだよね。あっ、でもぼくが美少女なんて嬉うれしいな！」

「わかってるなら勘かん弁べんしてくれよ、ヘルカだって自分の可愛さで人を殺したくないだろ」

「ヨー。でも、本当にシュウくんは死んじゃうかな？」

「あたりまえだろ。ほらこの通りヘルカが近くにいるだけで鼻水がひど……く……」

　そこまで言って、俺おれは自分の鼻に手を当てた。しかし、そこにあるはずの感かん触しよくがない。

　……あれ、鼻水が出ていない。

「ど、どういうことだ」

　驚おどろくことに、俺の鼻は全開してありえないほどスースーしていた。気づけば目だってかゆくない。

「な、なにが起こっている！」

　次に袖そでをまくり腕うでを見た。鳥とり肌はだもそれなりに立ってはいるが、そんな気にするほどのものではなかった。

「へ、へ、ヘルカ！」

　途と端たん、俺は涙なみだ声ごえでヘルカに目を向けた。

「どんな魔ま法ほうを使った！」

　ヘルカはにこにこと微ほほ笑えんだまま、もう一度隣となりの座席をぽんぽんと叩たたく。

「ねっ、だいじょうぶでしょ。シュウくん、ぼくの隣に座ってよ」

「いや、だが……」

　俺はもう一度鼻に触ふれる。相変わらず詰つまるどころか鼻水すら垂れていない。

「わ、わかった。座ろう」

　状じよう況きようは飲み込めないが、覚かく悟ごを決め、ヘルカの隣に腰を下ろす。

　すると今度は突とつ然ぜん、ヘルカが俺の腕に触れてきたではないか！

「なっ、わっ、やめっ……！」

　反射的に腕を振ふり払はらおうとしたが、しかしそこで俺は動きを止めた。

　ヘルカはまるで天使か女神のようにやさしい笑みを浮うかべながら、やわらかに言った。

「シュウくん、だいじょうぶだよ」

　ヘルカに触れられている腕を見る。

　たしかに彼女の細くて白くてきれいな手が俺の腕にそっと触れていた。

　けれども、蕁じん麻ま疹しんはおろか鳥肌もすこししか立っていない。

「あ、あぁ、マジだ。マジで、なんともない……」

「でしょでしょ」

　そう言うとヘルカは嬉しそうに俺へと体をくっつけ、ぎゅっと手を握にぎってきた。

　かなりの至近距きよ離り。おまけに肌が触れ合うなどという致ち死し性せいの高い行こう為いをしているにも関わらず、俺おれの体に異常なし。

「や、やった」

　吐と息いきと一いつ緒しよに、俺は言葉を漏もらした。

「な、治ったんだ……」

　とうとう、とうとう美少女アレルギーが治ったんだ！

「ヘルカ、やったよ。治ったんだ、俺！」

　嬉うれしさのあまり、俺はヘルカの手を握にぎり返かえして喜んだ。

「なんともない、美少女に触さわってもなんともないんだ！　やった、やったぞ！」

　理由はわからない。だけどアレルギーが治ったことは事実だった。証しよう拠こなんて見ればわかる。

　俺は今、超絶美少女のヘルカに触っているのだ。手をぎゅっと握りしめ、かなり近い距きよ離りでヘルカのチャーミングな顔を覗のぞき込こんでいるのだ。やわらかそうなクリーム色の髪かみ、吸い込まれるほど碧あおく透すき通とおったきれいな瞳ひとみ、そしてミルク色の肌はだ。嗚あ呼あなんて可愛い顔なんだろう。しかしこんなお人形さんみたいな美少女の顔を間近で見てもくしゃみはおろか、鼻水すら垂れてこない。もちろん目だって全然かゆくない！

　最高だった。至極の喜びだった。まるで夢でも見ているかのようだった。

　涙なみだが出てくる。これは正しよう真しん正しよう銘めい、喜びの涙である！

「ヘルカ、どうしてだろう。どうしていきなり治ったんだろう！」

　俺はヘルカの顔を見つめて言った。しかしそんなこと今さらどうでもよかった。今は治った事実を嚙かみしめたい。全人類とともにこの喜びを分かち合いたい。そこに座っているおじいさんも、メイド服を着たアルバイトのウェイトレスさんも、さあ一いつ緒しよにこの喜びを分かち合おうじゃあないですか。素晴らしい、素晴らしすぎる！

「とうとう俺は許されたのだ！」

　とにかくこの喜びは計り知れない大きさだった。もはやここからは人生一気に上り坂だ。

　ランデブーが始まる。今、俺の人生のランデブーが始まろうとしている！

「奇き跡せきって本当にあるんだな！　やばいな、マジで感激だよ涙止まんねえ！　ほんとどうしていきなり治ったんだよ！　ヘルカ、なんでだろうな！　あはははは！」

　するとヘルカは喜ぶ俺の顔をじっと見み据すえたあと、ゆっくりと口を開いてこう言った。

「だってぼく、男の子だもん」

「…………え？」

　あごが、外れた。




「シュウくん、だいじょうぶ？」

　喫きつ茶さ店てんを出て、俺とヘルカは街に繰くり出だした。

　大当たりの宝くじの券を失くしたときや、死しに物もの狂ぐるいで手に入れた宝箱の中身が空だったときのショックを俺おれは知らない。

　だけどきっと、今感じているこの絶望こそが、それらとよく似ているものなんだと思う。

　持ち上げられて、落とされる。

　俺は完全に意い気き消しよう沈ちんしていた。儚はかない夢だったと……。

「ごめんね、シュウくん。ちょっとからかってみたかっただけなんだ。ほんとごめんね」

　この無む邪じや気きなヘルカに悪気がないことくらいわかっていた。ヘルカは男の子だけど、心も見た目も、性別以外はすべて女の子なのだ……そう、いわゆる〝男の娘〟とかいうやつ。

　話を聞けば昔から女の子として育てられてきたらしい。ヘルカという名前も、普ふ通つうは女の子につける名前なのだという。そしてヘルカはそれがあたりまえのように──自分が女の子であると思い込んで生きてきたらしい。

　だから今だって女の子だし、これからもずっと、おまたにナニがぶら下がっていようとも女の子なのだという。

「シュウくん……？」

　心配そうに覗のぞき込こんでくるヘルカの顔はとても儚げで、悲しいくらいに可か憐れんだった。

　そんなヘルカは、どこからどう見ても美少女にしか見えない。こんな子のおまたに、俺と同じモノがついているなんて到とう底てい信じられなかった。いや、信じたくなかった。

「うん、もうだいじょうぶ。ありがとう」

　俺はゆっくりと背筋を伸ばし、ヘルカにそう言った。

　するとヘルカは少し不安げな表情を残しつつも、パァッと笑顔を咲かせて笑ってみせた。

「シュウくん、ぼく、買い物がしたいよ！」

　とても元気で、マイペースで明るくて……おまけに美少女で。

「お、おう」

　眩まぶしいくらいの笑顔をふりまいているヘルカと歩いていると、それはもう街中の注目を浴びることは避さけられなかった。ちなみに俺とヘルカの距きよ離りは二十センチも離はなれていない。

　本当にヘルカが男の子なのかと疑問に思ってもみたが、どうやらそれを疑う余地はありそうになかった。なぜなら、時折お互たがいの手の甲こうが微かすかに当たる、しかしいくら俺がヘルカに触ふれようとも体にはなんの異常も見られない。つくづくこの体は正直だと思う。

「じゃあ、まだあんなふうに手をつないだこともないんだ」

　そう言うと、ヘルカは俺たちの前を歩いているカップルを見て言った。

「うん」

　仲睦むつまじく手を恋人つなぎで歩いているカップルを見て俺はうなずく。

「ふーん」

　近くにある大きなショッピングモールに向かう道中、俺はこれまでの自分の人生をヘルカに語って聞かせた。……と言っても、齢よわい十七の人生なんて十分程度で終わってしまう。

　俺おれが生まれてから今まで一度も女の子と手をつないだことがない──小さ夜よ子ことすらまだ手はつないだことはない──というなんとも泣けてくる悲しい話をすると、ヘルカは急に立ち止まり、どこか嬉うれしそうに俺を見つめてきた。

「ね、シュウくん」

　振ふり返かえり、ヘルカに目を向ける。

　にこにこと楽しそうに笑うヘルカは、本当に、ため息が出るほど可愛かった。

「手、つないでみよっか」

「えっ、なんだって？」

「だから、手、つないでみようよ」

　微ほほ笑えみながら、ヘルカが俺に向かって手を差し伸ばしてくる。

　アクアマリンのような碧へき眼がんに俺はがっちりと捕とらわれた。

「いや、しかしな……」

　ヘルカは男だ。男と手をつなぐなんて、そ、そんな上級テク俺には──。

　目線を下げ、ひたすら考えた。差し伸ばされているヘルカの手はさらさらとしたクチナシの白い花びらのような、見るからに滑なめらかで、なんとも華きや奢しやな造りをしている。そしてそんな手の指先にある桜貝のような爪つめはとても艶つややかな桃もも色いろで、それはまるで砂さ糖とう菓が子しでできているのではないかと思わせるほど甘そうな──あぁ、ダメだ、もう女の子の手にしか見えない。

「シュウくーん」

　名前を呼ばれ顔を上げる。そこには俺をじーっと見つめる美少女がいた。

　そこで俺はハッとした。この目の前にいるのは美少女だが男の子。

　なんだかもう、頭が混乱してよくわかんなくなってきたぞ！

「つなごうよー、ねっ、ねっ」

　駄だ々だをこねるような言い方をするヘルカに、俺は顔を背けた。

「いや、でもヘルカ……男なんだろ」

「もおーひどいよぉー、シュウくん。ぼく女の子だよー」

　いや、ちんちん付いてんだろ。

「ねえシュウくーん、ほらぁー」

　ヘルカが両手で俺の手を包み込み、それを自分の顔の前に持ってきては甘えたふうに言った。

「……ね？」

　首をかしげるヘルカに、キュン死にしそうになる。

　こんな可愛いおねだり卑ひ怯きようだろ。

「わ、わかったよ。とりあえず両手じゃ歩けないから、左手を」

　そう言うと、ヘルカは軽やかなスキップで俺の左側に回り、俺の左手に自分の右手をつないでから何度かぎゅっぎゅと握にぎっては手の感かん触しよくを確かめ始めた。

　や、やわらけぇー。なんてやわらかいんだよチクショー。それにめちゃくちゃすべすべだ。

「やっ、シュウくん、くすぐったいよ」

　あまりの肌はだの心地よさに、俺おれは無意識のうちにヘルカの手をさわさわと撫なでまわしていた。

　見れば、俺の心臓は服の上からでも形がはっきりわかるほど、ハートマークでどっきんどっきんとアニメみたいに脈を打っている。やばい、心臓が破は裂れつしてしまいそうだ。もう死んでもいい！

　天国に足を伸ばしかけている俺の隣となりで、ヘルカがクスクスと笑う。

　その横顔を見てさらに胸がときめく。

「ヘ、ヘルカ……」

　俺が名前を呼ぶと、ヘルカは微ほほ笑えみながらこちらに振ふり向むいた。

「ノ？　どーしたの？」

　碧あおい瞳ひとみに見つめられ、もう、どうしようもなくなってしまう。

　夢だったのだ。俺はこんな可愛い子と手をつなぐのが夢だったのだ。

　こうやって可愛い子の微笑みを近くで見ながら手をつないで歩くのが。

　そして今、俺の目の前でそれが叶かなっている。まさかこんな日が来るとは思わなかった。

「ありがとう、ヘルカ」

　たとえヘルカが男の子でも、これが一時的なものだとしても、こんなに豊かな気持ちにさせてくれたヘルカに俺は心からのお礼を言った。本当に、ありがとう。

　ヘルカは突とつ然ぜん俺がお礼を言ったから、少々驚おどろいた顔を見せたが、すぐにまたいつものようににっこりと笑って、こちらの腕うでに寄より添そってきた。

「ぼく、シュウくんとずっと会いたかったんだよ。だからぼくもありがとう、キートス！」

「キートス？」

「ヨー、フィン語で〝ありがとう〟って意味だよー」

　へえ、と感心し、俺もヘルカと同じようにその言葉を口にしてみた。

「キートス！」

「ヨー、キートス！　キーッティ！」

　俺の拙つたないフィンランド語に、ヘルカはノリノリで返事をしてくれた。

　それから俺たちはショッピングモールへ入ると、カップルのように手をつないだまま、いろいろな店を見てまわった。ヘルカのような見た目がすごく可愛い女の子（それも外国の）と手をつないで歩いていると、すれ違ちがう人々全員から視線を浴びる。

　しかし今の俺にはその視線がとても心地よく、優越感がとんでもなかった。

　もうこの際、ヘルカとラブラブになってしまおうかとも考えた。しかしやはりどうしても自分の中でなにか引っかかるものが邪じや魔まをし、最後の一歩を踏ふみ出だせないでいた。見た目も性格も女の子のヘルカだが、たぶん心の奥おく底そこで俺はまだすこし、ヘルカを男として見ているのだと思う。この垣かき根ねを越えられればヘルカとのラブラブも夢ではないが、たぶん無理だろう。

　俺おれはまだそこまでコアな境地には達していない。ヘルカとはこのままの関係でいいのだ。

　友だちなのか、なんなのか。

　またしても変な関係ができあがってしまった感は否めないけれども。

「シュウくん、これぼくに似合うかなぁ？」

　雑貨屋でへんてこりんなメガネやら大きなハットを楽しそうに試着して遊んでいるヘルカを見て、本当にこんな可愛い子のおまたにおちんちんが付いているものかと不思議に思った。

　骨格から体つきまでなにもかも女の子なのに、アレがくっついているとはどうも考えられない。

　いくらなんでもアンバランスすぎないか、神様よ。

「ヘルカにはこっちが似合うよ」

　俺は近くにあった赤いカチューシャを手に取り、それを彼女の頭に付けてあげた。

　クリーム色の髪かみに赤いカチューシャはやんわりとよく映えた。これで濃緑の森林を背景に民族衣装でも着て、おまけに木で編まれた菜園カゴなんかを抱だいていたら、まさしくフィンランド少女のできあがりである。一いつ緒しよにベリーでも摘つみたくなる。

　ヘルカは俺がカチューシャを付けている間、上目づかいで俺の顔を見つめ、そして頭にカチューシャが付けられると、すぐさま嬉うれしそうにして鏡の前へ滑すべり込こむ。

「キヴァ！　すてきよ、すてき！」

　そのまま鏡の前でくるりくるりと踊おどるように回転し、俺に向き直った。

「キーッティ！」

　カチューシャ一つであんなに大喜びして鏡の前で踊り出してしまうなんて、どこまでキュートな奴やつなんだろう。もう天使にしか見えない。ヘルカ可愛すぎる。

　そんな鏡の前で軽やかなステップを踏ふんではしゃいでいる北ほく欧おうから舞まい降おりた天使を眺ながめつつ、なんとはなしに店内を見回していると、そこで俺は素晴らしいコーナーを発見してしまった。

「こ、これは……」

　さっそく近くまで行ってみる。そこには、天国が広がっていた。

　そう、店の一画に設けられた天国──その名も『期間限定！　にゃんこ屋グッズコーナー』。

「…………」

　衝しよう撃げきのあまり、俺は口に手を当て、思わず絶句してしまった。

　無論、内心はテンション上がりまくりである。

　見てみれば、そこにはシャーペンやメモ帳をはじめ、他にもスリッパやコーヒーカップ、時計やトートバッグまで揃そろっている。

　嗚あ呼あ、なんというラブリーなグッズたちだろう。今までこういう女の子向けの雑貨屋には一度も来たことがなく、持っているねこちゃんグッズといえばあくまで男の手でも集められる範はん囲いの無難なストラップやＴシャツといった少々味気ない物ばかりだったが……まさかこんな俺おれのどツボを刺し激げきするブランドがこの世の中に存在しようとは。

　しかもなんだ、この〝にゃんこ屋〟とかいうブランド名は……。

　最高に……最高にハートフルなネーミングセンスじゃないか！

　住みたい、この店に住みたい！

「シュウくん、ほんとにねこちゃん好きなんだね」

　興奮でざわめき立つ心の内を、しかしここは女の子向けの店の中なのだと言い聞かせなんとか感情を表に出さないよう堪こらえている俺の横に、ヘルカがひょっこりと姿を現し、近くの小物を手に取って言った。

「どれ買うの？」

「えっと、いや……」

　訊きかれて、俺は思わず戸と惑まどってしまった。見れば周りには他の女性客もいる。そんな中で男である俺が「俺、これが欲しいんだ！」なんて声を大にして言えるはずがない。それはあまりにも場ば違ちがいだし、恥はずかしいことこの上ない。イケメンなら話は別だが。

　しかし、目の前にこれほどまでの宝の山を並べられてなにも買わずに店を後にしたら、きっと言うまでもなく、後こう悔かいの念に苛さいなまれるに相そう違いないだろう。

　ここは恥はじを捨てるべきか否か。

　そんなふうにして俺が眉み間けんにしわを寄せて思いあぐねていると、隣となりのヘルカが、

「迷ってるね、じゃあぼくが選んであげる！」

　と言って、商しよう品ひん棚だなからひょいっとグッズを一つ取り上げて俺の前に差し出した。

「これはどうかな？」

　そう言ってヘルカが選んだのは、可愛いねこちゃんの顔でできている小こ銭ぜに入いれだった。見ればそれは思いっきり女の子が使ってそうな代物だったが、しかしその瞬しゆん間かんに俺がその小銭入れに一ひと目め惚ぼれをしてしまったのだから仕方あるまい。

「マ、マストバイ……」

　迷うことなく即決である。こういったインスピレーションは大切にしていきたい。

「ヨー、じゃあカチューシャ選んでくれたお礼に、ぼくが買ってくるね！」

　ヘルカはそう言うと、カチューシャと小銭入れを手に持ってレジへとスキップしていった。

　俺はそんなヘルカの後ろ姿を、なんとも言えない気持ちで眺ながめた。

　向むか井い修しゆう一いち……とうとう女物に手を出してしまった記念すべき瞬間である。




「そう言えば、うちの近所ということは学校も同じところへ通うことになるのか？」

　買い物を済ませ、そのあとショッピングモールを一通り回って疲つかれ果はてた俺とヘルカは未だに手をつないで帰り道を歩いていた。

　すっかりヘルカの手が俺おれの手に馴な染じんでしまっている。

「ヨー」

「そっか、それは楽しみだな」

「ぼくも、シュウくんと一いつ緒しよに部活するのがとっても楽しみなの！」

「そういやそんなこと、前にチャットで言ってたな」

「セーシュンだよ、セーシュン！」

「青春かぁ……」

　その言葉を聞いて、いったい俺の青春はどこへ向かっているのかと疑問を浮うかべる。

　最初こそ俺の失敗だったとは言え、しかしそれからというものの、己の身体に呪のろいのように纏まとわりついて離はなれない〝美少女アレルギー〟のおかげでなぜか人気美少女モデルの美み甘かも優ゆう奈なに眼をつけられ、俺の〝ねこちゃんカメラマン〟といった大切な夢へとつながるメモリーカードが人質にされ、そしていろいろと詭き弁べんを弄ろうされた挙げ句、勝手に専属カメラマンにされる始末である。おまけに佐さ倉くら紗さ雪ゆきという純じゆん真しん無む垢くな美少女には、実は俺が美甘のことを盗とう撮さつしてしまうほど好きで好きでたまらないと勘かん違ちがいされているし、学校中で向井修一は美甘の大ファンであり、あまりにも美甘のことが大好きすぎて土下座してまで写真を撮とらせてもらっているともっぱらの噂うわさである。もはや事態が歪わい曲きよくしすぎて真実が逃にげ出だしてしまったのは言うまでもない。

　そんなただでさえおかしくなっている人生を爆ばく走そうしている俺が、今じゃこんな可愛い男の子と手をつないで歩いているときた。もうしっちゃかめっちゃかである。もうすこしで底なし沼の底が見えてきそうですね。

　……でもほんと、俺の人生どこへ向かっているのだろう。明日は、どっちだ。

「それにね、シュウくん」

「うん」

「これからは本当に、なにかあったらシュウくんのことを助けてあげられるよ！」

　ヘルカは頭に赤いカチューシャを付けたまま、そんなことを嬉うれしそうに言った。

「ぼくは、海を越えてやってきたんだよ」

　その言葉を聞いて俺はハッとした。そうだ、考えてみれば今まで何年も何年も、チャットで相談を続けてきた画面の向こうのヘルカが今目の前にいるのだ。

　それがわかった途と端たん、なんだか不思議な感覚になった。それはまるで、今までテレビでしか見ることができなかった有名人や俳はい優ゆうなんかと気がつけば友だちになっていたり、ずっと作品を追っかけてきた憧あこがれの作家や監かん督とくといつの間にか親しくなっていたというような、そんな感覚に近い。

　流れの中では気づけないが、ふと立ち止まって考えてみると気がつく不思議な境きよう遇ぐう。

　現実に起こっているのだが、〝まさか〟と思ってしまうような、すこし現実味のない現実。

　本当に、今までずっと画面の向こうにいたヘルカが、まさかこうして本物の生身のヘルカとなって、俺おれの目の前に現れる日が来ようとは……。

　人生、なにが起こるかわからない。

「そうだな、それじゃあこれからはなにかあったらヘルカに泣きつこうか」

「ヨー！　ぼくの胸に来て、来て！」

　ヘルカが手をつないだまま両手を広げてはしゃいだ。やばい、今すぐ飛び込みたい。

「美み甘かも優ゆう奈なちゃんにも、シュウくんが美少女アレルギーだってこと話してあげるね！」

「いや、それは勘かん弁べん願いたい」

　断ると、ヘルカは急にしゅんとした。かわいい。

「それより転入はいつ頃ごろになるんだ？」

　俺が訊きくと、しゅんとしていたヘルカがまたパァッと明るくなり、どこか照てれ臭くさそうな感じではにかんだ。

「えっへっへっへ。あのね、あのね」

「うん」

「ぼく、早くシュウくんと一いつ緒しよに学校通いたかったから、校長先生にできるだけ早くお願いしますって頼たのんだんだ。そしたら来週くらいには通えるって言われたんだよ！」

「なるほど」

　高校の転入手続きのことはよくわからない。ヘルカは外国からの転校でいろいろとめんどくさそうな気もする。しかし美少女を甘やかす傾けい向こうが顕けん著ちよに見られるうちの学校のことだ。美甘はもちろん、これもあくまで憶おく測そくだが、きっと佐さ倉くらの入学にもなんらかの特例が発動したに違ちがいない。そんなことだから、ヘルカのように天使みたいな子に頼まれればいろいろとめんどくさそうな手続きも学校側にとっちゃ訳なく済ませちゃうのであろう。

　美少女を囲って入学者を増やそうとするその魂こん胆たん……俺にはバレバレだぜ？

「だから、通えるようになるのは来週からだと思う」

「もう、すぐなんだな」

「ヨー、シュウくん、毎朝一緒に通おうね」

　俺の左手をぎゅっぎゅと握にぎってヘルカが見つめてくる。

「お、おう」

「帰るときも一緒がいいよ！」

「お、おう」

　なんだろうこの照れ臭さ。あまりにも照れ臭すぎてまったく同じ返事を繰くり返かえしてしまった。

　それからヘルカは日本の学校でしたいことを、歌うようにして楽しげに並べていった。

　そんなことをしているうちに、気がつけば家の近くまで来ている。

　もうすぐヘルカともお別れだ。これからはまたいつでも会えるとは思うけれど、今日はこれでこの手を離はなさないといけないと思うとなんだか名残なごり惜おしい気がした。

　こうしてヘルカと何時間も手をつなぎっぱなしでいると、まるで手をつないでいることがあたりまえのような、最初からふたりが手をつないだまま生きてきたかのような、そんななんとも言えない錯さつ覚かくに陥おちいって、今では手を離すことのほうがとても不自然なことのように思えて仕方がない。

　どうも不思議な気分だ。

「シュウくん、またお買い物行こうね！」

　そんなことをぼんやり考えていると、ヘルカが相変わらずの調子で言ってくる。

「ん、あぁ、行こう。買い物だけじゃなく、ヘルカの行きたいところも行こうぜ」

　そして俺おれが答えると、ヘルカは顔をほころばせてくっついてきた。

　ヘルカの体温を肩かたで感じながら、すっかり暗くなった夜空を見上げる。

　今日はどこか頼たよりない、ぼんやりとした月夜だった。

　そこかしこから聞こえてくる虫たちの鳴き声に耳を澄すまし、ゆっくりと深呼吸をする。

　夜の匂においと、ヘルカの香かおりが心地よかった。

「ほんとに今日は楽しかったね」

「あぁ、すごい楽しかった」

　ヘルカのとろ～んとした声に酔よいしれ、俺も夜空を見上げながらすこしだけヘルカに頭を寄せた。

「ありがとう、シュウくんっ」

　そう言うと、ヘルカは俺の頰ほおに「ちゅっ」とキスをした。

　不意のキスに俺は驚おどろき、ヘルカを見る。

　するとヘルカはイタズラっぽい笑みを浮うかべ、満足そうに俺を見つめたかと思うと、それからすぐに「モイモイ！」と言ってさっさと走り去ってしまった。

「お、あ、あぁ……」

　頰に手を当てる。甘いフルーツのようなヘルカの残のこり香がが心地よく俺の鼻をかすめた。

　手つなぎヴァージンどころか、頰キスヴァージンまでも奪うばわれた俺は、あまりの衝しよう撃げきにその場に立たち尽つくす。いくらヘルカが男の子だとわかっていても、見た目があんなにチャーミングな美少女である以上はさすがの俺もこの高鳴る胸のドキドキを抑おさえることができない。

「…………」

　どうしよう……俺、男の子にキスされちゃったよぉ。

　しかもなんだろう、この痺しびれ上あがるようなきらめくトキメキ。

「えっ、ほんと、どうしよう」

　どう見ても美少女にしか見えない男の子にキスをされドキドキしている自分のこの感情が果たして男として正常なのか異常なのかすっかりわからなくなってしまった俺おれは、そのあと小一時間ほど、近くの公園のベンチで頭を抱かかえて深く深く考え込んだ。

　願わくば、向むか井い修しゆう一いちの純じゆん真しんな恋心に、新たな道が開かないことを──。
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　ここで、残念なお知らせがある。

　齢よわい十七にして美少女アレルギーを持つ妙ちようちくりんな男子高校生・向井修一がお送りしてきたこの【汁しるまみれ珍ちん道どう中ちゆう】だが、あいにくその主役である向井修一の身に危険が迫せまっているため、もしかしたらこの物語は彼の人生諸もろ共とも、本日をもって終了となってしまうかもしれない。

　ありがとう、向井修一。きみの身を挺ていし人生を賭かけたギャグ物語をぼくたちは忘れない。

「し、死ぬ……息が、できない……」

　メモリーカードを人質に取られた俺が選せん択たくの余地なく、ほぼ強制的に美み甘かも優ゆう奈なの専属カメラマンとなった歴史的あの日から今日で一週間とちょっとが経過した。

　しかしこの一週間は幸つらい、中間考査やらなにやらで比ひ較かく的てきおだやかな日々が続いていたため、俺はそれなりに人並みの生活を送ることができていた。美甘はネット上で話題になってからというもの、モデルやＣＭ撮さつ影えいの仕事の数が増えたようで忙いそがしく、この一週間はテストの日以外はあまり学校に顔を出さなかったし、佐さ倉くらも佐倉でいろいろとモデルの仕事が入っているようで会う機会はそんなになかった。

　そのため、俺はこの一週間とても平へい穏おんな暮らしを満まん喫きつできていた……のだが、どうやら今日限りで、そんな生活にもさよならをしなくてはならないらしい。

　それは、今朝のことだった。

　俺がいつものように靴くつから上うわ履ばきに履はき替かえようと下げ駄た箱ばこを開けたときのこと──。

　……そう、あったのだ。例のあの〝偽にせラブレター〟が。

　だがしかし、そんな偽ラブレターを受け取るのも、もうかれこれ三回目である。よもや騙だまされることはあるまい。俺はあまりにも純じゆん粋すいすぎるからきっと今回も信じてしまいそうだったが、けれども学んだのだ。

　これは……これは〝偽ラブレター〟なのだと。悪あく魔まからの拷ごう問もん宣告なのだと！

「騙されんぞぉ、美甘ォ──！」

　俺はすぐさまトイレの個室へ走った！

　わかっている、嗚あ呼あわかっているともさ。この中身に青春の恥はじらいや愛の告白が書かれていないことくらい。これが間ま違ちがいなく地じ獄ごくへの招待状だということくらい。そんなの最初からわかっているとも！

　しかし、しかしだ……俺も男である以上、暗い暗い下駄箱の闇やみにこんな淡あわい光を放つ贈おくり物ものを見つけた日には、やはりトイレの個室に駆かけ込こみ、ドアを背にし、そして緊きん張ちようした面持ちでゆっくりとご開かい封ふうをしなければならない。それが贈おくり物ものを受け取りし男子高校生の義務なのである。

　それに、万が一ということも、あるのではないのか。

　万が一……万が一にもこの〝偽にせラブレター〟が本物の〝ラブレター〟だとしたら？

　それをぞんざいに扱あつかってはならんだろう。

　俺おれはそんな高校生とは思えない品格溢あふれる紳しん士し的てきな人間性を携たずさえ、今一度大きく深呼吸をした。

　そしてその可愛らしいレース柄がらの封ふう筒とうに、せっかくだからとドキドキしつつ、ゆっくりと開封していく。なんとなく女の子の良い香かおりが封筒の中から漂ただよってきたかと思うと、いよいよ緊張感が増ぞう幅ふくを極めていく。それから胸の内に、ほんの小さな可能性が生まれるのだ。

「もしかしてこれ、本当に本物のラブレターなんじゃ？」

　根こん拠きよなどない。その良い香りと、男の勘かんと、そしてそうであったらいいなという、いじらしい男心が抱いだく一いち抹まつの期待である。

　封を切り、中を覗のぞく。そこにはかぐや姫ひめのように一枚の便びん箋せんが大事そうに収まっている。

　滲にじむ汗あせをズボンで拭ぬぐい、内に秘めたる乙女の想いを抱いだきながら眠ねむっているその姫を、震ふるえる指でやさしく揺ゆり起おこすように、そっと封筒内からつまみ出す。

　息を吞のんだあと、そこにある乙女の純じゆん情じようと、俺は向かい合った。

『今日　放課後　映画。メモリーカード！』

「まっ、こんなことわかっていたがな！」

　俺は失意のあまりぐっと便箋を握にぎったままその場に崩くずれ落おちた。気がつけば心の内にあった小さな男心は大きな可能性へと膨ふくれ上あがっており、そしてそれがまんまと踏ふみにじられたことに自分でも気づかぬうちに、冷たい涙なみだが頰ほおを伝っていく。こうなるとわかっていながらも、やはり俺は純じゆん粋すいすぎるあまり、自分の中のピュア男子を抑おさえられなかったのだ。

「がはぁッ……！」

　これはこれは、お恥はずかしいところを見られてしまった。

「俺の純情を……かえせ」

　俺は一通り涙を流してから落ち着くと、握りしめていた手紙にもう一度視線を落とした。

　それにしても、なんて素っ気ない手紙なんだろう。ほぼ単語しかないじゃないか。

　しかも最後の『メモリーカード！』というのは、あまりにも乱暴すぎる。

　そして、そんな一つの単語だけでその意味のすべてを理解できてしまう自分が憎にくい。

　要は美み甘かもは、来なかったらメモリーカードの命はない、と言いたいのだろう。

　嗚あ呼あ、俺の純真な恋心がどんどん磨すり減へっていく……。

　男心を弄もてあそぶなんて、美甘優ゆう奈な……なんて恐おそろしい女。

「わかっていたんだ、こうなることくらい……」

　俺おれはまたしても同じ行動を取ってしまった自身の愚おろかさを嘆なげいた。

　そして現在、そんな悲しい出来事の末、例によって例のごとく俺は鼻水を垂れ流しながら美み甘かも優ゆう奈なの隣となりを歩いているのである。

「……鼻で、息が、できぬ」

　巷ちまたで噂うわさの人気美少女モデルと一いつ緒しよに歩いているこの現状を、傍はたから見れば放課後の制服デートだとか、青春の一ページだとか、夢のようなシチュエーションだとか、いろいろと微ほほ笑えましく形容する言葉は山のように浮うかぶかもしれない。

　しかし俺は今、そんな吞のん気きなことを言っている場合ではない状じよう況きように陥おちいっている。

　息が、息ができないのだ。

「向むか井い修しゆう一いち、あなたさっきから口開きっぱなしよ。餌えさもらってる鯉こいみたいだからやめてよ」

　口呼吸だよ！　鼻が完全にイカれちまったから口呼吸をしているんだ！……などとは言えず。

　俺はそう言われてもなお、ハァハァと荒あらく逞たくましく口呼吸をしながら歩き続ける。

　それはもうまるで変態そのものだった。しかも隣を歩いているのが美少女だから困る。ついでに言うとあまりの苦しさに半ばアヘ顔になっているから本当に困る。

　しかし一週間ぶりのアレルギー物質との接近で普ふ段だんよりさらに過か剰じよう反応してしまっている俺の症しよう状じようを止めることは誰だれにもできない。さながら『暴走アレルギー特急ＭＵＫＡＩ』といったところだ。それにしても、こんなときでさえ他の者からの追つい随ずいを許さないぶっちぎりなこのネーミングセンスは我ながら貴い。

　ご乗車の際はお気をつけくださいとでも言っておこうか……フフッ。

「くちゅんッ！　……それより、どうしていきなり映画なんて観に行くんだ」

　教室を出て下げ駄た箱ばこに向かう途と中ちゆう、俺は周りから浴びせられる様々な視線──不幸なことに、今では全校生徒が俺のことを美甘の舎しや弟ていかなにかだと勘かん違ちがいしているため、向けられる視線には軽けい蔑べつだったり、羨せん望ぼうだったり、中には嫉しつ妬とだったりと様々なものがある──の中、美甘に尋たずねてみた。

「どうしてって、観たいからに決まってるじゃない」

　まあ、ごもっともである。

「それに、今度オーディション受けるドラマの監かん督とくが撮とった映画だから観ておかないといけないのよ」

　ふむ、なるほど。そういうことなら仕方ない、わかった。わかった。

　しかし──、

「どうしてそれに俺が同行しなければならない……くちゅッ」

　下駄箱に着くと、美甘はこちらに向き直ってため息混じりにこぼす。

「私だって大きなイベントでもないのに、学校以外のプライベートで盗とう撮さつ魔まなんかと一緒にいたくないわよ」

　自分から誘さそっておいてよくもまあ、こんなひどい言葉がすらすらと並べられるものだ。

「なら、どうして俺おれを誘った」

「紗さ雪ゆきのためよ」

「佐さ倉くらのため？」

「そうよ。紗雪、今日のこと話したらあなたを誘え誘えってうるさいのよ。ほんと、どうしてかしらね。あの子、なんだかあなたのこと気に入ってるみたいよ」

「お、俺、佐倉に気に入られているのか」

　美少女に好意を抱いだかれているとわかった瞬しゆん間かん、俺の心臓がびよーんと飛とび跳はねる。

　けれども、そのすぐあとで俺はハッとした。違ちがう、佐倉は俺のことが気に入ってて美み甘かもに誘えと言ったのではない。佐倉は、そうだ、佐倉はおそらく、俺と美甘をくっつけようとして美甘に俺を誘えと言ったのだ。彼女の乙女思考は未だ健在。無意識のうちに俺を殺しにきてる。

　しかし佐倉よ……残念だがこの通り、俺と美甘は一生がんばってもくっつかないだろう。

　だってそんなことしたら俺、死んじゃうし。

「それに、あなたは私の専属カメラマン。そのことを忘れたら承知しないわよ」

　ひとり萎しおれる俺に、美甘はローファーを取り出し、それに履はき替かえながら言った。

　俺も自分の靴くつを取り出して答えた。

「その、専属カメラマンだからって同行する理由がよくわからない。なんだ、俺は遠足や修学旅行についていくあの思い出カメラマンみたいなものか？」

「まあ、そんなところよね」

　上うわ履ばきを下げ駄た箱ばこにしまうと、美甘はローファーの爪つま先さきをトントンと床に叩たたきつけて足を入れる。

「わかったら、ちゃんと私の可愛い写真を撮とりなさいよ。今日のブログに載のせるんだから。でもいやらしい目で見てきたり、盗とう撮さつしてるのがわかったら、メモリーカードは木こっ端ぱ微み塵じんだからね」

　まったく、せっかくの可愛らしい桃もも色いろのぷっくりした唇くちびるから、そんな物ぶつ騒そうな言葉をやすやすと連ねないでほしい。

　それにしても、本当にこんなことを続けていて俺はメモリーカードを返してもらえるのだろうか。もしも美甘に返す気が最初からないのならこんなに命を危険にさらしてまで彼女たちに付き合う必要なんてないのだが……けれども、あのメモリーカードが存在している限り、可能性がゼロではない限り、やはり耐たえ続つづけるしかないのかもしれない。

　スタスタと歩いて行ってしまう美甘に遅おくれないよう、俺も靴を履き替えて後を追った。

「わかった。俺は美甘の専属カメラマン。美甘の写真を可愛く撮る」

「そう」

「で、給料……とまではいかないが、もちろん報ほう酬しゆうはあるんだろうな？」

　いくらなんでも、俺おれだって人間である。報酬がなければモチベーションも保てやしない。モチベーションが保てなければ良い写真も撮とれない。美み甘かもだってそれくらいわかっているはずだ。

　俺がそんなことを尋たずねると、美甘は足を止め、背中で聞き返してくる。

「報酬……？」

「ああ、報酬だよ、報酬」

　すると美甘はくるりとこちらに振ふり返かえり、妙みように真面目な顔つきになって言った。

「そんなの、今この瞬しゆん間かんよ」

「……へっ？」

　あまりにもぶっ飛んだ冗じよう談だんを真顔で繰くり出だすものだから、俺も思わず素すっ頓とん狂きような声をあげてしまった。

　しかし美甘はその報酬の形が極めて自然であり、どこもおかしいところなどないではないかというようにして、ずいぶん上から目線でいけしゃあしゃあと言ってのける。

「この私と、制服で放課後デートできるのよ。それ以上の報酬がこの世にあるわけ？」

　こいつ、むちゃくちゃ言いやがるぞ。

「私を盗とう撮さつした変態盗とう撮さつ魔まにとっては至福の時間じゃないかしら。それなのに、まだなにかを欲しがるの？」

「ぐっ……」

「あまり調子に乗らないほうがいいわよ」

　そう吐はき捨すてると、美甘はまた軽やかに向き直り校門へと歩いて行った。くっそ、くっそ！

　あまりの悔くやしさに言い返すこともできず、俺はワイシャツの襟えりを食いしばりながら怒いかりに耐たえた。なんてザマだ。男として自分が情けない。先せん祖ぞが泣いているぞ！

「くそ……くそぅ……」

　向むか井い修しゆう一いちよ、おまえはこのままナメられたままでいいのか……否、断じてよくない。

　ここは男としてガツンと言ってやらなければならない。今日こそ、この場で断言してやろうぞ！

　そうして、俺は美甘の背中に向けてとうとう負の連れん鎖さを断ち切るために口火を切った。

「も、もう俺は我が慢まんできん。俺は……俺はもうここで帰らせて──」

　その瞬間、美甘が制服のポケットからメモリーカードをつまみ上げる。

「──もらわない！　美甘優ゆう奈なの写真をいっぱい撮るぞぉ！　うおー！」

　のっぴきならない状じよう況きようとは、まさにこのことだった。すでに見事なまでの主従関係っぷりが構築されているのは見て明らかである。立場は完全に固定され、どうすることもできず、そのメモリーカードを前に俺は悲しい下げ僕ぼくと成り下がってしまったようだ。負の連鎖どころか、そこには負しか存在していない。

　それに大声をあげたせいで気がつけば近くにいた生徒たちの注目も浴びてしまっている。

　またしても向むか井い修しゆう一いちの熱ねつ狂きよう的てき美み甘かも追っかけ伝説に新たなるレジェンドが追加されてしまった。




「さゆきぃ！　こっち、こっち！」

　校門でしばらく待っていると、美甘が突とつ然ぜん大声をあげて手を振ふり始はじめた。彼女が手を振っている先に目を向ける。そこには大きな大きな特大ましゅまろでセーラー服をいっぱいにした純じゆん白ぱくの天使が校舎から歩いてくるのが見えた。しかし、天使は美甘の声に気づいていないのか、トボトボとひとり俯うつむきがちに歩いている。

「聞こえないのかしら……さゆきぃー！」

　恥はじらいがないのか──いや、ここはおてんばと言っておこう──先ほどよりも大きな声を出して佐さ倉くらを呼ぶ美甘。

　するとようやく佐倉も声に気がつき、顔を上げるや、ふらふらとこちらを探し始めた。それから俺おれたちの姿を見つけると、ふんわりいちごの載のったショートケーキのような甘くやわらかい笑みを浮うかべ、こちらへトテトテとやって来る。あいかわらず彼女のそんな姿は、歩き方を覚えた幼子のように見える。あぶなっかしいけれど、ずっと見ていたいほど可愛らしい。

　そんな佐倉の登場により俺のアレルギー反応が二倍増しになった。美甘によってできた鳥とり肌はだの上に、さらにまた佐倉によってできた鳥肌が立つその光景は、我ながら実に怪かい奇きである。鳥肌が親おや子こ亀がめにしか見えない。

「遅おそかったじゃない」

「うん、あの、紗さ雪ゆきね、頭ぼーっとしちゃってて、さよーならってしたの、気づかなかったの」

「熱でもあるの？」

　言って、美甘が佐倉のおでこに自分のおでこをくっつけた。その動作を見て俺は一いつ瞬しゆん、ふたりがいきなりキスでもするのかと焦あせってしまった。今日も鳥肌はグングン元気です。

「熱はないみたいだけど」美甘がおでこを離はなして佐倉を見る。「今日、やめる？」

「うぅん、紗雪、映画いきたいもん！　だって、だって、さ、紗雪、ドキドキするの。なんか、えっと、その、がっこーの、かえりに、みんなで、こうやって映画みるの、なんか、おと、大人になった感じがして！」

　佐倉は一いつ生しよう懸けん命めいに言葉をつないで、あどけなく微ほほ笑えんだ。

「そのくらい今まで何回もしてるじゃない」

「で、でも優ゆう奈なちゃん、きょおは向井さんがいいいる！　男のひと！　デ、デートみたいだね！」

　そわそわしながら佐倉がこちらに視線を向けた。顔を赤らめたその表情は、嗚あ呼あ、なんて愛くるしいのだろう。もうこねくりまわしたいほど愛くるしい。そしてそんな愛くるしい彼女はどうも、この制服を着たまま放課後に遊びに行くというシチュエーションに高こう揚ようし、ちょっぴり背伸びをしたような気分になっているらしい。ほんと、どこまでこの子は男の理想を地でいく気なのか。あんまり可愛いと俺おれが死んでしまうので気をつけてください。

「そうね。それじゃ、さっさと行きましょ」

　それとは正反対に、美み甘かもはなんの感かん慨がいもなさそうにして軽く流すとさっさと歩き始めた。

　女の子に大切な可愛さは顔ではなく、こういったことから差が広まっていくのである。

「向むか井いさん、いきましょう！」

　先に歩き出した美甘の後ろについて行きながら、佐さ倉くらが振ふり返かえる。

「へえっくっし！　……あ、あぁ」

　俺はそんな、ふたりの後を鼻水を垂らしながら追った。

　今になって気がついたことなのだが、冷静に考えてみて美少女ふたりと映画を観に行こうとしているこの行こう為い……下手したら相当ヤバイのではないだろうか。なぜなら、映画館の座席というのは隣となりの人間と腕うでがぶつかるほど近く、そんな状じよう況きようのままで二時間ほど過ごさないといけないわけだ。上映中ずっとトイレに籠こもるというのも一つの手段ではあるが……しかしそれだと美甘に俺が脱だつ走そうしたと勘かん違ちがいされる可能性もある。なるべくそういった些さ細さいな誤解から生じるメモリーカード死亡エンドは絶対に避さけたいところだ。

　そうなるとここは素直に耐たえるしかないのか。というか耐えられるのか俺の繊せん細さいな身体は。

　なんだか俺はいつも、その場になってようやく危機を認識することが多い気がする。

　それに、まだまだ懸け念ねんはいろいろとある。それは映画を観たあとのことだ──。

「美甘、映画観たあとは、どうするんだ」

　映画を観て、はいさようならといけばいいが、世の中そんなに甘くはないだろう。

　垂れてくる鼻水を舌で拭ふき取とりながら俺は美甘に尋たずねた。ティッシュが追いつかない。

「えっと、映画観たあとはカラオケ行って、そうね、あとプリクラも撮とろうと思うの。いいわよね？」

　やはり、やはり一ひと筋すじ縄なわではいかないか……。

「映画、たのしみですっ」

　トコトコと一いつ生しよう懸けん命めいに隣を歩く佐倉が、人ひと懐なつっこい笑みを浮うかべて言った。

「あぁ、うん、楽しみっくしゅん！」

「そのあと、プリクラとって、カラオケで、おうたを、うたって」

　佐倉が指折り数えてこのあとの予定を思い浮かべる。

「優ゆう奈なちゃん、映画は、なにをみるの？」

　佐倉が尋たずねると、美甘が俺を佐倉と挟はさむような形にして並んできた。瞬しゆん間かん、体がくっつきそうになるのをすんでのところで躱かわす。あぶないあぶない。俺が正気を保ってデート──否、試練を続行するためには彼女たちと俺の間に存在する『二十センチ絶対空間』というセーフティーラインを侵おかしてはならないのだ。二十センチというこの空間こそが、俺おれにとって最後の命いのち綱づなとなる。

　絶対に、絶対にそれ以上の侵しん入にゆうは許されない。なにがあってもだ。

「えっとね、今日は今度、私がオーディションを受けるドラマの監かん督とくが撮とった作品を……あ、あれ？」

　携けい帯たい電話の画面を覗のぞいていた美み甘かもの言葉がそこでピタリと止まる。

　不思議に思っていると、それからすぐに顔を上げ、美甘は何事もなかったかのように佐さ倉くらに尋たずねた。

「紗さ雪ゆきはなにか観たいのある？」

「えっ、おい美甘、今日は観たい映画があるから来たんじゃなかったのか」

　唐とう突とつに飛び出してきたその言葉にすかさず俺が疑問を挟はさむと、美甘は苦笑いを浮うかべながら言った。

「い、いいでしょ、そんなこと。気が変わったのよ」

　どこか焦あせっている様子の美甘に、俺は食い下がる。

「いや、よくないだろ。今日はオーディションを受ける監督の作品を観に来たはずだ」

「いいのよ」

「よくない。決してよくない。ならば俺は帰──」

「優ゆう奈なちゃん、紗雪も、優奈ちゃんが、観たいの、観にいきたい！」

「うっ……」

　俺の言葉を食い気味で遮さえぎった佐倉にそう言われ、美甘はバツが悪そうに黙だまると、こちらから顔を背け、そして口を尖とがらせながら静かにつぶやいた。

「……ま、まだやってなかったのよ、その映画」

　どうやら今日観る予定だった映画がまだ公開していなかったらしい。

　……なんというドジッ子。

「そ、それより紗雪は、なにか観たい映画はないの？」

　思わぬところでドジッ子ぶりを発はつ揮きしてしまった美甘がひとり顔を赤らめながら、らしくなく慌あわてて佐倉に尋ねると、それならばといった表情を浮うかべ佐倉はときめくように手を挙げた。

「紗雪、ブランシュ・アンジュが、いいです！」

　なんの迷いもなく佐倉は近くにある女児向けアニメ映画のポスターを指さした。ちなみにこのブランシュ・アンジュというのは、日曜の朝八時半からやっている『お使い乙女　ブランシュ・アンジュ』という、悪と闘たたかう美少女天使たちのことである。彼女たちがいる限り、日曜朝八時半の平和は揺ゆるぎない。

　だが、さすがに美甘もそんなお子さま向けの映画は却きやつ下かするだろうと思った矢先──、

「いいわよ、ブランシュ・アンジュ」

　なんとびっくりＯＫサインが出てしまった。本日の目的が完全に破は綻たんした瞬しゆん間かんである。

　もはや今日、俺おれがなんのために苦しんでいるのかわからない。まだオーディションのために映画を観るのならば、美み甘かもが早く有名になってメモリーカードを返してくれる近道だとがんばれるのだが……この現状は、本当にただ単に映画を観に来ただけである。

　それも、女児向けアニメ映画ときた。

「ほ、本当に観るのか、その、ブランシュ・アンジュとかいうやつ……」

　恐おそる恐おそる訊きいてみる。なぜなら俺たちは高校生だ。中にひとりだけ、その体の発育具合に似合わずお子さまランチを頼たのんじゃうような子がいるけれども……しかし、だがしかし、俺はこの年ねん齢れいで新たな扉とびらを開けたくはないぞ。まだ、まだ健全な男の子のままでいたい！

「観るわよ、アンジュシリーズ、私も好きだもの」

　絶対に許したくない。

「そ、そうか」

「向むか井いさんも、ぜーったい、好きになりますっ！」

「そ、そうか」

　もはや路線変更が不可能だと悟さとった俺は、そのままブランシュ・アンジュを上映している映画館までふたりのあとをついて行く。この予想だにしなかった展開を目の前に俺は震ふるえた。

　ただでさえ鼻水と鳥とり肌はだが止まらないというこの状じよう況きようで、女児向けアニメである。もちろん出てくる女の子たちは皆みなお目々キラキラの美少女たちであり、さらに襲おそいかかってくる敵と勇ゆう敢かんに闘たたかっちゃったりしちゃうのである。しかも今回観に行くものは、こともあろうにそんな歴代アンジュ勢せい揃ぞろいの飛び出す３Ｄときた。アンジュたちが飛び出すのである。歌って踊おどってはじけちゃう感じで飛び出すのである。劇場大興奮の、ファン必見の一作なのである！

　……まずいだろ、どう考えても。

「ブランシュ・アンジュ、学生三枚……」

　映画館に着き、俺が恥はずかしさのあまり顔を真っ赤にしながら窓口でチケットを買って戻もどると、佐さ倉くらは三人分のジュースを、美甘は大きなポップコーンのカップを抱かかえ、にこにこしながら待っていた。ちくしょう、なんでよりにもよって俺にチケットを買わせるんだよ。

「チケット……買ってきたぞ」

「ごくろうさま」

「向井さん、あの、向井さん、向井さん」

　なぜか俺の名前を連呼する佐倉。

　首をかしげると、彼女はやっと、目的の言葉を探し当てることができたようだ。

「オレ、オ、オレンジジュースで、いいですか？」

　なにをそんなに緊きん張ちようしているんだ、この子は。

「う、うん」

　答えると、佐さ倉くらはジュースの入ったカップをこちらにくれる。

「ポップコーン、一いつ緒しよに食べようと思って買ったの」

　美み甘かももポップコーンのカップをこちらに差し出す。

「おぉ、うまそうだな。それにしてもすこしでかすぎやしないか」

「そうね、がんばって食べてね」

　笑う彼女から俺おれはポップコーンを手と手が触ふれないよう慎しん重ちように受け取った。

　しかし、このとき俺はまだ気がついていなかったのだ。

　まさかこのポップコーンが後に、最大の悲劇を招く拷ごう問もん器具になろうということに──。




　トイレから戻もどってくると、目の前に女の子だらけの小さな人だかりができていた。

　制服を着た女子高生から携けい帯たいで写真を撮とる女子大学生まで、いったい何事かと思いつつ、その中心にいる人物に目を向ける。

　案の定、人だかりの中心には美甘がいた。なぜか俺がトイレに行っている間に彼女のプチサイン会が開かい催さいされている。時計を見ると上映の時間まであと五分しかなかった。

　近くで幼い子どものようにポツンと突つっ立たち、ジュースのストローをちゅーちゅー吸っていた佐倉のそばまで寄って、俺は美甘を眺ながめる。

「紗さ雪ゆき、ぶどうじゅーすにしました！」

　訊きいてもいないことを佐倉から嬉うれしそうに話される。

「佐倉、あと五分で映画始まっちゃうんだけど、先に場内に入ってようか。美甘怒おこるかな？」

「優ゆう奈なちゃんにも、ぶどうじゅーす、飲ませてあげます！」

　……あれ、俺の質問スルー？

「ふむ」

　どうするべきかと焦あせりながら、俺が必死に美甘へ視線を送っていると、そこでようやく目が合い、美甘はその場で集まっていた連中に謝りこちらへ来てくれた。しっかりとポップコーンを持ち小走りで近づいてくる美甘の姿は、そりゃもう死ぬほど可愛い。

「へっくしょぉぉぉい！」

　美少女モデルを讃たたえるかのように大きなくしゃみが鼻から飛び出す。

「待たせてごめんね」

「優奈ちゃん、優奈ちゃん、はい、ぶどうじゅーす、おいしいよ！」

　佐倉からカップをもらい、美甘がストローからジュースを飲む。佐倉と美甘が口をつけたストロー……それを見て、俺は思わず生なま唾つばを吞のみ込こんだ。しまった、鼻水と混ざって塩味がする！

「おえぇ」

「ちょっと、いきなりどうしたのよ。さっきから大きなくしゃみしたり、だいじょうぶなの？」

「うん、でーじょーぶだ」

　もはやこの時点で鼻の感覚はすでになかった。うまくしゃべれず、言葉もおかしいが、でもだいじょうぶだ。意識はしっかりしている。なんてことない。

「早くしないと映画始まるぞ」

　それから俺おれたちは場内へと入っていくのだが、その入っていく瞬しゆん間かん、前を歩く佐さ倉くらのテンションが見るからにガタ落ちしたのがわかった。それはもう、スイッチが切れたみたいにガクッと雰ふん囲い気きが変わったと言える。

　振ふり返かえってみると、入口では劇場スタッフのおねえさんが小さな子ども連れの親子にペンライトみたいなものを配っているのが見えた。どうやら佐倉はそのペンライトがもらえなかったのがショックで落ち込んでしまっているらしい。まあ仕方ないだろう。佐倉の中身がどれだけ幼くとも、制服を着ている以上、彼女の見た目は高校生に変わりないのだ。そしてあのペンライトは小さな子ども用のもので高校生がもらえるものではない。それにおねえさんも仕事だから、悪気があってわざと佐倉に配らなかったのではなく、そういう決まりなのだ。

　けれども、あまりにもしょんぼりしている佐倉は、どうも見るに堪たえなかった。

「美み甘かも、ちょっとトイレ行ってくる」

「さっき行ったんじゃないの？」

「いや、また尿によう意いが……」

　俺が言いかけると、美甘はもうそれ以上聞きたくないといった様子でしっしと手を払はらった。

　俺は抱かかえていたポップコーンを美甘に渡わたすと、すぐに方向転てん換かんをし、入口でペンライトを配るおねえさんのもとまで駆かけ寄よった。もちろん高校生の、しかも男である俺がペンライトをもらえるはずはないので、そのペンライトの代わりになるようなものは売ってないのかと尋たずねると、幸い売店に豪ごう華か版ばんなるものがあるとのことだった。

　もう時間も時間だったので俺は走って売店まで行き、そのペンライトの親分的存在の一回り大きなペンライト（豪華版）と、ついでにパンフレットなんかも買って場内へと戻もどった。

「佐倉、これ」

　ポップコーンを食べる美甘の隣となりで、すっかり子どものようにへんにゃりと落ち込んでしまっている佐倉にパンフレットとペンライトを渡す。するとそのペンライトを目にした瞬間、彼女の表情が見る見るうちに輝かがやき始はじめ、次に潤うるんだくりくりおめめが俺を捉とらえると、その場に立ち上がった。

「む、むか、むかいいいいさん！　むか、むかい！」

　興奮のあまり俺の名前がキーボードで連打されたような感じになる。そして呼び捨てである。

「うん、いいよいいよ。ほら、映画始まるからお座り」

　そう言うと、佐倉は俺にぺこりと頭を下げて背筋をシャキーンと伸ばし座席に着いた。どうやら気合いが入ったらしい。

　一仕事を終え、俺も自分の席に着く。高校生の財さい布ふにとってはちょっとした出費だが、せっかく観るのだ。佐さ倉くらにはやっぱり楽しんでほしい。

　そんなことを考えながら、とめどなく流れ出てくる鼻水を車のワイパーのように舌で拭ふき取とっていると、隣となりの美み甘かもがポップコーンをつまみつつ、前のスクリーンに視線を向けたまま言った。

「やるじゃない、向むか井い修しゆう一いち。紗さ雪ゆき、嬉うれしそうよ」

「ふははんぬっくし！」

　照てれ臭くささのあまり、魔ま王おう的てき笑いとくしゃみがコンボってしまった。鼻の奥おくがツーンとする。

　それから、座席に座った俺おれはポップコーンとジュースをふたりの間に置いてひとまず防ぼう御ぎよ壁へきを確保した。どんなときでも、俺に抜ぬかりはない。

　幸運にも美甘を真ん中に挟はさむようにして座れたため、佐倉は美甘の向こう側にいる。ペンライトがそんなに嬉しかったのか、見れば佐倉は目をキラキラさせ、さっきからずっとペンライトを抱だきしてストローでちゅーちゅー吸っている。クリスマスプレゼントをもらった少女か。ちなみにポップコーンはいらないらしい。

　そんな具合で指定された三つの席の一番左側を確保することができたので、自分が美少女ふたりに挟まれるという最悪な状じよう況きようはとりあえず回かい避ひできた。そのため、俺はもう右側だけに注意を払はらっていればよい。あとはこのポップコーンとジュースという防御壁がある限り、間ま違ちがっても腕うでが触ふれることは……たぶんないだろう。

「それにしても、すごい人気だな」

「そうかしら、あまり人が入っているようには見えないけど」

　きょろきょろと周りを見み渡わたす美甘。

　そんな彼女に、俺はすかさず言った。

「いや、美甘のことを言ったんだが」

　すると美甘は一いつ瞬しゆんハッとしたあと、照れた顔でポップコーンをひとつつまんで俺に投げてきた。

「はむッ！」

　俺は投げつけられたポップコーンを華か麗れいに口でキャッチするとそれをしみじみと嚙かみしめる。

　な、なな、なんという素敵空間……ッ！

「あ、あたりまえよ……」

　美甘はらしくなくポツリとそうこぼすと、照れ臭そうに顔を俯うつむけた。館内のオレンジライトが消え、上映が始まる。俺は彼女が不意に見せた可愛さによってすでに涙なみだでスクリーンが見えない。

　やがてＣＭが終わりいよいよ本編が始まろうとしていた。

　しかし、そのとき事件は起きた。

　俺が一ひと粒つぶのポップコーンを頂ちよう戴だいしようと、何気なくカップに手を差し伸ばしたその刹せつ那な──カップの中に自分のではないもう一つの気配を感じた。
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　間ま違ちがいない、これは……これは美み甘かもの手だ。美甘の手がこの中に潜ひそんでいる！

　焦あせりを感じながらも、しかし俺おれはこの危機的状じよう況きようから抜ぬけ出だせずにいた。

　なぜ俺が抜け出せなかったかというと、無論、これがドキドキイベントだからである。

　ふたりで分け合って食べるポップコーン……そのとき、ふとカップの中で触ふれ合あう手と手……視線はスクリーンに向かっているというのに、嗚あ呼あどうしてなの、心はすぐ隣となりの相手に向かってしまう……ダメ、もう集中できない、今すぐ私を抱だきしめて！

　──なんてそんな、そんなドキドキイベントを簡単に放ほう棄きできるはずがない！

　己の死を覚かく悟ごしてまでもこのイベントを成立させたいという男の性さがを目の前に、俺はひとり人生最大の決断と闘たたかっていた。触れたら死ぬ。しかし触れなければ後こう悔かいする、かもしれない。

　考えろ、相手は美少女だ。きっとこの先の人生でこんなチャンスはもう二度と巡めぐってこない。

　さあ、どうする。どうするのだ向むか井い修しゆう一いち！

「ぐぬ、ぐぬぬ……」

　ダメだ修一、こんなところで煩ぼん悩のうなんかに負けるんじゃない！　一時の欲望で人生が終わってもいいのか！　ここを墓場にしてもいいのか！　否、ここは倒たおれる場面ではない！　よせ、よすんだ！

「し、しかし……」

　男には死んでもなお、叶かなえたい夢がある──。

「そういう、もんだよな……」

　もしかしたら、最初からすでに決まっていたことだったのかもしれない。

　これは、向むか井い修しゆう一いちにとっては避さけられない宿命だったのかもしれない。

　この選せん択たくに、正しい答えがひとつしかないことなんてわかっていた。

　だけど、俺おれはこれでいい。

　これでいいと、思ったんだ。

「グッバイ、俺の人生──」

　心の中でつぶやき、俺はそっと、もう一度カップの中に入ってきた美み甘かも優ゆう奈なの手に触ふれた。

　瞬しゆん間かん、ハッとする美甘を横に、俺は気を失った。

　彼女のすべすべな肌はだを感じながら、ずっと遠くの意識の闇やみに吸い込まれていった。

　さよなら、さよなら……さよなら。




　目を覚ますと、俺は眩まぶしい光に包まれていた。オレンジ色の、温かい光だった。

「向井修一、向井修一……」

　耳元で俺の名を呼ぶ声がする。

　そしてなんだかとっても……なんだかとっても、顔中がかゆい。

「あびび、んひぃ！」

「やっと起きたわ」

　ぐったりした体勢からおよそ一メートル弱その場から空中に跳とび上あがった俺は、着地と同時にそこが天国ではなく現実の続きなのだということを認識すると、すぐさま顔に手を触れ、状じよう態たいを確認した。案の定、顔にポツポツと蕁じん麻ま疹しんができている。

「映画、もうとっくに終わったわ」

　そう言う美甘の後ろで、佐さ倉くらはカップを抱かかえてポップコーンをむしゃむしゃ食べている。

「もぉ、向井さん、いつからねてたんですかっ」

　佐倉が俺に一ひと粒つぶポップコーンを投げ、俺はそれを口でキャッチして答えた。

「さ、最初のほうかな……」

　それを聞いた途と端たん、佐倉は拗すねたようにぷーっと頰ほおを膨ふくらませた。

「もお！」

「あはは、悪い悪い」

　ぐるりと館内を見み渡わたすと、客は俺たちだけで、係員が座席の間を掃そう除じしていた。

　それからもう一度顔に手を触れる。そこまでひどくはないものの、やはり蕁麻疹ができていた。おそらくこの二時間、身動きひとつしないまま美甘の隣となりにいたせいだろう。美甘の放つ美少女エアーなるものがさらけ出された俺の顔のお肌にチクチクとダメージを与えていたのだ。

　どうしよう、顔中めちゃくちゃかゆくなってる！

「ねえ、早く出ないと迷めい惑わくよ」

「お、おう」

　手で顔を押おさえながら美み甘かもにうなずくと、俺おれはふたりの後ろを黙だまってついていった。

　これは奇き跡せきか偶ぐう然ぜんか、俺は気を失ってから二時間ほどで見事に復活を遂とげてしまったようなのだ。顔に害を被こうむったものの、意識はしっかりしている。まだ死んでない。

　よろしい、ならば戦える！

　この神から与えられしチャンス、第二ステージの開幕である！

「美甘、次はプリクラか」

　尋たずねると、美甘は佐さ倉くらから空になったポップコーンのカップを受け取り、それをゴミ箱に捨ててこちらに振ふり返かえった。

「すこし喫きつ茶さ店てんで映画の話でもしようと思ってたのに、向むか井い修しゆう一いちはぐっすりだったみたいね。今度紗さ雪ゆきとふたりでゆっくり話すからいいわ」

「向井さん、ねちゃったもん。すっごぉーい、おもしろかったのにねえ」

「わ、悪い」

　ブランシュ・アンジュを観ることができず、責め立てられる俺。

　少し不本意だが、まぁその通りだ。俺は金を払はらって映画館に寝ねに来たようなものだった。

　なんてもったいないことをしたのだろうとも思ったが、しかし俺はめげない。泣かない。諦あきらめない。

　すぐに気を持ち直し、ひとつ息をつくと、片手にエア扇子せんすを持ちながら口を開いた。

「いやぁ映画館の座席ってーのは、どうにもこうにも寝心地がとても良くてねぇ、週に一度はこうやって寝に来るんですよ、すると驚おどろくことに疲つかれが吹っ飛びましてですねぇ……えっ、金を払ってまで寝に来るなんて頭がおかしい？　いやいや奥さん、バカ言っちゃぁいけねえや、考えてみてくだせぇ、一五〇〇円でどんな疲れもふっとんじまう。こいつぁ人類の夢の……」

　と、そこまで言いかけたところで美甘を見ると、「うわぁ……」という若干本気のドン引き顔を向けられていたため、俺はそっと口を閉ざした。

「紗雪は、おもしろかったです！」

　そして空気を読んでなのかどうなのか、佐倉が俺をフォローしてくれる。

「紗雪、だめよ。そういうこと言ったらますます向井修一は惨みじめになるの」

「えぇ、むぅー」

　以上、美甘さまの心にグサリとくるありがたいお言葉でした。

「恥はずかしい……帰りたい……」

　冷ひや汗あせを拭ぬぐう俺の横で、美甘は軽くため息をつくとどこか遠くを指さしながら言った。

「そうね、じゃあプリクラ撮とりに行きましょ」

「わあー！」

　美み甘かもの提案に、佐さ倉くらが謎なぞの歓かん声せいをあげる。

　それから俺おれたちは映画館を後にすると、近くのプリクラコーナーへと足を向けた。

　フロアの一画に位置している、プリクラ機が密集するプリクラコーナーなるものは、学校帰りの学生たちで大変賑にぎわっていた。順番待ちをしているとき、ふと学生カップルが目に入ってはすぐさま「なんてけしからん奴やつらだ、破は廉れん恥ちな！」と脳内で威い勢せいよく豪ごう語ごしていた俺だったが、思えば自分もそのような類のものだということに怒ど鳴なるたびに気づき、急に赤面していたことはここだけの秘密にしておこう。

　ようやく順番になり、ふたりと一いつ緒しよにモデルのドアップが印刷されたカーテンをくぐってプリクラ機の中に入る。中はなんとも言えないむわっとした熱気に包まれており、少々女の子くさかった。

「ひゃー、なんでこんな蛍けい光こう灯とうのカバーだらけなんだ」

　初のプリクラを目の前に感かん嘆たんの声を漏もらす俺の横で、美甘はひとり画面に向かって操作をし始めた。佐倉はというと、すでに俺たちの後ろでペンライトを手にポーズを決めていた。ブランシュ・アンジュの決めポーズのようだ。

「こんな大きさの蛍光灯カバーまであるのか、それとも特注か。ひとつ家にも欲しいな」

　美甘が可愛らしい女の子のアナウンスに従い、背景を選んでいる。

「いや、使い道なんてないんだけども」

「もう、さっきからなに独りでごちゃごちゃ言ってるのよ」

　画面に映っている映像を見て美甘は髪かみ型がたをチェックしながら言った。

　見ると、そこには俺たちが映っていた。やけに明るく、無む駄だに白い。

　……あれ、俺けっこうイケメンじゃね。

「ちょっと、画面から離はなれてこっち来なさいよ。撮さつ影えい始まるわよ」

　佐倉の立ち位置に移動した美甘がそう言うと、唐とう突とつに画面が切きり替かわり、可愛らしい女の子のアナウンスが流れてすぐにカウントダウンが開始される。

「も、もっとこっちくっついてくれなきゃ、はみ出ちゃうわよ」

「わ、わかってるって……」

　そう言って俺は先ほどから笑顔のポーズを作り上げたまま微び動どうだにしない佐倉に近づいた。

　彼女はまるで仏様のようだった。最初からそこに銅どう像ぞうがあったかのように、佐倉は入ってきたときからまったく動いていない。しかも驚おどろくことに、彼女の立ち位置がカメラのベストポジションになっているときた。

　さながら観光地の記念写真用に設けられたお人形のような佐倉に俺はギリギリまで近づく。

　佐倉にぴったりとくっついている美甘の顔が自然と近くなる。美甘は自分で近くに寄れと言っておきながら、いざ俺が近づけばなんとも照てれ臭くさそうな表情を浮うかべている。ふっ、画面に映った顔でバレバレだぜ。俺おれにわからないことなどなにもない。

「ちょっとむわっとしてるな」

「そうね」

　佐さ倉くらとの二十センチ絶対空間を維い持じし、俺はそんなことを漏もらしながらカメラを見つめる。

　そしてアナウンスがカウントダウンを終えようとした、ちょうどそのとき──

「あ、あっ……やふぁい……」

　俺の鼻に突とつ如じよとして猛もう烈れつなくしゃみが辿たどり着つこうとしていた。

「く、くひゃみが」

『ごお、よん……』

「ま、待って、お願いだから我が慢まんして！」

『さん、にい……』

「む、無理ふぁ──」

『いち──』

「ぶうええええええっくしょおおおおおおおん！」

「バカぁ！」

　美み甘かもが怒ど鳴なる。しかしプリクラ機は止まらない！

『次、いくよー』

　今度はバストショットだ。

「ほら、早く！」

　美甘が焦あせりながら後ろで鼻をかんでいる俺をカメラの前に手招きした。

「お、おー」

　鼻声で返事をし、今度は真ん中に入った美甘に顔を近づける。

『よん、さん、にぃ……』

　焦りながらも笑顔の美甘。そして彼女の栗くり色いろもふもふ髪かみの毛が俺の鼻び腔こう粘ねん膜まくを刺し激げきし、

『いち──』

「いぃぃぃいっくし！」

　案の定、俺はまたもや盛大にくしゃみをぶちかました。

「もう！」

　しかしプリクラ機は止まらない！

『さん、にい、いち──』

「うぇええっぷし！　ちょ、マジで待って……」

『撮とるよー、さん、にい、いち──』

「へぷしっ！　これまずいから……」

『まだまだー』

「ふっしゅ！　ふっしゅ！　いや、ちょっとストップストップ……」

『これで終わりー』

「ひゃああああああっくしょん！」

　最後はもう、画面には俺おれの顔しか映っていなかった気がする。

　撮さつ影えいを終えた俺たちはプリクラ機の側面についているラクガキコーナーに入った。

　とりあえずいったん落ち着いて鼻をかんでから俺がふたりの様子に目をやると、なにやらペンを持った美み甘かもがわなわなと震ふるえている。

　何事かと思って画面を見てみると、なんとそこには〝向むか井い修しゆう一いちのくしゃみ決定的瞬しゆん間かんコレクション〟なるものができあがっていた。見れば見るほど見事に俺のくしゃみする顔しか写っていない。なんたる光景。ぜんぶ俺じゃねーか。

「むーかーいーしゅーうーいーちー」

　そんな惨さん憺たんたるコレクションを目の前にし、美甘はギラギラと燃え盛る灯火を瞳ひとみに宿しながら俺をじっと睨ねめつけていた。いくら目を凝こらして探してみても、気の毒なことに彼女は髪かみの毛しか写っていない。

　美少女モデル・美甘優ゆう奈なは向井修一のくしゃみを前に完全にノイズでしかなくなっていた。

「わ、悪い」

　俺が一言謝ると、美甘はニヤリと怒いかりのこもった笑みを浮うかべ、勢いよく俺の顔にラクガキをし始めた。それはもう、突とつ然ぜんアイディアが閃ひらめいた芸術家ばりの目にも留まらぬ速さで。

　佐倉はというと、なんだかとても満足そうにほけぇっと座っているだけだ。画面に表示された写真をよくよく見てみると、髪の毛しか写っていない美甘に対し、佐倉はちゃっかりと空いた隙すき間まに写り込んでいた。なんという空間把は握あく能力。

「はい、こっちが紗さ雪ゆきので、こっちがあなたのよ」

　印刷されたプリクラを美甘がハサミで三等分に切り分け、俺はその一つを受け取った。

　見ればやっぱり大きな俺と小さな佐倉しか写っていない。なんだかトリックアートのようだ。

　それから俺は、切り分けたプリクラを鞄かばんに入れる美甘に戸と惑まどいの視線を向ける。

　すると彼女はむすっとした表情を浮かべて言った。

「い、一応、私も写ってるもの」

「ほとんど髪だけど……」

「別にいいでしょ！　はい、次はカラオケよ！」

　ぷんすか怒おこりながら、美甘が佐倉の手を引いてズカズカと歩いて行く。

　俺はその後ろでひとり、プリクラを見ながらついて行った。見れば美甘のちょっとしか写っていない髪と佐倉の小さな顔がそれぞれ一番目立つ色のマーカーで華はなやかに囲われている。それから他にも俺と美甘と佐倉の三人の名前がちゃんと書かれていたり、『初プリ』だの『ブランシュ・アンジュ観た』だの、矢印で俺のところに『ばーか』だの『変態とーさつま』だのと悪口が書かれている。

「…………」

　それにしても俺おれのくしゃみの量、ハンパないな。




　……そろそろ飽あきてきた。

「いったいこいつは何曲歌う気なんだ……へっくし、うー」

　カラオケ店に入り、部屋に案内されドリンクが来てからというものの、美み甘かもは一向にマイクを放すことなく歌い続けていた。かれこれ二時間ほど、もうこの部屋には、最初入ってきたときに点いてた普ふ通つうの照明は灯されていない。常にブラックライトが点灯し、俺はその中でじっと黙だまって彼女の歌を拝はい聴ちようし続けていた。美甘優ゆう奈な様のありがたい生ライヴである。決して途と中ちゆうで帰ってはならぬ。寝ねてはならぬ。

　無論、美甘が下手というわけではない。声だって力強く透すき通とおったきれいな声で、歌だって申し分ないほどの上手さだったが、しかし飽きる。何回も同じ曲を歌われたらそりゃ飽きる。

　そんな中、ときどき佐さ倉くらの歌がインターミッションのごとく入り込むのが救いだった。

　佐倉はほとんど子ども向けの曲しか歌わなかったが──それも女児向けアニメソングから、お遊ゆう戯ぎ会かいで流れていそうなものまで幅はば広ひろく歌っている──彼女の歌声は可愛く、いろいろな曲をぴょんぴょこ跳はねながら大変楽しそうに歌ってくれるので飽きることはない（まるで愛娘のカラオケを聴きいているような、やさしいパパの気持ちになった）。

　佐倉の出番が終わり、ふたたび壊こわれた蓄ちく音おん機きのような美甘のエンドレスループに入ったとき、佐倉が鞄かばんから冊子を取り出して俺の横に座ってきた。暗くら闇やみだから距きよ離りの感覚がイマイチ摑つかめないがなんとか避よける。

　さすが、俺。歴戦の猛も者さ。

「あの、アンジュの、ぱんふれっと、ありがとうございましたっ」

　ありがたい美甘の歌声を背に佐倉がひょこっと頭を下げた。

「む、向むか井いさんが、先、ど、どうぞっ！」

　そこまでして見たいというわけでもなかったのだが、佐倉に渡わたされては受け取るほかないのでパンフレットを手に取る。表紙を見てみると、そこには総勢二十六人のお目々パッチリ美少女たちが可愛らしい笑顔でニョキニョキっと生えていた（いや、本当は普通に並んでこちらを見上げているのだが、どうも俺にはそれが生えているように見えたんだ）。

「へえ、佐倉はどの子が好きなんだ？」

「紗さ雪ゆきは、この子が、好きですっ」

　そう言うと、佐倉は表紙の中段あたりにいる青い髪かみのキャラクターを指さし、ポーズを取って決めゼリフを言い放った。

「愛をつかさどる乙女の使い　アムール・アンジュ！」

「お、おぉ……うまいな」

　驚おどろいたことに、佐さ倉くらがそのキャラクターの真似をしたとき、いつも感じる彼女ののんびりとした雰ふん囲い気きが一いつ瞬しゆんにして消え去ったかと思いきや、次の瞬しゆん間かんにはアニメの本編を見たことがない俺おれにも伝わってくるような感じで、佐倉はそのキャラクターが持っているであろう雰囲気を纏まとい、なりきってみせたのだ。

「アムール・アンジュは、とぉーってもあたまがよくて、とぉーっても、かっこいいんですよ！」

　完かん璧ぺきにモノマネできてしまうほど佐倉がそのキャラを好きなことは充じゆう分ぶんわかった。

　それにしてもうまかったな。

　と、そこでふと見み渡わたしてみると、部屋には曲の演えん奏そうだけが流れており、いつの間にか美み甘かもの姿が消えていた。

「あれ、美甘どこ行った？」

　佐倉に尋たずねる。

「優ゆう奈なちゃん、おしっこです」

　お、おしっ……おしっこって……なぁ。

「そ、そうか」

　それにしても、曲の途と中ちゆうでトイレに行くなんてよほど緊きん急きゆう事態だったのだろうか。

　それから数分後、部屋に戻もどってきた美甘はなぜかムスッとした様子で俺を睨にらんできた。

「な、なんだよ……」

　気圧され気味に訊きいてみる。

　しかし美甘は「ふんっ」とそっぽを向いてぶっきらぼうに言った。

「べつに、なんでもないわよ」

　なんでもないなら、どうして睨んでくるんだ。

「もうそろそろ時間ね。紗さ雪ゆき、出よ」

　美甘はそう言うと、パンフレットを嬉うれしそうに見ていた佐倉の手を引いて部屋の外へ行ってしまった。残された俺はマイクと伝票の入ったカゴを慌あわてて持ち、あとを追った。




　カラオケ店を出ると、外はすっかり暗くなっていた。時刻を見ると九時を回っている。三時間近くも歌いっぱなしだったようだ。主に美甘がひとりで熱唱していたのだけれども。

「じゃあ佐倉はいつも夕方、家にいるときはテレビの前にずっといるのか」

　駅まで向かう道で佐倉からブランシュ・アンジュの話を聞いていると、話題はいつの間にか彼女の好きなテレビ番組の話に変わっていた。聞くところによると、佐倉は教育テレビが大好きらしい。

　まあ、案の定といえば案の定な好みではある。

「はいっ。うたのおねえさんが、『みんなーげんきぃー？』って言うので、紗さ雪ゆきも、『はぁーいっ！』って、言うんです！　そのあと、一いつ緒しよにおうたを歌うんです！」

　その話を聞き、俺おれは佐さ倉くらがひとり、テレビの前にぺたんと座って幸せそうに教育テレビを見ている姿を頭に思おもい浮うかべてみる。うたのおねえさんがテレビの前の子どもたちに向かって『みんなーげんきぃー？』と問いかけると、佐倉も元気よく『はぁーいっ！』と手を挙げて応える。それから体を揺ゆらして一緒におうたを歌ったり、人形劇を熱心に見ている佐倉の後ろ姿を想像して、俺はなんとも言えない愛らしさを覚えた。純じゆん真しん無む垢くすぎる。佐倉があまりにも純真無垢すぎてめまいがしてくる。佐倉は高校二年生である。

「そうか、楽しそうでいいな」

「えへへ」

　佐倉がへにゃへにゃと笑った。

　すると前を歩いていた美み甘かもが突とつ然ぜん振ふり返かえり、佐倉に言った。

「ねえ紗雪、今度コスプレの大きいイベントがあるんだけど、紗雪も参加してみない？」

　唐とう突とつなその質問に、佐倉の思考が一いつ瞬しゆん「？」を出したまま固まったのがわかった。

「えっとね、私もまだ詳くわしい内容は知らないんだけど、とにかく大きなイベントで、そこでみんなそれぞれに好きなキャラクターの格好をして楽しむのよ。だから紗雪も、紗雪の好きなブランシュ・アンジュの格好して出てみないって」

　美甘が佐倉の手にあるペンライトを指さし、丁てい寧ねいな説明の助け船で促うながしてやると、ようやく佐倉もピンと来たように答えた。

「う、うぅ～」

　しかし、意外なことに佐倉はあまり乗り気ではないようだ。

「優ゆう奈なちゃんも、でる？」

　不安そうに尋たずねると、美甘はうなずいた。

「うん」

「えっ、美甘、おまえもブランシュ・アンジュのコスプレして出るのか！」

　衝しよう撃げきである！

「違ちがうわよ、私はイベントのステージに立つの」

「な、なんだ……そうだったのか」

「なにヘンな期待してるのよ、変態」

　これは残念無念。

「それで紗雪、どうする？」

　美甘が再び佐倉に尋たずねると、佐倉はまだなにかに躊ちゆう躇ちよしているような様子で答えた。

「優奈ちゃんが、でるなら、紗雪もでる……」

　なにが引っかかっているのか、美甘もすこし心配げな顔をする。

「無理しなくてもいいのよ？　私はほら、仕事で行くだけだし」

　しかし佐さ倉くらはムキになったように、頭をふるふると振ふった。

「紗さ雪ゆき、アムール・アンジュに、なりたいもん……」

　そして手に持っていたペンライトをぎゅっと握にぎる。

　俺おれと美み甘かもは彼女の想いをうまく汲くみ取とることができず顔を見合わせた。

「へっくしょぉい！」

「そう、じゃあ一いつ緒しよに行こうね」

　美甘が俺に迷めい惑わくそうな視線を向けたあと、佐倉にやさしく言うと、

「うんっ、紗雪、アムール・アンジュみたいに、強くなる！」

　と、佐倉はどこか決意を固めたように返事をしてみせた。

「もし行きたくなくなったら、ちゃんと言うのよ？」

「へーきだよ。優ゆう奈なちゃんが、いるんだもん！　向むか井いさんも、いるんだもん！」

「えっ、あなたも来るの？」

　そこで美甘はとても嫌いやそうな顔をこちらに向けた。

「えっ、行かなくていいのか？」

　俺も間が抜けた感じで訊きき返かえす。てっきり専属カメラマンとして強制参加だと思っていた。

「今回は、ま、まあ来なくても──」

　と、美甘からまさかの不参加が許されるかと思いきや、

「向井さんも、さんかします！」

　次の瞬しゆん間かんには、佐倉が見事にそのミラクルを粉ふん砕さいしてしまった。

「……結局、どうすればいい」

　俺が恐おそる恐おそる尋たずねると、美甘はなんとなく嫌々な感じながらも、しかしうなずいて言った。

「そ、そうね。やっぱり来なさい。私がステージにいる間、紗雪ひとりになっちゃうから」

「……子守役ですか」

「わあーい！」

　佐倉、そこは喜ぶところじゃないぞ。

「専属カメラマンなんだから、モデルの参加するイベントについてくるのはあたりまえよ」

「……はあ、さようでございますか」

　こうして、佐倉の鶴つるの一声によって俺は結局コスプレイベントへ参加することになってしまった。本来ならあそこで参加を逃のがれられるかもしれなかったと思うと悲しくなってくる。

　それにしても、美甘もいつものように「可愛い私を撮とりなさい！」なんて言ってくるかと思いきや、まさかのその逆で、俺に来てほしくなさそうな顔をしていたが、なにか見られたくないことでもあるのだろうか。コスプレ大会は間ま違ちがいなく大きなイベントで、専属カメラマンは同行しないといけない雰ふん囲い気きだと思うのだが、そこに行かなくてもいいと言うなんて、ちょっとだけ気になるところではある。

　それから俺おれたちは駅に着き、電車に乗り込むと自分の降りる駅まで座席で休んだ。

　電車の中は空いており、三駅も停車すると乗客は俺たちだけになった。

「紗さ雪ゆき、きょおはすぅーごっくたのしかったです！　優ゆう奈なちゃん、向むか井いさん、またみんなで、いーっぱいあそびたい！　紗雪、ワクワクしてまってます！」

　そう言って佐さ倉くらは本当に幸せそうな顔で俺たちに別れを告げると途と中ちゆうの駅で降りていく。

　電車が発車するまで延々とこちらに手を振ふっている彼女を見ていると、なんだかとても安心した。

「ねえ、紗雪、ちょっと元気なかったわよね」

　電車がゆっくりと走り出す中、未だにこちらへ手を振っている佐倉を見つめながら、長なが椅い子すの真ん中あたりに座っている美み甘かもがふとそんなことをこぼした。

「えっ、そうか。俺はいつも通りに見えたが……あっ、でもさっき美甘がコスプレしないかって誘さそったときはちょっと様子がヘンだったな」

　俺は長椅子の端はしっこで、蛍けい光こう灯とうに照らされた広告にぼんやりと目を向けながら答えた。

「それもあるけど……それだけじゃないの」

　美甘の言っていることがよくわからなく、首をかしげる。

「紗雪、最近ちょっとおかしいのよ。なんか……なんて言えばいいのかわからないけど、前はもっと明るかった気がするのよね。いつも笑顔が絶えなかったっていうか……でも最近はそれが曖あい昧まいな感じで」

「……すまん、言ってることがよくわからん」

　そう俺が正直に話すと、しかし美甘は怒おこるというより、どこか焦あせったような感じで言った。

「わかってるわよ、私だってよくわからないんだもの」

「ふむ」

　どうも要領を得ない美甘の態度に、俺もなんだかすっきりしないのでちょっとばかしの補ほ足そくをしてみる。

「つまり、いつも佐倉から溢あふれ出でていた無む邪じや気きパワーが最近弱まってるということか？」

「……ん、まぁ、そんなところよ」

「ふーむ、よくわからん。俺はいつも通りに見えたけどなあ」

「もういいわよ。変態に話した私がバカだった」

　そう尖とがって、美甘はぷいっとそっぽを向いてから、すこし居心地悪そうに言った。

「というか、なんでさっきからそんな離はなれたところに座ってるのよ」

　美甘の質問に、俺はふたりの間にできた席三つ分の空間を見て口を開く。

「……安全対策上、とでも言っておこうか」

　俺がボソッと答えると、美甘はこちらを尻しり目めに一いち瞥べつしてから黙だまり込こんでしまう。

　そんな彼女を見て、俺おれはふとあることを思い出した。

「そういやさっきのカラオケで、おしっ──いや、トイレから帰ってきたとき怒おこってたけど、なんで怒ってたんだ？」

　尋たずねると、美み甘かもはそっぽを向いたまま答える。

「あなたが私の歌を聴きかないからよ」

「…………」

　く、くだらねえな、おい！

「…………」

「なに黙だまってるのよ」

　あまりのそのくだらなさに俺が聞かなかったことにして真顔で夜景を見つめていると、美甘がこちらに振ふり向むいた。

「ばーか」

　そして突とつ然ぜんの悪口である。これには俺も苦笑い。

「のんきな盗とう撮さつ魔ま……」

　伏ふし目めがちに、力のこもってない悪口を言う美甘が夜景の窓に反射する。

　彼女の栗くり色いろモフモフヘアに、流れる夜の灯りがちりばめられていた。

　俺と美甘、一つの長い座席に座るふたりの間にできた空席三つ分の距きよ離りは、そのときどこかすこしだけ開きすぎなような気がして、そんなことを思う自分にちょっとだけ戸と惑まどってしまった。

「今日の映画、本当は佐さ倉くらを元気づけるために行ったんだろ？」

　そして困こん惑わくした結果、思わず飛び出た言葉がそんなでたらめである。

　しかし美甘は黙ったままウンともスンとも言わない。どうやら図星だったようだ。

「……ふっ、やっぱりな」

　なんというイケメンな発言をしてしまったのでしょう。まさか当てずっぽうが当たるとは思わなんだ。こうなってくるとこの後に続く言葉もイケメンでなくてはならない。

　プレッシャーがすごい。

「まっ、そんなこったろうと思ったぜ」

　俺は内心を悟さとられないようイケメンゼリフを慎しん重ちように吐はき出だし、イケメンコンボを重ねていく。

「俺の目はごまかせないっつーの」

　俺の言葉から発するイケメンオーラがハンパない。

「でも、そういうおまえのやさしいところ……俺は好きだぜ」

　そしてそんなイケメンオーラ満まん載さいのセリフ集に酔よいしれた美甘がこちらへ振り向いた瞬しゆん間かん、俺はここぞとばかりにフィニッシュを決め込んだ。

「フッ……ほら、見てみろよ、この星空も今夜はおまえだけのために輝かがやいてい──」

「さっきからなにひとりで言ってるのよ、気持ち悪い」

　オーマイガー。

　恥はずかしい。これは、今世紀最大に恥ずかしい。

　気持ち悪いって言われたぞ、気持ち悪いって。

「いや、まぁ……うん、まぁ、な、いろいろとな、うん」

　もう自分でもなにを言ってるのかわからない。

　早く、早く駅に着いてくれえ！

「……だけど、あなたの言う通りよ。今日は紗さ雪ゆきのための気分転てん換かんだったの」ひとり赤面する俺おれの隣となりで美み甘かもが言った。「……気分転換になったらいいけどね」

　美甘の横顔を見る。そこで俺はあることに気がついた。

　……そういや今日、一枚も写真、撮とってないな。

　思い立ったがなんとやらである。俺はカメラの電源を入れると、俯うつむきがちの美甘にファインダーを合わせた。その気配に気づき、美甘が顔を上げ、正面の窓に映るカメラを構えた俺を見る。

「ちょ、ちょっ──」

　言うが早いか、俺はシャッターを切った。美甘がこちらに向き直ったとき、すでにカメラのディスプレイには彼女の横顔が表示されている。

「な、なに勝手に撮ってるのよ！」

「いや、今日一枚も写真撮ってなかったから、撮ってないと後々うるさいだろ」

「だからって、こんなところをわざわざ撮る必要ないでしょ」

「まあ、決め顔だけが美甘じゃないってことで。それにプライベート写真だろ、うん」

「もう、意味わからない！　盗とう撮さつよ！」

　そのとき、ちょうど地元の駅に着き、俺はそそくさと電車を降りると手を振ふった。

「さよーならー」

　それからすぐに電車のドアは閉まり、車窓の中で納得がいかないといった様子で膨ふくれる美甘が彼女の地元の駅へと運ばれていく。

「……美甘」

　不意に口からこぼれ落ちた言葉は、電車の音に搔かき消けされる。

　心の中で、美甘に伝えないといけない想いが渦うず巻まいていた。

　いい加減、俺は彼女に言わないといけない。ここ最近、ずっとそんなことを考えている。

　しかし、そう思ってはいるのだけれど、その想いたちは胸でつっかえ、なかなか言葉になって出てきてくれない。そして口をつく言葉は、いつもふざけたものばかりだ。

　タイミングがわからない。いつ、言えばいいのか。いつ、言うべきなのか。

　俺は美甘を乗せて遠ざかる電車を見送ったあと、ディスプレイに映る彼女の横顔を見た。

　窓に映る俺を見つけた美甘の横顔は、驚おどろいているくせに、厭いやになるほど可愛かった。
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「お、おい、もういいだろ……許して」

「だめだよ修しゆう一いちくん、ちゃんと私に協力して」

「いや、でも、その、なんだ、俺おれこういうこと慣れてなくて……だな」

「いいの、私に任せて！　修一くんは楽にしていてくれればいいから」

「で、でもなんか恥はずかしいぞ……しかも部室でだなんて」

「修一くん、これも思い出になるんだよ。はい、笑って！」

「わ、笑えって……あっ、やめろ、そんな、さ、小さ夜よ子こォ──！」

　……と、なにやらヘンな妄もう想そうを搔かき立たてるような会話を繰くり広ひろげているが、全ぜん貌ぼうを暴いてみれば単に小夜子が俺の写真を撮とろうとしているだけなのである。そして、写真を撮られることに慣れていない俺が、部室の隅すみっこで小夜子に追おい詰つめられながら狼ろう狽ばいしているだけなのだ。

　期待させてしまって申し訳ない。

「うーん……」

　乱れた制服のまま瞳ひとみから光を失い、ぐったりと項うな垂だれる俺の横で、小夜子がディスプレイを眺ながめながら難しい顔をしている。どうも納得いかないようだ。

「ダメ、もっかい！」

　そう言うと、小夜子はこちらに向き直った。

　いったい、どうしていきなり俺の写真なんか撮るようになったのかはわからないが、とにかく先日のあの出来事以来、小夜子がちょっと強引な子になってしまっている。

　修一くんちょっと寂さびしいです。

「さ、小夜子、もういいだろ。俺なんだか疲つかれちゃったよ。写真に撮られて魂たましい抜ぬかれちゃったのかな……」

　我ながらすごい古めかしい俗ぞく説せつが出てきたもんである。

「ダメダメ、ちゃんと納得できる写真が撮れるまで今日は帰さないよっ」

　相変わらずの可愛い声で言って、小夜子は近くにあった俺のカメラを持ったままこちらに寄って来たかと思うと、次に項垂れている俺の顔をくいっと持ち上げ、首にカメラをかけてから、あろうことか馬乗りになってきた。

「ほら修一くんもカメラ持って、撮りっこしよ」

　やだ……なんかちょっと卑ひ猥わいな響ひびきなんですけど。馬乗りになって撮りっこしよとか、なんだろう、俺の股こ間かんがサイレントエキサイト。

「小夜子、ちょっとマジで……」

　しかもスカートが完全に広がった状態のまま跨またがってきているせいで、小夜子の小さな布地がダイレクトに俺おれの太ももにくっついている。一枚の布越しに、それはもう生々しい生温かさが伝わってくる。みなさん大変です。俺のエッフェル塔とうが言うことを聞きません！

「はい、修しゆう一いちくん、ピースして笑って！」

　パシャッと一枚。下に敷しかれ、苦笑いを浮うかべながらピースをする俺の姿が激写される。

　なんというきわどい写真。俺がダブルピースしてたら完全に写真週刊誌に投とう稿こうされてた。

『流出！　一いち撃げき必ひつ撮さつ部ぶ部長・向むか●修一、女子部員と放課後の馬乗りランデブー！　知られざるドＭの素顔！　正しよう真しん正しよう銘めいの変態か!?　人気モデル〝Ｍ・Ｙ〟が語る隠かくされた盗とう撮さつの真実！』

「……ふむ」

　それにしても、なぜ小さ夜よ子こはこんなにまでして俺の写真を撮とるようになったのだろうか。あの日、小夜子の心境にいったいなにが……ハッ！　も、もしかするとそうじゃないかもしれない。そうだ、思い出せ、小夜子が今まで被ひ写しや体たいに選んできたものの数々を──アリ、石、バッタ、雑草──そうだ、すべて地味なモノばかり。ということは、つまり……実は俺も地味だったということか!?　それとも小夜子と一いつ緒しよにいたおかげで彼女の地味地味オーラが自然移植されてしまったというのか!?

　どっちにしろ、これはなんだかちょっと悲しい事実がわかってしまったぞ！

　できれば知りたくなかったぞ！

「修一くん、さっきから苦笑いばっか」

　今までさんざん、小夜子のことを地味だ地味だとからかってきた自分も実は地味だったということがわかり、俺はちょっぴり小夜子にごめんなさいをしなければいけないという気持ちに責められる。

「さ、さよコォ──」

　そして謝ろうと口を開きかけた瞬しゆん間かん、小夜子に頰ほおを引っ張られ、語尾がエイリアンっぽくなってしまった。

「修一くん、もっとこう笑って」

「さ、さよコォ──」

　小夜子の顔が目の前にくる。

「じゃないと、だめなんだからね」

「さ、さよコォ──」

　そんな感じで、馬乗りになったまま顔を近づけてくる小夜子と、頰を引っ張られエイリアン語尾になる俺が、他人が見たら絶対にあらぬ誤解を招くような激げき闘とうを部室の隅すみで繰くり広ひろげていると、案の定これがお約束だとでも言うかのように、なんの前まえ触ぶれもなく部室のドアがいきなり開く。

「お、おまえたち……なにをやっているんだ」

　我らが写真部顧こ問もん、古こ場ば先生の登場である。

「い、いや、ちょっと、まあ……あはは」

　なんと説明すればいいのかすぐに言葉が見つからず、はぐらかすようなセリフを適当に並べていたら余計ヘンな感じになってしまった。

「な、なぁ小さ夜よ子こ」

　気まずいので小夜子にムチャぶり。

「う、うん」

　小夜子もなんだか照てれ臭くさそうにして、ますますヘンな空気になってしまう。

　そして小夜子が俺おれの上からどいてくれない。

「と、とにかく」古こ場ば先生が咳せき払ばらいをする。「そういうことは、自分たちの家でやれ、な」

「いや先生これは違ちが──」

「……はい」

　訂てい正せいしようとがんばる俺をよそに、小夜子が伏ふし目めがちにうなずいてしまった。こうして俺と彼女が部室でイチャコラしていたところを先生に見つかり注意を受けたという既き成せい事実が成立してしまったのである。

　そして小夜子が俺の上からどいてくれない。

「──と、そうそう。ほらこれ、頼たのまれてたやつ持ってきたぞ」

　そう言いながら、古場先生は先ほどから手に持っていた紙きれをこちらに寄こした。

　すると小夜子はそれを見るや俺の腹を思いっきり膝ひざで押おし潰つぶし……「ンハッ！」……その弾はずみで立ち上がると古場先生の手から紙きれを奪うばうようにして自分の胸に抱だきしめた。

「あ、ありがとうございますっ！」

　ちなみに先ほど途と中ちゆうで入った「ンハッ！」というのは俺の胃から出た悲しい悲鳴である。

　小夜子のなにに対するのかわからない恥はじらいを目の当たりにした古場先生はそれから少々驚おどろきの色を見せつつ俺の顔を一いち瞥べつすると「それじゃあ……なんだ、邪じや魔ましたな」と言って部室を後にした。完全になにかとんでもない勘かん違ちがいをしていった感は否めないが、まあ仕方がない。

　それよりも俺は、小夜子がなにをそんなに焦あせった様子で紙きれを奪ったのかが気になってしょうがなかった。

「なんだ、それ……ラバースマイル……フォトコンテスト？」

　俺はその場からスッと立ち上がると、小夜子が胸に抱いている紙きれを覗のぞき込こんだ。

「あっ、見ちゃだめだよっ」

　小夜子はすぐに俺から距きよ離りを取り自分の鞄かばんまで走って、その紙きれを鞄の中に突つっ込こんでしまった。

「コンテストに応募するのか？」

「う、うん」

「ほぉ、がんばれよ」

　コンテストの内容がどのようなものかはわからなかったが、小さ夜よ子こがこうしてなにか目標を持って行動するのは、なんというか写真部の活動らしくて応おう援えんしたくなる。まさしくこれこそが俺おれの描えがいていた本来あるべき姿の写真部の形。これでこそ、以前この部が部員不足という理由で廃はい部ぶ宣告されたとき、俺が命がけで美み甘かもの写真を撮とりポスターを作って廃部の危機を救った甲か斐いがあるというものだ。自分で言うのもなんだが、俺は部長の鑑かがみだと思う。

「フフッ、ノーベル部長賞の授じゆ与よはまだかね……」

　そんなことを感かん慨がい深ぶかげに思っていると、ふたたび部室のドアが唐とう突とつに開かれ、そして入ってきたのはまたしても古こ場ば先生だった。

　先生はノーベル部長賞の妄もう想そうに耽ふけっていた俺と、鞄かばんの中のコンテストの案内に目を落としていた小夜子を何度か交こう互ごに見たあと、少し間を置いてから口を開く。

「さっき言い忘れたが、向むか井い、夏休みまでに部員が集まらなければこの部は廃部だ」

「……えっ」

「それじゃ、ほどほどにな」

　こちらに一言も挟はさむ余地を与えることなく、先生は呆あつ気けなく言い残し部室のドアを閉める。

　授賞式会場から一気に現実へと引ひき戻もどされ呆ぼう然ぜんとする俺に、小夜子が隣となりに並んで言った。

「……どうしよう」

　うん、どうしよう。

　ノーベル部長賞とか妄想してる場合じゃなかったでござる……。




　帰り道、撮った写真をプリントしたいと小夜子が言うので近くの家電量りよう販はん店てんに寄った。

　店頭に置いてある端たん末まつで注文レシートを作り、それをカウンターに渡わたしてできあがりを待つ。

　その間、俺と小夜子はふらふらと店内を歩きながら部活について話し合った。

「部員、どうするの？」

　心配そうに横から見上げてくる小夜子に、俺はため息まじりに言った。

「ひとりだけ候こう補ほはいるんだがな」

「ほんと？　誰だれ？　まさか、美甘さん？」

「いやいや、違ちがう違う」

　答えると、小夜子はどこかホッとしたように安あん堵どの息をついた。

「男の子？　修しゆう一いちくんのおともだち？」

　小夜子のその問いに、俺はどう返事をするべきか言葉に詰つまった。

「男……女……えっと、そうだな……」

　不思議そうな顔で小夜子が覗のぞき込こんでくる。

　もちろん、今俺の頭に浮うかんでいる部員候補というのはヘルカのことだが、しかしヘルカのことについて小夜子にどう説明すればいいのか、適当な言葉が見つからない。ヘルカ自身は男の子であり、けれども女の子であると言っている。まったくもってめちゃくちゃな性別だが、先日のデートのときに俺おれの体からアレルギー反応が出なかったということは、やはりヘルカは正しよう真しん正しよう銘めい、生物学的上オス♂に相当するのだろう。

　しかし見た目があれでは、いくらヘルカが男だと自称してもそれを信じられるのは俺くらいなものである。それに俺だってまだ、あんな可愛い子のおまたに男のランドマークタワーがぶらさがっていようなんて到とう底てい考えられないのだ。

　なんて答えようか言いい淀よどんでいると、小さ夜よ子こが先に口を開いた。

「そっか、とうとう新しい部員が入ってくるんだね」

　その口調は、新入部員が加わることをあまり歓迎していないように聞こえる。

「まあ、ひとりしか候こう補ほいないんだけどな」

「うん」

　うなずいたあと、それから小夜子はポツリと漏もらした。

「でも、私はこのままずっと、最後までふたりのままでも良かったんだよ……？」

　そんな言葉を聞いて、やはり小夜子はすこし変わったと実感する。

　なにが変わったのかははっきりとは言えないが、それでもどこか、以前とは違ちがって見える。

「どうして」

　尋たずねてみると、小夜子は立ち止まり、それからずいぶん照てれ臭くさそうにはにかみながら言った。

「だって、修しゆう一いちくんを独り占めできてたんだもん」

　振ふり返かえって見えた小夜子のへにゃっとした照れ笑い。

　そこにはどこか見覚えのある、儚はかなさのようなものが入り交じっていた。

「独り占めって……俺は誰だれかのものになった覚えはないんだが」

「うん、わかってるよ。だけどね、いつかそうなっちゃう時が来るかもしれないから」

「……から？」

「そうなっちゃう前に、修一くんをこのまま独り占めしておかないといけないなって！」

「すまん、まったくもって意味がわからん」

「ふんふん、わからなくていいよーっだ！　修一くんはねこちゃんの写真でも撮とっていればねっ」

「おい、今俺のことディスった？」

「あっ、もうそろそろ写真できる時間だよっ」

「ディス＆スルーとは……許さん、許さんぞ小夜子ォ！」

　そうして軽やかな足取りで駆かけていく小夜子の後を追いながら俺も負けじとステップを踏ふむ。

　夏休みまでに部員をあと三人集めなければ『一いち撃げき必ひつ撮さつ』は廃はい部ぶになる。あれだけ俺が学校に貢こう献けんしたというのに、その延命期間はわずか三ヶ月ばかりとはなんとも酷こくな話だ。そして部員候補はたったのひとりだけという悲しい現状。今のところ、見通しは暗いままだ。

　しかしせっかくヘルカが入ってくれるというのに、その入った一ヶ月後に廃はい部ぶになってはさすがにヘルカがかわいそうだ。ここはヘルカと、そして俺おれと小さ夜よ子このためにもどうにかして廃部を阻そ止ししなければならない。

「ヘルカを除のぞいても、あとふたりか……」

　まったくアテがないというのは、いろいろと悲しい現実を思い知らされて虚むなしいものだった。

　そういえばまったく関係ない話になるが、ヘルカは女子と男子、どちらの制服を着てくるのだろう。性別的には男の子だが、見た目は完全なる美少女。やはりここは女子用の制服で間ま違ちがいないか。しかしあの見た目で男子用の制服もありかなしかで言えば……無論、ありである。

「うーむ、どっちだ」

　部活のことを考えていた俺の頭はいつの間にかヘルカの制服のことでいっぱいになっていた。

　我ながら現実逃とう避ひへの切きり替かえが秀しゆう逸いつである。

　しかもそれが、自分でも気づかないうちにしているのだから末すえ恐おそろしいところだ。




　写真を受け取り家電量りよう販はん店てんから出ると、そこでばったり姉と出くわした。

　姉もなにか買ったようで、店のロゴが入った手て提さげ袋ぶくろを提さげていた。

「こ、こんにちは。ご無ぶ沙さ汰たしてます」

　姉の姿を見ると、小夜子がそわそわした様子で丁てい寧ねいな会え釈しやくをした。

「あぁ、小夜子ちゃん。久しぶりだね」

　小夜子のこぢんまりとした挨あい拶さつに、姉が気楽そうに答える。いつもドスの利いてる姉の声が三割ほど高くなった気がした。

「なに、今帰り？」

　小夜子からこちらに視線を移した姉がそう尋たずねてきたので俺はうなずく。

　すると姉はなにやらいやらしくほくそ笑みながら、俺と小夜子を交こう互ごに見み据すえた。

「なんだよ、その締しまりのない笑みは」

「いんや、別にぃ」

　言わずもがな、姉の考えてることなんて聞かなくてもわかる。

「じゃ、じゃあ私はこれで。修しゆう一いちくん、付き合ってくれてありがとね」

　小夜子はもう一度姉に頭を下げ、どこか急いだようにそそくさと自分の家へと帰っていった。

「奈な菜な子こによろしく言っといてぇ！　……って、毎日学校で会ってるんだけど」

　走っていく小夜子の後ろ姿に姉はそう言ったあと、すぐに俺の隣となりまで寄って来てはまるで人を冷やかすのが好きで好きでたまらない三み十そ路じのＯＬのようなそぶりで小こ突づいてくる。

「なに、おまえ、小夜子ちゃんと付き合ってるの？」

　我ながら実にめんどくさい姉である。

「いや、同じ部活だし、帰る方向も同じだから一いつ緒しよに帰ってるだけ」

「そんなこと言って、隠かくすなよ。ちゃんと菜な々な子こにも明日学校で報告しておいてやるからさぁ」

　ちなみに菜々子とは、姉と同じ有名進学校に通う秀才の小さ夜よ子この姉である。そして言うのが遅おそくなったが、普ふ段だんからゲームばかりやっているこんな姉は、一応勉強はできるらしく、（姉曰いわく）俺おれの頭では百年かかっても入ることができないというほどのエリート進学校に通っているのだ。たしかに姉の通う高校の名前はＴ大受験の合格者の出身校でよく耳にするが、それにしたって俺の頭では百年かかっても入ることができないというのは少々大げさである。せめて五十年あれば俺だっていいところまではいけるだろう。たぶん。

「だけどあれだな、小夜子ちゃん、相変わらずちっこいなぁ」

　姉は小夜子の走っていった方角に顔を向け、小夜子が聞いたらとてもショックを受けそうなことをしみじみと述べた。概おおむね同意である。

「お嫁よめにもらうなら、やっぱりああいうこぢんまりした子がいいよなぁ」

「そうだな、じゃ俺は先に帰る」

「おいおい、おまえの未来のお嫁さんをせっかく私が褒ほめてやってるのにそれはないだろう」

　嗚あ呼あ、褒めてたのか。こりゃびっくりだ。

「……いや、べつにお嫁さんでもないし、京きよう子こと仲良く帰るってのも、なんかなぁ」

「待て待て、まあちょっと私の話も聞いてもらいたい」

　歩き出そうとする俺の肩かたが、姉の手に引かれる。

「わかった五秒だけ聞いてやる。簡潔に話せ」

　仕方なく振ふり返かえりそう言うと、姉は提さげていた袋を指さしながら言った。

「私、ゲーム買った。金もうない。でもまだ欲しい。金よこせ」

　お見事。ジャスト五秒。

「やらん」

　言って、俺はもう一度歩き始めようとする。

　しかし諦あきらめの悪い姉は食い下がってくる。

「ほう、修しゆうちゃんはお姉ちゃんに対してそういう態度を取るのか」

「なんだよ、いきなり」

　瞬しゆん間かん、どうも雲行きが怪あやしくなってきた。たちまち後うしろ髪がみを引かれるように足が重くなる。

「修ちゃん、昔、お姉ちゃんが大切にしていた宝物、内ない緒しよで持ってっちゃったよねぇ」

「くっ……またその話か」

　幼き日の苦い思い出を前に、いよいよ足が動かなくなった。不ふ甲が斐いない俺の両足どもめ。

「お姉ちゃん、あのときすっごいショックで悲しかったんだよねぇ。でも修ちゃんは私のかわいいかわいいたったひとりの弟だから許してあげたんだよ？　そんな心の広いやさしいお姉ちゃんに、果たしてそんな態度を取ってもいいのかなぁ？」

　まったく、これだから頭のいい……というか記き憶おく力りよくのある奴やつは困る。どうしてそんな昔のことをほじくり返してくるのか。そして毎回毎回それに逆らえない自分も情けない。

　弱みを握にぎられるのは、キャンタマを鷲わし摑づかみにされているのと同じだ。

　しかし、俺おれだってそこまで素直にできてはいない。

「……貸すだけだ。そしてそのままではやらん」

　そう言うと姉は腰こしに手を当て、実に意気込んだ様子で言った。

「ふん、生意気な……よろしい、ならばゲーセンで勝負を決めようじゃないか」

「おい、金ないんじゃなかったのか」

　すると姉はますますハツラツした様子でふんっと鼻息を鳴らす。

「ないが、ある！」

　やはりここは折れるべきじゃなかったと、早々に後こう悔かいが押おし寄よせてきた。




「やっぱり帰る。俺はまだ停学にはなりたくない」

　ゲーセンの入口で俺は立ち止まり、そして姉に言った。俺の通う学校は放課後に制服のままゲーセンに行ったら停学処分を下されるという校則がある。こんなくだらない勝負のためにリスクを負いたくはない。

「心配ご無用」

　しかしそんな俺に姉は胸を張ると、両手を大きく広げて言ってみせた。

「学校なんてどこもそんなものさ」

　まったくもってなんの解決にもなっていないことを平然と言ってのけるのがこの姉の偉い大だいなところである。まあ、確かにどこもそんなものかもしれない。

　それから俺は半ば強引にゲーセンへと引きずられていった。

　どうして実の姉と連れ立ってゲーセンに行かなくてはならないのか。

　どうして金がないというのにゲームで勝負をつけようとするのか。

　本当に、ゲーム脳の考えることは理解に苦しむ。

「こいつで勝負だ」

　俺の制服の襟えり首くびを引っ張って歩いていた姉の足が止まった。襟を直しながら、立ち止まる。

　見るとそこにはパンチングマシーンならぬラリアットマシーンがどっかりと鎮ちん座ざましましていた。その名も『キング　オブ　ラリアット』。

　なんとも物ぶつ騒そうな名前である。見れば近くには『俺の拳こぶし』だの、『悲しみのジョー』だの、『デストロイヤー　～人間駆く逐ちく艦かん～』だの、なにやら怖こわいお兄さんが好みそうな力試しゲームがズラリと数台並んでいた。どうやらここはならず者の集う、ゲーセン内の暴力都市らしい。

「じゃあまず、私からな」

　そんな物騒なところへ来ているにも関わらず、姉は平然と硬こう貨かを入れてゲームを起動させた。

　カウントダウンが始まり、姉がゆっくりと下がる。近くにいた筋肉隆々の憎にくしみの塊かたまりから生まれたような風ふう貌ぼうの厳ついお兄さんにぶつかっても、姉はそちらを見ようともせず平気でしっしと払はらい退のけて下がる。

　そしてカウントダウンが終わった直後、その場で足を踏ふん張ばり、地面を蹴けったかと思うと姉は男性の上半身を象かたどった対象物に向かって見事なラリアットを叩たたき込こんだ。

「ぬん──ッ！」

　低く力のこもった声と叩き出された[image: 112]kgという記録に、俺おれを含ふくんだ周りの男共が黙だまり込こむ。

　そして表示されるランクには『スタン・ハンセン』の名が──。

「きょ、京きよう子こ……」

　呆あつ気けにとられていると、今度は俺の番だと流された。

　もはやスタン・ハンセンの名を恣ほしいままにした華か麗れいなるラリアットを目の前に、俺はすっかり意い気き消しよう沈ちんしていた。勝てるはずがない。

　それでも俺は画面に表示されるカウントダウンに合わせて後ろへ下がると、カウントが終わるのを見て対象物へと勢いよく走り出した。

「うぬぁ──ッ！」

　情けない掛かけ声ごえとともに対象物が倒たおれる。そして画面に表示されたランクを見てみるとそこには『長ちよう州しゆう小こ力りき（お笑い芸人）』の名が。〝（お笑い芸人）〟って……もはやプロレスラーでもなんでもねえ。しかもその下には『キレがないですよ』と一言コメントが……やかましいわ。

[image: ]

「修しゆう一いち、もしかしてキレてる？」

「キ、キレてない……です、よ……」

　姉の問いに、プルプルと堪こらえながらお決まりの文句を答える。

　見れば周りの男たちも「へっ」という顔で笑っている。

　案の定、姉の記録には遠く及ばなかった。

「まだまだひよっこだな」

　姉がやれやれといった様子でため息を吐ついた。なにも言えねえ。

「京きよう子こ、おまえ、格かく闘とう技ぎかなんか習ってたっけ？」

　指をこすり合わせ金を催さい促そくしてくる姉に、財さい布ふからなけなしのお札を数枚取り出してしぶしぶ渡わたしながらそんなことを尋たずねてみると、姉は俺おれの手から風を切るようにしてサッとお札をかすめ取り、枚数を確認しながら言った。

「習ってないけど」

「じゃ、じゃあなんでそんな強いんだよ……」

　すると姉は、周りを見回したあと、どこか楽しげに笑う。

「ゲーセンにいる連中なんてみんな気が荒あらいからな。いざってとき、自分の身は自分で守れるようにしとかなきゃいけないの」

　なんだろう、このジャングルから還かえってきたサバイバリストのような強きよう靱じんな精神は。

「ゲ、ゲーセンにもいろいろとドラマがあるんだな」

　そのあと俺はこの長い人生の中、いったいどこで使うのかもわからないラリアットのやり方を数時間かけて延々と叩たたき込こまれ、そして帰る頃ころにはようやく80kg台を叩き出せるようにまではなったが、それでもやはり、姉の記録には到とう底てい及ばなかった。
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「さ、佐さ倉くら、その格好はいったい……」

「はいっ、アムール・アンジュですっ」

　コスプレイベント当日。先に来ていた俺と美み甘かもが駅前で残るひとりの到とう着ちやくを待っていると、その数分後に「優ゆう奈なちゃーん、向むか井いさぁーん！」と、元気よく手を振ふりながらこちらへ走ってくる人ひと影かげが見えた。声に引かれ、俺と美甘が同時に振り向く。するとそこには佐倉……いや──あろうことか──アムール・アンジュが、こちらへ向かって走ってきていたのだ。

　そしてフリフリの付いた可愛らしいコスチュームの胸元をはち切れんばかりにゆっさゆっさと弾はずませながら俺たちのもとまで来ると、アムール・アンジュはここぞとばかりに決めゼリフを言い放った。

「愛をつかさどる乙女の使い　アムール・アンジュ！」

　口をぽかーんと開けて呆ぼう然ぜんとする俺おれと美み甘かもをよそに、アムール・アンジュ──否、佐さ倉くら紗さ雪ゆきは爛らん々らんと目を輝かがやかせて俺たちを見つめていた。無む邪じや気きとは罪である。

「い、いや、そうじゃなくて……」

　あまりにも日常にそぐわない、非現実味を感じさせるその格好に俺がうろたえていると、美甘も驚おどろきのあまり口をパクパクと動かし、何度目かでようやく、言葉を口にする。

「ま、まさか紗雪……家からここまでずっとその格好で来たの？」

「そうだよぅ！　紗雪、アムール・アンジュだから、変身してきた！」

　もう一度言う、無邪気とは罪である。……というか家族誰だれか止めろよ！

「そ、そう……とりあえず紗雪、着き替がえは持ってきてるわよね？」

「うん、かばんのなかに、はいってる！」

「よかった。それじゃあ、ちょっとトイレ行きましょうか」

「えっ、どうして？」

「その……ね、ここにはワルイヒトタ～チはいないの。だから変身は解いてもいいのよ」

　ちなみにワルイヒトタ～チというのは、ブランシュ・アンジュに出てくる敵の名前である。

「あっ、そっか……紗雪、ちょっとはりきりすぎちゃったかな？」

「そうね、でもいいと思うわ。さっ、行こ」

　言って、美甘は楽しそうな佐倉の手を引いて近くのデパートに向かって歩き出そうとする。

　おそらくデパートのトイレで着替えさせるつもりなのだろう。

　しかしこの時点で通行人からかなりの注目を浴びているあの格好で、もっと人が多いであろうデパートに入るのは相当勇気がいりそうだが……まあ、このまま電車を乗のり継ついで会場へ行くことに比べれば一時の恥はじで済むのだから仕方がないか。

「じゃ、じゃあ、ちょっと行ってくるから」

「お、おう」

　周りの視線を浴び、ひどくいたたまれない表情になっている美甘に俺は同情を寄せつつ激げき励れいの念を込めて見送った。デパートのトイレまでだ。がんばれ、美甘優ゆう奈な。

「紗雪、おべんとうも、いーっぱい持ってきたから、あとで、みんなで、おいしくたべようね」

「そうね、でもまずは着替えてからね」

　ふたりが人ごみの絶えないデパートの入口へと吸い込まれていくその姿を俺はカメラで撮とる。

　大理石と透とう明めいなガラスでできた高級感溢あふれる場所へ、なにやらメルヘンティックなコスチュームを着た美少女と、どっと疲つかれた様子で肩かたを落とす美少女がふたり並んで入って行くその姿は、さながらシュールレアリスムの体ていを成なした現代アートのようにも見える。

　それにしても、どうしよう……佐倉がこの先、この厳しい現代社会を無事に生きていけるかどうか本格的に心配になってきた。彼女はあまりにも純じゆん真しんすぎる。その純真さゆえに悪い大人に騙だまされないかとてもとても不安だ。あれだけ男のリビドーを搔かき立たてるようなものを二つくっつけておきながら、その見た目は童顔で、おまけに天然ドジッ子ののんびりやさんときている。人を疑うことなんてまずしないだろうし、一言「ついてきて」なんて言われたら黙だまってひょこひょこついていきそうだ。

　まさに幼稚園児！

「防犯ブザー持たせておいたほうがいいんじゃないか……」

　そんなことを本気で考えながら、鼻に詰つめていた脱だつ脂し綿めんを新しいものに交こう換かんしていると、突とつ然ぜん、背後から腹の底を振しん動どうさせるような超重低音バスボイスに後頭部を殴なぐられた。

「よう相棒、こんなところに突つっ立たってどうした？　まさかまた美少女と待ち合わせとか言うんじゃないだろうな？」

　そのあまりにも低いメガトンハンマーのような声に前へとよろけつつ振ふり返かえると、例のごとくそこには古代ローマ彫ちよう刻こくのベルヴェデーレのアポロン像ばりに顔の整った小こ平だいら拓たく海みの外人ルックスがあった。今日はいつにもまして機き嫌げんがよさそうで、ニカッと笑う白い歯が太陽に反射してまぶしい。

　そんな生きたローマ彫刻のような顔立ちの、爽さわやかな笑みの絶えない小平の質問に俺おれが苦笑いを浮うかべると、その瞬しゆん間かん、彼は爽やかな笑顔を崩くずし、無表情で俺から目を逸そらした。いよいよ彫刻像のそれとなる。

「おまえ、なんか遠いところに行っちまったよな……」

　鼻に脱脂綿を詰め込んだ俺に、小平はひどく真面目腐くさった様子で言った。

「嗚あ呼あ、どうしちまったんだろうな、俺……」

　ふたりの間を冷たい風が過ぎ去っていく。代われるものなら、代わってやりたい。

「ところで今日も部活か？」

　大きなスポーツバッグを軽々と肩かたに背負っている小平を見て尋たずねると、彼はまたいつものハンサム顔に戻もどって答えた。

「まあな、もうすぐ大会があるから追い込みが始まったところだ」

「ほう、大変だな」

「それで向むか井い、おまえは今日はどういった理由で美少女たちと戯たわむれようとしているんだ？」

　その逞たくましい小平の腕うでが俺のか弱い首元にガシッと固定される。

「いや、戯れるなんて別に……」

「そういう草食系男子みたいな御ご託たくは聞きき飽あきた。さっさと目的地とその要件を言えよ」

　小平の生温かい息が左ひだり頰ほおをかすめる。なぜ駅前で高校生の野郎共がこんなにも寄より添そっているのか、通行人はたいそう謎なぞであろうが、あいにく俺にも謎である。実にホモホモしい。しかもそのうちひとりは鼻に脱脂綿を詰め込んでいるのだから怪かい奇きである。そして小平も相変わらずそれにはノータッチだ。

「えっとだな……」

　しかしこのまま要件を言わないことには、この暑苦しい状じよう況きようも抜ぬけ出だせそうにない。だがなんと言えばよいのか。コスプレイベント……と言うと、イベントに参加するまでの一部始終をまた一から説明しなければならないという非常にめんどくさい流れになりかねない。

　ここはうまくごまかして、この話題を切り上げるしかなさそうだ。

「その、まあ、なんと言うか、またいつものように美み甘かもの仕事現場に付き合わされる感じだよ」

　歯切れの悪い返答だったが、ようやく首に絡からまっていた腕うでが解ほどかれる。

　今まで小こ平だいらの腕と接せつ触しよくしていた箇か所しよが空気に触ふれ、さっと熱が引いていくのがわかった。

「ったく、もったいぶりやがって」

　やれやれ、と言った感じで小平はきょろきょろと辺りを見回すと、なにかを探し始める。

「そういや向むか井い、知ってるか」

「いや知らん。というか小平おまえ、まさか美甘たちが来るまでここにいるつもりか」

「今度うちの学校に転校生が来るらしいぞ。あとその脱だつ脂し綿めんさっきから超スベってるぞ」

　すごい強引な無視の仕方だな、おい。そしてこのタイミングで脱脂綿に触れるか小平よ。

「転校生か……で、それがどうかしたのか」

「そうだよ、それが大変なんだよ向井」

「なんだよ、なにが大変なんだよ小平」

「聞いて驚おどろくなよ」

「おう」

「その転校生……なんと外国人なんだよ！」

　知ってた。超知ってた。先週の時点で知ってた。生まれる前から知ってた。

「へえ、外国人なのか」

　でも言わない。言ったら絶対にややこしいことになる。俺はもうわかってる。俺はもうわかってるから絶対に口が裂さけてもなにも言わない。俺、賢かしこい。とてもエライ。

「それもおまえ、ただの外国人じゃないんだぜ」

「小平、なにをそんなに興奮してるんだよ。おまえだって立派な外国人じゃないか」

「まあそうだけど……って、おーい！」

「うわ、つまんねぇ……」

　小平の力強いスリーパーホールドが俺の首に決まった。

「……で、ただの外国人じゃなかったら、いくらの外国人なんだよ」

「向井、おまえもさっきから相当つまんねぇぞ」

「…………」

「…………」

「ごめんね」

「いいってことよ」

　ふたりの間をやさしさに満ちた風が走はしり抜ぬけた。友情とは時に我々を成長させる。

「それで、その外国人の転校生がどうかしたのか」

　もはやここまでの話の流れで、小こ平だいらの言っている転校生とやらがあの向むか井い修しゆう一いちを惑まどわせる魅み惑わくの美少女（？）ヘルカ・リントゥラであることは完全に理解していたが、しかしここで話の腰こしを折るのも野や暮ぼなので彼の話に耳を傾かたむける。

「おう、それがよ、その転校生……なんとめっちゃくちゃ可愛いらしいんだ。学校の校長室からたまたま出てきたところを見たやつの話によるとな、頭は金きん髪ぱつなんだがやわらかいクリーム色をしていて、それが絹きぬ糸いとのようで太陽の光に触ふれるときらきらと輝かがやき、そして瞳ひとみはグリーンサファイヤのような趣おもむきのある碧へき眼がんで、そりゃもうお人形さんのようだったって言うんだよ」

　ずいぶん情じよう緒ちよ的てきな説明をするんだな、そいつ。

「ほ、ほう、そうなのか」

「いやあ、楽しみだよなあ。海外からの転校生かあ」

「そ、そうだな」

　海外からの美少女転校生を想いひとり熱くなっている小平に素っ気ない返事をすると、小平はどこか面白くなさそうにこちらを見み据すえる。

「な、なんだよ……」

「おまえ、またそんな澄すました反応しやがって──おらっ！」

　瞬しゆん間かん、目にも留まらぬ速さで小平の右みぎ腕うでが俺おれの大事な部分にダイレクトアタックを決め込んだ。

「あふんっ！」

　思わず色っぽい声。

「な、なにしやがる！」

　股こ間かんを押おさえて構えると、小平は呆あきれたようにして首を振ふった。

「外国の美少女が来るっつーのに、あまりにもおまえの反応が薄うすいからちゃんとアレが付いてるかどうか確認してやったんだよ。美少女だぞ、美少女。ちょっとは盛り上がれ」

「お、おう……」

　しかし小平、残念なことにおまえが先ほどから言っているその美少女転校生にも、どうやら俺たちと同じモノが付いているらしいぜ。

「向井さん、おまたせしました！　あっ、こーだいらさん！」

　そうこうしているうちに、私服に着替えた佐さ倉くらと、そしてその後ろから安あん堵どの色を浮うかべた美み甘かもが戻もどってきた。佐倉がなぜ〝こーだいら〟と伸ばすのかはよくわからないが、突つっ込こまないでおく。

「やあ、美み甘かもちゃんと佐さ倉くらちゃん」

　ようやくお目当ての美少女たちが来たことで一いつ瞬しゆんにして雰ふん囲い気きが変わる小こ平だいら。彼にとって美少女を見ることこそが日常の癒いやしであり、目の保ほ養ようなのである。

　しかし美甘が次に「小平くん、これから部活？」と訊きくと小平はすぐに時計へと目を移し、

「おぉ、もうこんな時間だ。行かなくちゃ。それじゃ、またね、ふたりとも！」

　と、爽さわやかなスマイルを浮うかべて走り去った。そしてその去り際、

「じゃ、今回も美甘優ゆう奈なのオフショット写真、期待してるぜ。天才高校生カメラマン」

　と俺おれに耳打ちをしていく。いったいなにがしたかったんだろう、あいつは。俺に生温かい息を吹きかけて、スリーパーホールドをかけて、最後に股こ間かんを強打していっただけじゃないか。

「お、お疲つかれ」

　美甘に言うと、彼女は「うん」と、ため息まじりに返事をしたあと、俺の鼻を見て呆あきれた。

「それよりずっと言おうと思ってたんだけど、あなた、それおちょくってるの？」

「いや、そういうわけではない」

「ギャグのつもりなら、つまらないからやめたほうがいいわよ」

「…………」

　一応、言っておく。

　俺もこれで、いろいろと必死なのである。




　会場はとても賑にぎわっていた。

　入口で『日本最大級のコスプレ祭り！』と謳うたい文もん句くの書かれたパンフレットを一部手に取り中を覗のぞく。パンフレットにはこのイベントについての案内が詳しよう細さいに載のっていた。

　イベントの名前は『コスプレ・コスター』、通つう称しよう〝コスコス〟。会場は日本一を誇ほこる広大な展示場を兼かね備そなえた大型施し設せつで、コスプレイベントはその施設すべてを借り切って催もよおされているらしい。そしてイベント自体は今年で三周年を迎えたばかりの新しい行事と書いてある。しかし従来のコスプレイベントとは違ちがった〝コラボレーションできる夢の舞ぶ台たい！〟というコンセプトを元にして造られた独自の〝コラボレーションブース〟なるものが人気を呼び、コスコスは第一回目から大成功を収めているという。

　その〝コラボレーションブース〟とは、会場をブロックに区分し、その区分されたブロックごとに様々なアニメや漫画や映画などの世界を再現した舞台のことを言うらしい。

　そしてこの広い会場をすべて借り切っているため、今流行のアニメや漫画から、古参ファンからの絶大な支持を得ている古い作品、また海外からはアメコミなどなど、多種多様なジャンルの舞台がいくつも用意されているというのだ。そこでコスプレイヤーたちは世界観そのままにコスプレを楽しんだり、異なるアニメや漫画のキャラクター同士で闘たたかってみたり、他にもギャグ漫画のキャラがシリアスな世界へと迷い込んだ設定にしてみたりと、いろいろなコラボレーションが楽しめるようになっている。

　また、各ブースの近くには制作会社などが出店し、そこでイベント限定アイテムや関連グッズなども売っているので、コスプレをしない人たちにも嬉うれしいサービスが提供されている。

　言わば、コスプレのテーマパークのようなものだ。

「それにしても、どうして美み甘かもがコスプレイベントなんかに？」

　パンフレットを折りたたみながら訊きくと、美甘はすこし拗すねたように口を尖とがらせた。

「知らないわよ。事務所に勝手に入れられてたの。最近そんなことばかりよ、いろんな仕事に行かされて。次からはこんなオタッキーな仕事断るんだから」

「オ、オタッキーって……なんか言葉のチョイスが古いな」

「なによ、猫ねこオタクの盗とう撮さつ魔まのくせに」

「う、うるせー、この自分オタク！」

　別名ナルシストである。

　そんなことを言ってると、美甘が急に立ち止まり、

「じゃ、私はここでお別れだから」

　と、関係者通路へと入っていった。

「紗さ雪ゆき、またあとでね」

「うんっ！」

　そして残される俺おれと佐さ倉くら。

「と、とりあえず……どうする？」

　俺はコスプレもしないし、写真を撮とる気もないし、それこそイベント限定アイテムなんかにもまったく興味がないので、これだけ全体がお祭りのように賑にぎわっているにも関わらず、やることがない。喧けん騒そうの中の孤こ独どくとはまさしく俺のこと。これだからロンリーウルフは辛つらい。

　そうして隣となりにいる佐倉に尋たずねると、彼女は見るからにワクワクしながら辺りを見み渡わたし、ビシィッと敬礼をしてこちらに向き直った。

「紗雪、変身してきますッ！」

　この気合いの入りようである。俺と佐倉の温度差がひどい。

「お、おう。じゃあここで待ってるから」

　そう言うと、佐倉はぴゅーっとトイレに駆かけ込こんだ。

　それから数分経ち、アムール・アンジュに変身を遂とげた佐倉が戻もどってくるとなにやら困り顔をしていた。理由を尋たずねてみれば、美甘のポーチを鞄かばんの中に入れっぱなしにしてそのまま返すのを忘れていたらしい。

「あの、あの、たぶん……さっきの、デパートの、トイレのときに、あの……」

　佐倉が一いつ生しよう懸けん命めいに説明しようとするが、少し動どう揺ようしているようでうまく話せていない。

　まあ、言いたいことはわかった。

　だが、別段、それほど緊きん急きゆうを要しないなら後々合流したときに渡わたせばいい。

　そう佐さ倉くらに言ってみると、

「ひつ、ひつようかも、しれないかもです」

　と、なんとも曖あい昧まいな回答をされてしまった。

　どうやら必要かもしれないかもらしい。イマイチ緊きん急きゆう性せいがわからん。

　俺おれはすこし考えた末、とりあえず佐倉をブランシュ・アンジュのブースへ連れて行き、そのあと美み甘かもにポーチを届けに行くことに決めた。

　それほど、俺はこの会場でやることがなさすぎたのだ。




「ほんとうに、いいんですか？」

　ブランシュ・アンジュのブースに着くと、佐倉が妖よう精せいのぬいぐるみを抱だいて泣きそうな顔で見つめてきた。ブース内には歴代アンジュのパートナーを勤めてきた妖精たちのぬいぐるみがたくさん並んでおり、佐倉はそれを見てはしゃぐようにして一つ抱きしめたあと、ハッとしてこちらに戻もどってきてそう言った。

「うん、せっかく来たんだし、佐倉はここで遊んでていいよ」

　佐倉に届け物を頼たのんだら、はじめてのおつかい並みに前ぜん途と多た難なんを極めそうでもあった。

　はっきり言おう。イベントが終わるまでに美甘にポーチが届く気がしない。

「うぅ～……」

　負い目を感じたのか、佐倉が小さくしぼむ。

　このブランシュ・アンジュブース、てっきり小さな女の子ばかりなのかと思っていたのだが、意外と大人の女性たちのほうが多い。小さい子は小さい子同士で固まって、それぞれキャラになりきって遊んでいるようだった。

「アムール・アンジュ、なにをしているの！」

　そこへ早速、小さな女の子たちが佐倉の周りに集まってくる。子どもの本能とでも言うのか、見た目は大きくても佐倉を自分たちと同じ仲間（精神年ねん齢れい）だと察知したらしい。さすがだ。

「あなたの力が必要なのよ！」

　拙つたなく可愛らしい口調で真しん剣けんに言う女の子たちに、佐倉が俺を見上げる。

「さあ、ゆくのだアムール・アンジュ。仲間たちがおまえを必要としている」

　俺のそのへったくそな芝しば居いがかったセリフを聞くと、佐倉は抱かかえていたぬいぐるみをぎゅーっと抱きしめ、ぴょこっと立ち上がった。

「はいっ！」

「さあアムール・アンジュ、こっちよ！」

　佐倉は女の子たちに手を引かれ、ブースの奥おくへと導かれていった。

　俺おれは小さな女の子たちに囲まれて駆かけていく佐さ倉くらの後ろ姿を写真に撮とる。ひとりだけ背が高いことを物ともせず、佐倉は違い和わ感かんなく小さな女の子の群むれに溶とけ込こんでいった。

「へくしっ！　うー……」

　カメラの電源を落とし、佐倉から受け取った美み甘かものポーチに視線を向ける。大きさは手のひらに収まるほどで、白地にピンク色のブランドロゴがちりばめられている柄がらだった。全体的に膨ふくらんでおり、けっこうパンパンだが、いったいこの中にはなにが入っているのかと気になってしまう。女の子の秘密が詰つまっているのだろうか。それにしてもポーチから滲にじみ出でる美少女オーラがすごい。

「……あれ？」

　と、ここで俺は以前にも感じたことのあるような感覚に陥おちいる。

　それは、学校のポスター制作のときに覚えたものと同じ感覚だった。

　つまりこのポーチの中に俺のメモリーカードが入っている……その可能性に俺は気づいたのだ。

　脱だつ脂し綿めんの詰まった鼻の穴を広げ、さっそくポーチのジッパーに指をかけてみる。

「…………」

　いや、ダメだ。それは、それだけはやってはいけない。男として、そして人間として。

「しかしだな……しかし、こんなチャンスは……」

　これを開け、もし中にメモリーカードが入っていたら形勢逆転、俺はいよいよ自由の身になれるのだ。

　しかし、もし入っていなかったらそのときは女の子の秘密を覗のぞくただの変態になってしまう。

「どうする、どうする向むか井い修しゆう一いち」

　うむむと考えあぐねていると、不意に視線を感じた。

　すぐにポーチから顔を上げ視線の方向へ向いてみる。

　遠くから少女たちに囲まれた佐倉がこちらを心配そうな面持ちで見ているのがわかった。

　彼女のつぶらなくりくりおめめに見つめられてしまっては、おしまいである。

　それに俺はもう、そういう美甘を裏切るような〝最低なこと〟をやらないと心に誓ちかったのだ。

　俺はにこやかに手を挙げ、ジッパーからそっと指を離はなすと関係者通路へと向かった。

　向井修一、名めい誉よを守った瞬しゆん間かんである。




「……完全に迷った」

　人の目を盗ぬすみ関係者通路に入ったものの、いったい美甘がどこにいるのかわからず、延々彷徨さまよっていたらいよいよ迷ってしまった。こういうとき美甘レーダーなるものがあれば助かるのだが、そんなものなどあるはずがない。あったらとっくに俺は美甘とのエンカウント率を下げ、平へい穏おんに暮らしていることだろう。

「へぷしゅっ！」

　そのとき、不意にくしゃみが飛び出てきた。寒さのせいかと思ったのだが──、

「くちゅんっ！」

　どうやら違ちがうらしい。心なしか目もかゆくなってきた気がする。

　俺おれはすぐさま辺りを見回してみる。誰だれの姿も見えないが、しかし耳を澄すましてみると遠くのほうから声が聞こえてくる。それも、きゃぴきゃぴとした若い女の子たちの賑にぎやかな声だ。まさか、美少女の集団か？

「まずいな……」

　どうしようかともたもたしていると、声は物もの凄すごい速さで近づいてくる。それはヒッチコック作品を彷ほう彿ふつとさせるような、ちょっとしたスリラー的状じよう況きようだった。

　俺はその場で三回まわってくしゃみを一発したあと、反射的にすぐ近くの部屋へと飛び込んだ。幸い部屋の鍵かぎは開いており、俺は中に入るとドアに背を張り付け、集団が通り過ぎるのを静かに待つ。息を殺し、気配を消す。

「ふぅ……」

　なんとかやり過ごせる──と安心したのも束つかの間ま、あろうことか声は俺のすぐ背後で止まり、次にドアノブがガチャリと音を立てたではないか。

　瞬しゆん間かん、俺は宙に飛び上がり、その場でトムとジェリーよろしく空中で足をぐるぐる回転させると、ぴゅーんとすぐさま部屋の真ん中に配置してあったテーブルの下に飛び込んだ。その直後、ドアが開き、女の子たちが次々と入ってくる。

　や、やばい！　最高にやばい展開になってきた！

　どうやら俺は、今日イベントに出演するモデルたちの控ひかえ室しつにいるらしい！

「……まずいな」

　幸いテーブルにはテーブルクロスがかかっており、誰かがしゃがんで覗のぞき込こまない限り俺が発見されることはないが……しかしまさかこんなことになろうとは。神のいたずらとしか思えない。いよいよ今日をもって俺の人生が終わってしまうのか。せっかく放課後デートを生き延びたというのに。

　俺の心情は苦難を極めた。まさしくここは森の奥おく地ちにある山小屋だ。そして俺は今、その小さな山小屋の中、外にいる狼おおかみの群むれに悟さとられないよう息を殺して身を潜ひそめている。少しでも物音を立てたら終わる。だが狼は鼻が利く、息を殺してもすぐに見つかってしまうだろう。

　嗚あ呼あ、モデルたちの鼻がよくなくてよかった。

　それにしても、なんだろう……モデルたちの控え室で、カメラを持ってテーブルの下に隠かくれるなんて、これではどう見ても盗とう撮さつ魔まではないか。いったいなんの因果があって俺はこんなハメに陥おちいらなくてはならないのか。見つかったら人生終了とか、ここ最近の俺はあまりにもハードな綱つな渡わたりをしすぎである。

　見れば腕うでには鳥とち肌はだが立っていた。先ほどから鼻び腔こうが刺し激げきされくしゃみも危うい。おそらくこのテーブルの周りを取り囲んでいるモデルたちの中にとびっきりの美少女がいるのだろう。

　美少女め、どこにでも現れやがって。

　美少女が近くにいると思うと鳥肌が沸わき立たってきた。まったく、美み甘かもにポーチを渡わたすだけなのにどうしてこんな目に遭あわなくては……ハッ、しまった！　更衣室……女の子のポーチを持ってテーブルの下に隠かくれているこの俺おれの姿は……まさに下着泥どろ棒ぼうのそれと同じ！　しかも逃にげ遅おくれた間ま抜ぬけバージョンじゃないか！　なんという二重苦。盗とう撮さつ魔まだけでは飽あきたらず、とうとう下着泥棒の汚お名めいまで恣ほしいままにしてしまうとはなんたる犯罪プロ。不ふ名めい誉よ極まりない。

　しかし現状はマジでそんなのんきなことを言ってる場合ではないのだ。俺の人生が終わるまえにどうにかしてこの状じよう況きようを抜ぬけ出ださなければならない。まさにスニーキングミッション開始といったところだ。だがどうしたらいい。どうしたら……。

　──そうだ、ここはとりあえず、脱だつ出しゆつルートを探らなければ。

　思い立つと俺はカメラの電源を入れ、テーブルクロスの下からそっとレンズだけを覗のぞかせた。

　パノラマ写真を撮とる要領で、全方位に向けて順々にシャッターを切っていく。

　そして一周し、すべての方向を撮り終えると、俺はさっそく逃げ道はないかとディスプレイに目を向けた。

「ブフォッ！」
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　瞬しゆん間かん、鼻から盛大に鼻水が噴ふき出でる。見ればディスプレイには素晴らしいほどのパンチラ盗とう撮さつ写真が展開されていた。焦あせる指先ですぐさま撮とった写真を確認していくも、驚おどろいたことにそこにはパンチラの花園と言わんばかりの光景しか広がっていない。

　……やべえ、全方位パンチラしか写ってねえ。目の前のパンツで脱だつ出しゆつルートが見えねえ。

　しかも一番近くのパンツからはあぶなげなオーラ……そう、美少女オーラが放たれている。

　と、とにかく消さなければ、カメラ越しでもダメージがハンパない──と、俺おれが良心の呵か責しやくを感じつつ撮った写真を削さく除じよしようとしたそのとき、すぐ目の前に触さわり心ごこ地ちのよさそうな色白の足がやってきた。しかし気がついたときには遅おそく、視界がゆっくりと狭せまくなっていく。

「……ダメだ、こんなところで気絶なんて……シャレになら、ねえ……」

　必死に抵てい抗こうを試みるも、しかし写真に気を取られ完全に油断していた俺は、そのまま意識の闇やみへと引きずり込まれていった。




「ふぁっ……ふっ……ぁっ……」

　激しく鼻び腔こうが疼うずいた。そして、くしゃみが出る寸前、俺はその場でガバリと起き上がった。

「──ギッ！」

　その一いつ瞬しゆん、本能が〝ここでくしゃみをしてはいけない〟と囁ささやくのが聞こえたため、俺は舌を嚙かみ千ち切ぎりそうな勢いで歯を食いしばり爆ばく発はつを堪こらえる。それからぐりんと飛び出しそうな目玉でもってここがどこなのかを確認した。見知らぬ木目の天井……淡あわい色のカーテン……女の子たちの話し声……尋じん常じようじゃないほどの鳥とり肌はだ……気絶する前の記き憶おくを辿たどり、俺はようやくここがどこなのかを理解した。

「……イッツ、ミラクル」

　幸か不幸か、俺はまだ更衣室のテーブルの下にいるらしい。それも、誰だれにも気づかれないまま。

　先ほどとさして変わらない状じよう況きようを見るに、どうやら俺が気絶していた時間は相当短かったらしい。一分か二分くらいか。

　助かった。助かったが……まだなにも終わっちゃいない。むしろ勝負はこれからである。

　俺はゆっくりと起き上がると、身み震ぶるいしながら先ほど自分を窮きゆう地ちに追い込んだ目の前の足に目を向けた。それにしてもなんたる破は壊かい力りよくだろうか。足だけでその人物が美少女だということがわかる。これは美み甘かも級の美少女に違ちがいない。このままでは今度こそくしゃみが飛び出してマジで終わる可能性は否めない。早く何とかしなければならない！

　くそぅ、美甘……どこにいるんだ美甘よ。なにか美甘と連れん絡らくを取る手段は……そうだ、携けい帯たい電話だ。なぜ気づかなかったんだ。もはやなりふり構ってる場合じゃない。人生が懸かかっているのだ。恥はじらいなんか捨てて、軽けい蔑べつの眼差し覚かく悟ごで美甘に連絡をして助けに来てもらおう。

　それに、今さら美甘の俺に対する評価を落としたところでダメージは少ないはずだ！

　……クッ、泣けてきたッ！

　俺おれはポケットから携けい帯たい電話を取り出すと、すぐに美み甘かもへメールを送った。

　どこにいる、美甘ッ……早く助けに来てくれッ……！

　その直後、俺の頭上で携帯の着信音が鳴なり響ひびく。

　持ち主が手に取り、読む気配が窺うかがえる。

　それから数秒後、目の前の美甘級の美少女のなめらかな足が折れ曲がったかと思うと、テーブルクロスがまくり上げられ、逃にげる暇ひまもなくその人物がテーブルの下を覗のぞき込こんできた。

　ばっちりと合うお互たがいの視線。

　そして目の前にあったのは、なんとびっくり美甘優ゆう奈な様のキューティクルフェイス。

　美甘級の美少女は他の誰だれでもなく、美甘本人だったのだ。ドドン！

「（た、たすけてくれ……）」

　声を出さず口を動かして助けを求めようとした瞬しゆん間かん、テーブルクロスがバサッと閉じられる。

　それからすぐあと、俺の携帯が振しん動どうした。

『バッカじゃないの!?　なに本気で盗とう撮さつしに来てるのよ！』

　メールの文面が相当お怒いかりになっているのがわかった。怒りマークが十個並んでいる。

『い、いやそうじゃないんだ。これにはいろいろありまして、だけどちょっと事が複雑すぎて……とりあえず美甘に渡わたすものがあるから、受け取ってほしい』

　メールを送ると、テーブルクロスの中に美甘の手が入ってくる。こうして手だけを見ても彼女の手はもはや手だけで美少女だとわかるほどとても繊せん細さいで美しい造りをしていた。この手と手をつないだら、いったいどんな感かん触しよくなのだろうか。一度でいいからつないでみたい。

　思わず美甘の手に見とれていると、痺しびれを切らしたのか催さい促そくをするように手が動きまわってきた。

　本当に触ふれてしまうと大変危険なので俺はおとなしく彼女のポーチを渡し、とりあえずファーストミッションをクリアしたことに安あん堵どした。残すはこの部屋からの脱だつ出しゆつである。

　頭上でポーチのジッパーが開けられ、次にガサゴソと音がする。どうやら異変がないか中を確認しているようだ。

　俺は、あのときポーチを開けなくて本当によかったと心からホッとしていた。もしもあそこでポーチを開け──メモリーカードがあってもなくても──中を荒あらしていたら美甘はこの瞬間、本気で警けい備び員いんに俺を通報するところだっただろう。いやはや、正しい選せん択たく肢しを選べてよかった。

　それからジッパーの閉まる音がすると、どういうわけか、ふたたびテーブルクロスの中に先ほどと同じようにして手がぬっと伸びてきた。

　はて、どうしたのだろうかと首をかしげていると、すぐに手は引っ込み、今度は携帯が振動する。

『もうすぐ女の子たちが着き替がえ始めるから、おとなしくカメラをよこしなさい。そして私が合図するまで目を瞑つむっていること。あなたの良心が試されるわ』

　ふたたびの美み甘かもハンド。俺おれはそれを確認するや、先ほどの間ま違ちがえて撮とってしまったパンチラ写真を光の速さで削さく除じよし、それから命令のままおとなしくカメラを渡わたすとゆっくりと目を瞑った。

　内心、目を瞑っているかどうかなんて美甘にはわからないが、それこそメールにも書かれていた通り、ここは俺の良心が試される場面である。高校生の男はどいつもこいつも性欲まみれとレッテルを張られている理り不ふ尽じんな現代、ここは俺がその不ふ名めい誉よなレッテルを覆くつがえそうではないか。

　そして向むか井い修しゆう一いちは仏になった。その姿はまるで大仏様のように安らかで清らかなものだった。

「そのブラ可愛い、どこで買ったの？」「あれ麻ま衣い子こ、また胸大きくなった？」「いやん、ちょっと触さわらせて」「やっ、ちょっとくすぐったいって」「あっ……やめっ……」

　しかし、邪じや念ねんとは尽つきないものである。

　美甘の言った通り、テーブルを囲んだ四方八方からパサッ、パサッと衣類が落ちるやわらかな落下音が聞こえ始めたかと思うと、次の瞬しゆん間かんには男性の妄もう想そうを逞たくましくさせること必至の、秘密の花園でしか聞けないような艶なまめかしく扇せん情じよう的てきな会話が室内を満たし始めていた。

　嗚あ呼あ、とんでもないことになってしまった。もうダメだ、俺は変態だ。

　性せい欲よく猿ざるとレッテルを張られる男子高校生の不名誉を返上しようと立ち上がった向井修一の仏心は、周りから絶え間なく聞こえてくる小こ悪あく魔またちの誘ゆう惑わくにも似た囁ささやきと、甘くフェロモンに満ちたその匂においで風前の灯ともしびとなっていた。そして煩ぼん悩のうの支配率が上がるとともに、アレルギー反応も上じよう昇しようしてゆく。

　今、俺の中でいろいろなものが爆ばく発はつしそうなのでありんす。

「あれ、優ゆう奈な、カメラなんて持ってたっけ？」

　そのとき、すぐ近くから会話が聞こえてきた。

「え、あぁこれ、これは……うん、ちょっとね」

「あれぇ、なにその反応～、まさか私たちのこと盗とう撮さつするつもりぃ？」

　暗くら闇やみの外でじゃれ合う声が聞こえる。相変わらずあちらこちらから衣服の落下音。小悪魔たちの囁きに、充じゆう満まんする甘ったるい女の子の匂い。

　俺の周りがやばいでありんす。

「そ、そんなことするわけないでしょ、もう、バカなこと言わないでよ」

　そしてなぜか美甘の足がテーブルの下を蹴けり始はじめる。

　や、やめろ！　それ以上は、くしゃ、くしゃみが！

「ヒッヒッヒッヒッ……」

　こ、堪こらえるんだ修一。くしゃみを、ここでしたら、人生終了だぞ、マジで！

「ヒッヒッヒッヒッ……」

　し、しかし美み甘かもの足がさっきから当たってきて……ッ！

「ヒッヒッヒッ……も、もう我が慢まんできない」

　限界だった。鼻び腔こうに到とう達たつしたくしゃみの波は、とうとう爆ばく発はつのときを迎むかえる。

「ふぇ、ふぇ、ふぇ──」

　さらば、俺おれの人生。ありがとう、地球のこどもたち。

「ふぇっくしぃっくしょぉい！」

　俺のくしゃみが走そう馬ま灯とうとともに、テーブルの下で盛大に爆発する。

「えっ、なに、男の人!?」

　瞬しゆん間かん、室内に動どう揺ようが広がり、ただならぬ雰ふん囲い気きが漂ただよい始はじめた。

　やばい、マジでやってしまった。ダメだ。今回ばかりは……今回ばかりはジ・エンドである。

　死のう、今ここで舌を嚙かんで死のう。さようなら、さようなら、さようなら。

　そして、ありがとう──地球のこどもたち。

「ご、ごめんなさい。今のくしゃみ……私です」

　しかし、そのときだった。俺が舌を嚙み千切ろうと鬼おに瓦がわらの形相で躍やつ起きになっていると、頭上ななめ前方から美甘の声が聞こえてきた。

「驚おどろかせてしまって、ごめんなさい」

　まさかの出来事に部屋の空気が固まる。俺は美甘が俺のことを庇かばってくれたことに驚いて。そして他の者たちは、美少女モデルの美甘優ゆう奈ながまさかあんなおっさん臭くさいくしゃみをぶちかますなんてと驚いて。全員その場で固まった。

　そんな一同騒そう然ぜんとする中、近くにいた子が沈ちん黙もくを蹴け破やぶる。

「も、もう優奈、なに今のくしゃみ。おやじくさすぎ！」

　その瞬しゆん間かん、あはは、なんだ美甘さんかぁ、と、場の緊きん張ちようが解け、空気が和やかになる。

　どうやら俺の人生、まだツーアウトらしい。

「ご、ごめんねみんな」

　美甘が周りに謝りを入れる。しかし入れながらテーブルの下に先ほどよりも怒ど気きのこもった愛のない蹴けりが突つき刺ささってくる。

　だ、だからそれが原因なんだって！　そんな蹴ってきたらまた──！

「ぶうぇっくしょーんくしょーんちぃくしょぉぉい！」

　ふたたび爆発が室内に広がった。

「えっ、い、今のも……優奈？」

「う、うん……」

　ゲシゲシ、ゲシゲシ。

「ひゃぁぁぁっくしょーんっしゃーいくっしょぉぉぉい！」

「ゆ、優奈……？」

「ご、ごめんねぇ」

　ゲシゲシ、ゲシゲシ！

「ぐぉぉぉぉんっくしょーんしょーんしょーんしょーんしょーん……」

「優ゆう奈な……そのくしゃみの仕方、直したほうがいいよ」

「ご、ごめん……なさい……」

　もう最後のほうは美み甘かもの声が震ふるえていた。す、すまぬ……すまぬ。

　そして美甘の一いち撃げきが俺おれのスネに思いっきり突つき刺ささるのと同時に、俺のくしゃみが一いつ瞬しゆんだけ止まる。

「（はーっ、はーっ、はーっ！）」

　痛さのあまりテーブルの下でひとり悶もん絶ぜつ。そこへ再来するくしゃみ。

　だがもうこれ以上はさすがの美甘にもごまかしきれない。

　俺は激げき痛つうを伴ともなうスネを押おさえながら上を向き、鼻をテーブルにくっつけてくしゃみをやり過ごそうとした。しかしくしゃみは炸さく裂れつする。ガタンッと動くテーブル。おでこがいてえ！

「あ、足ぶつけちゃった」

　すかさずの美甘のフォロー。

　今度は鼻を地面に押し付ける。尻しりが剝むき出だしになっているが気にしている場合ではない！

　しかし、それでもくしゃみが止まらない！

「んっが！」

　内部爆ばく発はつするくしゃみ。思わず目玉が飛び出そうになる。脳が揺ゆれる。おでこがいてえ！

「し、死ぬ……」

　もはや痛みで意識が遠のいてきた。そんななか、会話が聞こえてくる。

「さっきから優奈、なにか隠かくしてない？　それにぜんぜん着替えてないじゃない」

「えっ、あ、そうね。着替えないと……」

　直後、超至近距きよ離り──俺の目と鼻の先に、スカートのパサッという落下音と生温かい空気が顔に降りかかった。不覚にも甘い香かおり。薄うす目めを開けると、案の定そこには美甘の脱ぬぎたてほやほやのスカートが！

　ということは美甘は今……。

「…………」

　いかんいかん、煩ぼん悩のう退散、煩悩退散。

　ここはねこちゃんを数えるんだ。一にゃん、二ゃん、三にゃん……あっ、くしゃみが──。

「んっぐ！」

　くしゃみが炸裂。しかしちょうど運良く顔の下に布があったため音が出ずに済んだ。

　……え、布？

　恐おそる恐おそる薄目を開ける。

「…………」

　やっちまった。美み甘かものスカートに鼻水がこびりついてやがるぜ。

　うっかり目の前にあったスカートで消音をしてしまったらしい。

　俺おれはその悲しい出来事に目を瞑つむり、そっと反対方向へと顔を逸そらした。

　それから数分後、着き替がえ終わった女の子たちが次々と出ていき、とうとう室内の人数が残りわずかとなる。

「じゃあ、先行ってるからね」

「うん、すぐ行くから」

　そして、室内から美甘以外のモデルの子たちが退場した。

　いよいよ美甘とふたりっきりになると、部屋にずいぶん重たい空気が広がるのがわかった。

　足を蹴けられる。

「ひっ……」

「もう目、開けていいわよ」

　お許しが出て、俺は目を開けた。近くに転がっていた脱だつ脂し綿めんをつまみ、鼻に戻もどす。

　そのあとテーブルの下をよちよち這はったあと、美甘のいる位置とは反対側に這い上がった。

「す、すまぬ……」

　開口一番、俺は美甘の顔を見ることなく即座に頭を下げる。

「ほんと、ふざけないでよ！」

　美甘の怒ど声せい。無理もない。

「すまぬ……」

　言って、顔を上げる。するとそこにはねこみみを付け、制服を着た美甘の姿があった。

　見ればスカートの中から尻尾しつぽまではみ出している。

「な、なんと……なんとマニアックな……えっぐし！」

　しかもその制服が、普ふ段だんから美甘が着ている制服のためなにかいろいろと生々しい。

「な、なによ……」

　コスプレ姿を見られ、微び妙みように照れている美甘に思わず生なま唾つばを吞のみ込こんでしまった。もしかして美甘が俺のイベント参加を嫌いやがっていた理由って、この妙みように生々しいコスプレ姿を見られたくなかったからではないだろうか。なるほど、それにしても本当に生々しい。

「な、なんだその格好は……人をおちょくっているのか」

　あまりにヘンな雰ふん囲い気きに、思わずよくわからないことを口走ってしまった。

「こ、こ、これは……ねこ、ねこちゃんに対するぼぼ、冒ぼう瀆とくである！」

　やはり意味がわからない。

「仕方ないでしょ、こういう衣装なんだから」

「そもそも、どうして学校の制服なんかを着ている」

　美み甘かもはテーブルの上に散らばっていたチラシを一枚こちらに寄こした。そこには『現役女子高生モデルたちが普ふ段だんから着ている制服を身に纏まとったまま、ねこみみ少女に大変身！』と謳うたい文もん句くが書かれていた。なんだこの誤解を招きそうなコンセプトは。実にけしからん！

「と、とにかく人がねこちゃんの真似など、おこがましいとは思わんかね！」

「知らないわよ、そんなこと」

　美甘がボソッと言った。

「それより、本当にどうしてくれるの」

「なにがだ」

「なにがだ、じゃないわよ。あなたのくしゃみのせいで私の印象がめちゃくちゃじゃない」

「……そうだな」

「そうだなじゃないわよ。どうしてくれるわけ」

　美甘が怒おこっている。しかしそれに合わせて彼女のねこみみと尻尾しつぽもいちいち反応し、ぴこぴこ、くにゃくにゃと動くのでまったく迫はく力りよくがない。

「とても悪かったと思っている。今は反省している」

　そんな俺おれの態度を見て、美甘がぷるぷると震ふるえる。相変わらずねこみみと尻尾がぴこぴこ、くにゃくにゃと楽しそうに動いていた。

「──とってもらうわよ」

「え？」

「だから、この責任はとってもらうって言ったの！」

「しかし、どうやって」

「そんなの決まってるじゃない。あなたが私を世界一の美少女モデルにするのよ」

「いつも思うんだが、ほんと、簡単に言ってくれるよなぁ」

「あなたはそれほど、私に借りがあるはずでしょ」

「うっ……」

「それとも、今日のことを含ふくめたすべての悪行を世間にバラされたい？」

「悪行って……」

「とにかく、向むか井い修しゆう一いち。あなたはこれから、私のためにもっともっと写真の腕うでを磨みがいて、私をとんでもないほど可愛くきれいに撮とり、その写真を世界へと発信していくのよ。そのために、あなたには今まで以上のことをしてもらうからね」

　相変わらず言うことがめちゃくちゃである。具体性の欠片かけらもない。

「わかった？」

「……はい」

　俺はしょんぼりと肩かたを落としてうなずいた。

「それで、紗さ雪ゆきはどうしたのよ？」

「えっ、置いてきたけど」

「お、置いてきたって……あの子をひとりにしないでよ、迷子になったらどうするの」

「いや、でも、ブランシュ・アンジュのブースにいるからだいじょうぶだとは思うが」

「そうだけど、誰だれかが見てないとダメよ」

　まだ小さいんだから──と、美み甘かもが言いそうになるのがわかった。

「私もそろそろ行かないといけないから、あなたも紗さ雪ゆきのところに行って」

「お、おう……」

　それから俺おれは何事もなくカメラを返してもらったあと、佐さ倉くらのもとへと向かおうとする。

　その去り際、ドアに手をかけていた俺の背中へ美甘が一言つぶやいた。

「ポーチ、ありがと」

　なるほど、俺もうまく飼かい慣ならされたものである。




　ブランシュ・アンジュのブースに戻もどると、先ほどよりもだいぶ混雑していた。

　時刻はもうすぐお昼を迎むかえようとしている。美甘がステージに上がるのは正午かららしい。

「おぉ、これはすごい」

　混雑していたため、いったん階段をのぼって二階からブース内にできたカメコの人だかりを見下ろすと、その中心には歴代アンジュの衣装を身に纏まとったコスプレイヤーたちがズラリと勢せい揃ぞろいしていた。シリーズごとにまとまっていたり、色ごとにまとまっていたりと、なんだか本当にキャラクター同士の同窓会でも観ているような気分になってくる。

　その中から俺はアムール・アンジュこと佐倉を探す。先ほど小さな女の子たちと群むれていた佐倉は、若い女の子たちと同じようにして写真を撮とられる側に回っていた。

　さすがモデルをやっているだけあって佐倉の周りにはけっこうカメコが集まっている。いつも美甘とセットで見ているせいで気づきにくいが、こうしてカメコに囲まれている単体の佐倉もやはり紛まごうかたなき美少女をしている。そして美甘には適わない最大の武器も二つ。

　まあ、あれだけのわがままボディであれば、人一倍囲まれるのも無理はない。

　そんなことを考えながら遠目で眺ながめていると、俺はふと、彼女の異変に気がついた。

　異変と言っても些さ細さいなことだが、写真を撮られている中、どうも佐倉だけ苦笑い……というか、うまく笑えていないように見える。ピースもなんだかぎこちないし。どうしたのだろう。

　困ったような顔の佐倉が気になり、鳥とり肌はだを立てながらも彼女の顔を観察していると、その視線がときどき、ちらちらと足下付近に移動しているのがわかった。俺はすぐにカメラの電源を入れ、ファインダーからズームして覗いてみる。するとそこには物もの凄すごいローアングルから佐倉を撮っている男がいた。どうやら佐倉はそれに怯おびえているらしい。

　だがあの特大サイズじゃ、そりゃ下から撮ってみたくもなるよな……などとレンズを男から佐倉の胸元に移動してのんきなことを考えているうちに、その男がだんだん佐倉へとにじり寄って来ているのがわかった。そして次に、その周りでカメラを構えていた男の友人と思しきふたりが佐さ倉くらになにか話しかけ始めるのが見える。佐倉はうんうんとうなずきながら、一いつ生しよう懸けん命めいにポーズを取ってみせるが、男たちは納得していないようで佐倉に指示を出し続けている。

　そして、佐倉がポーズを取った次の瞬しゆん間かん、あろうことか男のひとりが佐倉に触ふれたのだ。

「おいおい、ちょっと行きすぎじゃないか……」

　カメコにとって、対象物となるそのモデルに触れるのはあるまじき違い反はん行こう為いである。それどころか、先ほどからモデルである佐倉のポーズにケチをつけて何度も修正させているようだ。きっと良い写真が撮とれないからと言ってポーズを決めさせているのだろうが、モデルの作ったポーズで上手く撮れないからと修正させるなんて愚ぐの骨こつ頂ちようである。それに、もしかしたらあの男たち、なんだかんだ言ってただ佐倉に触さわりたいだけなのではないのか。よく見てみれば、かなりチャラそうな奴やつらだ。おそらく出会い目的であろう。間ま違ちがいない。

「けしからん、俺おれだって佐倉に触れたことないのに」

　男に触れられた佐倉は、その手を怖こわがるようにして、すぐに体を縮めた。

　しかし男はポーズを決めるどころか、いよいよ馴なれ馴なれしく佐倉の肩かたに手をかける。

　周りの人間も注意してやればいいのに、男たちが怖いのか、単にトラブルに巻き込まれたくないのか、そそくさと佐倉から離はなれていってしまう。

　孤こ立りつ無む援えん状態になった佐倉。

　せっかくイベントを楽しんでいる佐倉の純じゆん真しんな心を踏ふみにじるなんて、海より広い俺の心もここらが我が慢まんの限界である。そして、抵てい抗こうできないで怯おびえている佐倉のそのやわらかそうな白い肌はだをそう簡単に触ろうなんて、俺、堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れそうである！

「アムール・アンジュがピンチだ」

　俺はカメラを構えると、その〝迷めい惑わく行為〟に当たる証しよう拠こ現場の写真を一応押おさえておき、階段をさっさと下りて佐倉のところまで歩いて行った。

　近くまで行くと、未だにその男たちは佐倉に馴れ馴れしく接していた。もはや撮さつ影えい行為はしておらず、どうやら連れん絡らく先さきかなにかを訊きいているようだった。まさに今日の朝、危き惧ぐしていた不安が的中した瞬間である。やはり佐倉には防犯ブザーを持たせておいたほうがいい。彼女の脆ぜい弱じやく性せいは幼稚園児よりはなはだしい。

　俺はそんなことを考えながら彼らに近づいていき、そして膝ひざをついてしゃがむとカメラを構えて言った。

「すいませーん、目線こっちお願いしまーす」

　その声に、佐倉が一番に振ふり向むいてくれる。

「む、向むか井い……しゃん……」

　佐倉はカメラのレンズを覗のぞき込こみ、泣きそうな声で言った。見るからに怯えきっている。かわいそうに。

「ちょっと後にしてくれないかなぁ、今俺たちが話してるんだよね」

　すると、こちらの存在に気がついた男が迷めい惑わくそうな顔をして言った。

「おっと、これは失礼」

　俺おれはカメラを下げて軽く謝った。

　見ればちゃんとしたカメラを持っている人間はひとりしかいない。やはりナンパ目的らしい。

　男たちは、素直に謝った俺を見てさっさと散ってくれると思ったのかふたたび佐さ倉くらに話しかけ始める。俺はそんな彼らに向かって、わざとっぽく首をかしげた。

「……しかし、話すのはいいが、触さわるのはやめにしたほうがいいと思いますね」

　見るからに年下と思われる俺のその言動に、男のひとりがイラッときたのか、ゆっくり体ごとこちらに向き直って鬱うつ陶とうしそうに言った。

「さっきからなんなの、おまえ、高校生っしょ？　ナメてんの？」

「いかにも、吾わが輩はいは高校生である。名前はもうある」

「ははっ、こらこら、高校生が大学生をからかっちゃいけないでしょ」

　癪しやくに障さわったのか、もうひとりもこちらに近づいて来た。

「俺たちはただこの子と話してるだけなの、終わったらまた来な」

「いや、だから話すのはいいけど、そうやって馴なれ馴なれしくコスプレイヤーさんに触るのはどうかと言っているんですよ」

「だからさっきからなんなの、おまえ。さっさとどっか行けよ」

「わかりました、もう行きます」

　そう言って、佐倉に顔を向けた。

「行こうぜ、佐倉」

　佐倉はハッとして、ゆっくりと歩き出す俺にトコトコついてこようとする。しかし──

「いやいやいやいや、きみは行かなくていいでしょ。なんでそうなるの」

　男のひとりが佐倉の肩かたを摑つかむ。その瞬しゆん間かん、佐倉がまた身を縮めた。

「うゅっ……」

　俺は向き直り、ため息をつきながら呆あきれたように笑ってみせる。

「あんたら、大学でいったいなに学んでんだ。女の落とし方か？」

「うっせーぞ、ガキ」

「冷静になれよ、ナンパボーイズ」

「あ？」

　しまった、口が滑すべってしまった。

「ちょっと表出ておにいさんたちとお話ししようか、高校生くん」

　今まで冷静を貫いてきた男もとうとう不自然な笑みを浮うかべながら喧けん嘩か腰ごしに誘さそってくる。

　しかし先ほどから高校生、高校生とうるさい奴やつらだ。

　女の尻しり追っかけまわしてるような大学生がそんなにえらいのか。

「む、向むか井いさん……」

　佐さ倉くらが心配そうな顔で見つめてくる。動いたらまた肩かたに手をかけられると思っているのだろう。

「表に出ることもないですよ。おにいさんたち、俺おれと一いつ緒しよに係員さんのところに行きましょう」

　事務所のあるほうを親指で指しながら言うと、男たちは佐倉を見て、お互たがいに顔を見合わせた。どうやら彼女の証言で自分たちが不利になるとわかったのだろう。なかなか賢かしこいじゃないか。

「どうしましたか？」

　黙だまった相手に首をかしげると、やはり高校生に言いくるめられるのが悔くやしいのか、男たちが食い下がってくる。

「そっちが先に因いん縁ねんつけてきたんじゃねーか」

「だから、係員のところへ行きましょうと言っているんじゃないですか、嫌いやだな」

「悪いのは明らかにおまえのほうだろ、さっさとおまえがこの場から去ればいいって言ってんだよ、オラ」

　言葉とともに手が出てくる。肩をど突つかれ、すこしよろめくもなんとか堪こらえた。

「わかりました」

　そして俺は、もう一度佐倉に顔を向けると言った。

「佐倉、行こうぜ」

　すると案の定、またしても佐倉の肩に手がかけられようとする。

　その瞬しゆん間かんを見計らって、俺は男の手を、ハエを叩たたくようなクイック動作で叩き落とした。

「あんたらいい加減しつこいんだよ。見てわかれよ、怯おびえてるだろ、彼女」

　佐倉は相変わらずふるふると小動物のように震ふるえている。

「なんだおまえ、もしかしてこの子のこと好きなのか。ヒーローごっこのつもりかよ」

「ああ、そうだな。そしてもうすぐ味方も来る」

　言って、俺は遠くのほうに目を向けた。そこには先ほど佐倉を撮とっていたカメコのひとりが係員を連れてこっちまでやって来るのが見えていた。さすがだ。

「さて、どちらが悪かを彼女と係員にジャッジしてもらいますか」

　俺が勝かち誇ほこったような口調でそう言うと、男たちは具合が悪そうにこちらをジッと睨にらみつけながら、ゆっくりとどこかへ消えていった。

「……ふぅ、やれやれだぜ」

　とりあえず、これで一安心である。

　しかし、ナンパ男たちから女の子を守るとか……今の俺、ちょっとかっこいいかもしれない。

「だいじょうぶですか」

　それからすぐに係員は到とう着ちやくすると、佐さ倉くらに声をかけて無事を確認してから、なぜかそのあとすぐに髪かみをかき上げてかっこよく空を仰あおいでいた俺おれに近づいてきて、そしてとんでもないことを言った。

「あなたですか、迷めい惑わく行こう為いをしたのは」

「…………えっ？」

「ちょっと事務所まで来てもらいましょうか」

「えっ……いや、違ちがっ……」

　やばい、味方だと思ったら敵だったでござる。

　っつーか見てわかってくれよ！　迷惑行為して通報されてるのに平然とその場でかっこつけてる奴やつがいるかよ！　俺のかっこよさに気づいてくれよ！　頼たのむよ！

「さ、佐倉！」

　己のかっこよさに気がついてもらえなかった悲しい俺は、腕うでを引っ張られながら必死に佐倉に助けを求めた。

　すると佐倉はハッと気がつき、半ばテンパり気味に係員に大きく叫さけぶ。

「そ、そそ、その人は、えっと、えっと……変態とーさつまの専属カメラマンの向むか井いさんです！」

　これはひどい。完全に終わった。

「変態盗とう撮さつ魔まの……専属カメ……まあいいです。鼻に脱だつ脂し綿めんを詰つめ込こんでいる時点でだいぶ怪あやしいですからね。とにかく事務所に来ていただきます。場合によっては警けい察さつにも──」

　そこで俺はハタと気づいて、自分の鼻に指を触ふれた。

　そうか、俺は終始、鼻に脱脂綿を詰め込んだままナンパ男たちを撃げき退たいしていたというのか。

　……やべえ、超かっこわりいな、おい。鼻に脱脂綿が詰まったまま『あんたらいい加減しつこいんだよ。見てわかれよ、怯おびえてるだろ、彼女』とか『さて、どちらが悪かを彼女と係員にジャッジしてもらいますか』とか言ってたのかよ！　恥はずかしすぎだろ！

「いや、でも、違うんです。これは誤解で！　脱脂綿も誤解で！」

「みなさんそう言いますよ。誤解、誤解って、誤解をさせるようなことをしてしまうのが悪いんです」

「だから、マジで……た、助けてくれ佐倉ァ！」

「わあー！」

　このあと俺は事務所へと連行され、佐倉と俺が本当の知り合いであることをイベント直前の美み甘かもに証明してもらうまで、係員やイベント参加者から軽けい蔑べつの眼差しを向けられるのであった。




「む、向井さん……すいませんでした」

　特設ステージの前で、ぺたんと座り込む佐さ倉くらが泣きそうな顔で言った。

「うん、それはまあいいよ。それより、佐倉はだいじょうぶか？」

　見ると、佐倉はまだすこしだけ怯おびえているようだった。たしかに知らない男にいきなり囲まれて、コスプレをしに来たのにいつの間にかナンパされていたら、佐倉のような子はショックを受けてしまうかもしれない。もしかしたら最初、佐倉が美み甘かもにこのイベントに誘さそわれたとき躊ちゆう躇ちよしていたのはこういうことが起きるのを恐おそれていたからなのだろうか。

　しかしそれにしても、佐倉のその怯え方はどこか普ふ通つうではなかった。うまく言えないが、先ほどの出来事に怯えているというよりは、なにかまた別のことに怯えているような、そんな感じに見える。

「紗さ雪ゆきは、だいじょうぶです……あ、あの、向むか井いさん」

　けれどもそのすぐあと、佐倉はその場にぴょこんと立ち上がってちょっと情けない笑みを浮うかべながら、

「紗雪の、ピンチを、すくってくれて、あり、ありがとう、ございました」

　と言い顔を上げると、今度はまた見慣れた笑顔に戻もどって、うにゃうにゃと笑って言った。

「向井さんは、紗雪の、セラファン様ですっ！」

「だ、誰だれだ、そのセロファン……」

「セラファン様です！」

「そうそう、セラファン様」

「セラファン様は、アンジュたちの、ピンチを救ってくれる、かっこいい、ヒーローです！」

「ほぉ」

　俺、ヒーローらしいぞ、ヒーロー。ちょっと嬉うれしいな。

　それから俺は盛大にくしゃみで喜んでみせると、佐倉と一いつ緒しよにねこみみを付けた美甘がステージに出てくるのを見守った。そして俺は、そのねこちゃんに対する侮ぶ辱じよくにまみれた暴挙に震ふるえつつも、いつもより多くカメラのシャッターを切ってしまった。

　も、もちろんそれはあとで美甘にとやかく言われるのがめんどくさかったからたくさんシャッターを切ったまでだ。あくまでそこに他意はないことだけは述べておく。

　だって、まさかこの俺が、ねこみみを付けた美甘があまりにも可愛かったから写真を撮とりまくっただなんて、そんなポリシーに反するような真似するはずない…………だろ？







[image: 第二章　あなたは美少女から逃げることはできない。時には最後まで戦わなければならないし、死んでしまうこともある。戦うなら、なぜ今でないのか、あなたは何処にいるのか？]
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「修しゆう一いちくん……これは、どういうことなの」

　放課後。小さ夜よ子こが部室のパイプ椅い子すの上で三角座りをし、相変わらず親指の爪つめをかみかみしながら怒おこっているのか泣いているのか、なんとも中ちゆう途と半はん端ぱな声で言った。ときどき小夜子が視線を上げてはこちらをちらりと一いち瞥べつし、そのあと俺おれの隣となりにいる人物を見て目をうるうるさせ、そしてまた顔を伏ふせる。

「どうもこうも、今この状じよう況きようがすべてなんだが」

「だから、そうじゃないよっ」

「そうじゃないって、じゃあなんだよ。はっきり言ってくれ」

「だ、だから、どうして修一くんは、また……」

　ごにょごにょとなにを言いたいのかはっきりしない小夜子。

　この状況になってから、かれこれ三十分は経とうとしていた。しかし小夜子はパイプ椅子の上で親指の爪をかみかみはむはむしたまま、延々と「修一くんはまた……」、「どうしてこんなことになるの……」と、いつまで経っても判然としない態度を取ったままでいる。

　そして、そんな小夜子に付き合わされている俺とヘルカは、なぜか立ちっぱなしで、彼女が口にする独り言を延々と聞き続けているというわけになる。

「小夜子、もうそろそろはっきり言ってくれないか」

　入部初日からヘルカをこんな目に遭あわせるのは気の毒だと、小夜子の駄だ々だを切り上げるためそう言うと、小夜子はまたなんとも情けない顔で俺をジトーッと睨にらんできた。

　そこで俺は、もしかしたら小夜子はヘルカの美少女っぷりに嫉しつ妬としているのではないかと考え、口を開く。

「ヘ、ヘルカのことか？　たしかにヘルカは美少女だが……美少女なのだが」

　と、その続きを言ってもいいものかどうかとヘルカに目を向けようとしたとき、小夜子がまた曖あい昧まいなことを口にした。

「それもあるけど……それもあるけどっ」

　こちらの予想を裏切るような返答の仕方だ。「それもあるけど」ということは、他に小夜子が駄々をこねる別の理由があるらしい。なんなんだ、いったい。

「それもあるけど？」

　促うながしてみる。すると小夜子は目をぎゅっと瞑つむり、バッと膝ひざに顔を突つっ伏ぷして言った。

「それもあるけど……ど、どうしてさっきからずっと手をつないでいるのっ！」

　言われて、俺は自分の手元に目線を落とした。たしかに俺とヘルカの手がつながっている。

　はて、あまりにも自然すぎて気づかなかった……というのは冗じよう談だんで、俺もそれはすこし気に掛かかっていた。というのも、今朝の登校時から、昼休み、そして放課後になってから今まで、ヘルカは俺おれと一いつ緒しよにいるときはずっと手を握にぎっている。もちろん俺も登校時はあまりに恥はずかしくて周りの視線が気になっていたが、それから昼休み、放課後と一緒にいるうちに、ヘルカと手をつないで学校生活を送ることに慣れてしまい、今ではほとんど気に掛からない程度になってしまっていたのだ。いやはや、慣れとは怖こわい。

「うむ、どうしてだろう……どうしてだ、ヘルカ？」

　訊きかれてもなお手をつないだまま、隣となりのヘルカにそう尋たずねてみると、ヘルカは、

「ノ？　どうしてだろう？　まだ学校に慣れていないからかなぁ？」

　と、またよくわからない返答をしてくれた。

「とまあ、そんな具合だそうだ」

「そんな具合って……」

　あまりの難解な答えに小さ夜よ子こがきょとーんとする。だがおそらく俺も、そして答えたヘルカ本人でさえ、ここにいる全員がその答えの意味を理解できてはいないだろう。もしかしたら物事の真相なんて皆みなそんなものなのかもしれない。我々人類は物事の大半をわかっておらず、なんとなく、ただ理解しているつもりになっているだけなのかもしれない。

　ふむ、これは実に面白い。考える能力が発達したゆえに、感じることができず憶おく測そくの域を超えられなくなっている……なるほど興味深い。よし、さっそくふたりに話してみよう。

「ふたりとも聞いてくれ、もしかしたら我々人類は物事の大半を──」

「修しゆう一いちくん！」

「はい」

　どうやら小夜子はあまり哲てつ学がくにはご興味がおありではないらしい。

「修一くん！」

　そして何度も俺の名を叫さけぶと、小夜子はガタッとパイプ椅い子すから立ち上がろうとし、しかしその瞬しゆん間かん、真横へと器用な転げ方をして、「うぅ～、なんでぇ……」と左ひだり腕うでをこすりながらふたたび立ち上がると、それから自分の鞄かばんを手に取り「もう帰るっ！」と言ってドアへと向かった。

「小夜子！」部室から出て行こうとする小夜子の腕を摑つかむ。「ちょっと、待てよ」

　そして気がつけば、小夜子の腕を摑む俺、そんな俺の手を握るヘルカ──という、なんとも修しゆ羅ら場ば的てきな……欲張り男子的なおかしな構図ができあがっていた。またしても他人が見たらおかしな誤解を与えかねないこの状じよう況きよう。こんなところを誰だれかに見られたら今度こそ確実に俺は週刊誌へと──

「向むか井いいるかぁー」

　前まえ触ぶれもなく開く部室のドア。

　そして我らが顧こ問もん、古こ場ば先生の堂々登場である。

「む、向むか井い……おまえ、だからそういうのは自分たちの家でやれとあれほど……」

　呆あきれているのか、しかしすこし興味がありそうな面持ちで古こ場ば先生が固まった。

　というかこの人絶対わざとだろ。普ふ通つうノックくらいするだろ。

「せ、先生だからこれは違ちがうんです。なっ、小さ夜よ子こ。ヘルカも、そうだよな」

「え、えっと……」

　俺おれに腕うでを摑つかまれたまま、伏ふし目めがちにうなずく小夜子。

「シュウくん、わかったよ。ぼく、シュウくんのこと好きだから手つないでるんだよ」

　そしてなぜヘルカがこのタイミングで先ほどの答えを言ったのか俺にはわからない。

「向井、こればかりは当人同士の問題で私も口を出すつもりはないが……だが、覚かく悟ごを決めてどちらかを選ばないとどちらも不幸にしてしまうぞ。ほらよく言うだろう、二に兎とを追うものは一いつ兎とをも得ずと」

「は、はぁ」

　くそう、週刊誌へ……週刊誌のネタに売り飛ばされるぅ。

『独占告白！　写真部顧こ問もん・Ｋ先生が語る写真部の乱れた関係！　放課後の部室で繰くり広ひろげられる愛あい憎ぞう劇げき！　新しい女と去っていく女、向●修しゆう一いちのだらしない部室生活の真相！　そして美少女新入部員に伸びる魔まの手！　職権乱用も辞さない!?　その卑ひ劣れつなやり口とは！』

　……ふむ。

「ところで先生、なにか用があって来たんですよね」

　俺は小夜子の腕を離はなし、ヘルカの手も離して先生に尋たずねた。

「お、おぉ、そうそう、ヘルカくんの入部届けにちょっと間ま違ちがいがあってな。すぐ書き直せるものだから、今ここで直しちゃってくれないか」

　そう言うと、古場先生は長テーブルの上にヘルカの入部届けを置き、ヘルカに間違いの箇か所しよを直させる。小夜子を見ると、彼女はヘルカが入部届けの記入を直す様子をじっと黙だまって眺ながめていた。

「よし、それじゃこれでヘルカくんも正式に写真部の部員となった」

　古場先生は入部届けを手にすると、どこか急ぐようにしてドアに手をかける。

「それと向井……あまり女の子を悲しませるようなこと、するなよ」

　適当にうなずき、古場先生を追おい払はらう。

　それから古場先生の足音が聞こえなくなると、小夜子が自分もとドアへ向かった。

「小夜子、だから待てって」

「もう帰るの」

「せっかくヘルカが入部してくれたのに、そんな態度はないだろ」

　ちょっと語気を強めて言うと、小夜子は振ふり返かえって俺の顔を見た。

「私は……私はふたりでもよかったんだもん！　修一くんなんてもうバカ知らないっ！」

　バタンッと閉まるドア。

「ぼく、小さ夜よ子こちゃんに嫌きらわれてるのかな？」

「いや、そうじゃないんだ。ただ小夜子はちょっと、多感な時期なだけさ」

　小夜子はヘルカが美少女であることに拗すねている。

　なんとなく、そんな気がした。




　ところでヘルカの制服の件だが、やはり案の定、ヘルカは女子用の制服を着てきた。

　話を聞けば、制服を作りに行ったとき、ヘルカが選ぶまでもなく店の人は女子用の制服を用意してくれたのだという。そしてヘルカはうちの学校のセーラー服を着たとき、思わず嬉うれしくて鏡の前でくるくるとはしゃいでしまい、お店のおばさんに大いに笑われてしまったと照れながら話した。

「ぼく、セーラー服ずっと着てみたかったの！　日本の制服はみんな可愛いけど、セーラー服はとても可愛いよ！　ねえシュウくん、セーラー服、ぼくに似合ってるかな？」

　学校の案内と称した校内散歩をしながら、隣となりを歩くヘルカが立ち止まってはスカートの裾すそをつまみ、お上品に広げながらそんなことを尋たずねてきた。

　もちろん言うまでもなく、ヘルカのセーラー服姿は死ぬほど可愛かった。それこそヘルカが本当に女だったらこの時点で俺おれはヘルカの可愛さでアレルギーがヤバイことになっていたに違ちがいないだろう。そしてそんなアレルギーの出ない美少女（？）のヘルカといると、自分の美少女アレルギーがすっかり治ってしまったかのような錯さつ覚かくに陥おちいってしまうから危険である。ヘルカといたあとに美み甘かもが近づいて来たら、俺はなんの疑いもなく美甘と普ふ通つうに接してしまいそうで怖こわい。まあ、その前にアレルギーが飛び出してくるから平気だとは思うけれども。

　しかし、こうして同じ制服でも着る女の子によってまったく雰ふん囲い気きが変わってくるのはとても面白かった。

　まず、ヘルカのような外国の子が日本のセーラー服を着るのにはやはり新しん鮮せん味みと違い和わ感かんがある。もちろんそれは良い意味での違和感であり、普ふ段だんから見慣れていないものに対する好こう奇き心しんで見ていて飽あきない面白さがあった。

　次に美甘と佐さ倉くらだが、彼女たちは言うまでもなく元がべらぼうに可愛いので、いわゆる制服マジックと相まって相乗効果が得られる。普通の制服ですら最さい先せん端たんファッションのように着こなしてしまうから面白い。

　そして最後に、そんな彼女たちが可愛く着こなしてしまうようなセーラー服をいとも簡単に地味にしてしまう小夜子だ。もう能力としか思えないが、やはり本人はとても気にしている。俺も自身では到とう底てい抗あらがうことのできない美少女アレルギーという負の能力を生まれ持っているから、小夜子の気持ちはわからなくもない。なかなか辛つらいところだ。

「似合ってるよ」

　俺おれが答えると、ヘルカは嬉うれしそうにくるくる回った。本当にこの子は嬉しいとよく回る。よく踊おどる。なんてリアクション豊かな子なのだろう。

「ヘ、ヘルカ、あまり勢いよく回るとその、ス、スカートの中が見えちゃうぞ」

　ヘルカがくるくる回ることにより、遠心力でスカートの裾すそが傘かさのように広がっていく。

「オホ！」

　するとヘルカはスカートをマリリン・モンローばりに素早く押おさえて謎なぞの言葉を発した。

「オホってなんだ、オホって」

　ヘルカの口から咄とつ嗟さに出てきた謎の言葉に思わず触ふれると、ヘルカは一いつ瞬しゆんわからないといったような表情を見せてからにっこりと微ほほ笑えんだ。

「びっくりしたんだよ」

　それだけ。それだけである。ヘルカはそれだけ言ってにこにこ笑いながら廊ろう下かを歩いて行った。……まあ、おおよそ日本で驚おどろいたときに言う「わぁ！」と同じ意味合いなんだろう。しかしこうやって、ヘルカはよくフィンランド語を混ぜて相づちを打つのでときどき驚く。オホ！

　それからヘルカが俺の教室を見たいと言うので、教室へ向かうため渡わたり廊下を歩いていたところ、ちょうど向こうから友人を引き連れた美み甘かもが歩いて来た。

「へっくし！」

　思わず飛び出すくしゃみに、美甘が不ふ機き嫌げんそうな顔をする。

　そして隣となりにいるヘルカに目を向けたあと、次に視線はふたりのつながれた手へと移動した。またしても不機嫌そうな顔の美甘。

「ハッ！」

　すると美甘を見ていたヘルカが突とつ然ぜん、今度は俺を見たかと思うと、そのときなにかがわかったような顔をしてササッと俺と美甘の間に入ってきた。

「ヘ、ヘルカ？」

「きみが本物の美甘優ゆう奈なちゃんだね！」

「そ、そうだけど……ほ、本物って……？」

　突とつ拍ぴよう子しもないその行動に、美甘も少々困こん惑わく気ぎ味みに返事をした。

「それ以上、シュウくんに近づかないで！」

「なっ……」

「お、おいヘルカ……」

　ヘルカの予想もつかぬ行動に美甘が俺を睨にらんでくる。イヤ、オレ、ワルクナイ。

「へえ、いいわね。盗とう撮さつ魔まの分際で、こんな可愛い外国の女の子に守ってもらってるの」

「い、いや……そういうわけじゃ」

「エイ！　シュウくんは盗撮魔なんかじゃないよ！」

「そうそう、俺は盗撮魔じゃない……」

「いいえ、盗とう撮さつ魔まよ」

「シュウくんは猫ねこを撮とっていただけだよ！」

「それならなぜ、私から逃にげようとするの？　やましいことがなければそうする必要はないでしょ？　簡単に身の潔白を証明できるはずよ」

「それにはちゃんと理由があるよ！」

「理由って？」

　嫌いやな予感がした。

「シュウくんは……シュウくんは美少女アレル──」

「ヘェェェェルカァァァァァァッ！」

　俺おれは即座にヘルカの口元を押おさえ、むごむご言っているヘルカとそのまま回れ右をした。

「ヘルカ、おまえなに言おうとしてるんだ」

　美み甘かもに聞こえないよう、ヘルカに小声で尋たずねる。

「だって、だって、この際だからちゃんとシュウくんのこと言ったほうがいいよ。このままじゃずっと誤解されっぱなしだよ。盗撮してないのに、シュウくんが盗撮魔なんて決めつけられるの、ぼく悲しいよ！」

「だ、だけどな、もしそう言ったところで信じてもらえるかわからないし、それにもう……」

　──俺はいい加減、美甘に盗撮のことを……。

「…………」

　すると、俺が黙だまったのを察したのか、ヘルカの力が次第に抜ぬけていく。

「わかった。シュウくんが内ない緒しよにしておきたいなら、ぼく、そうするね」

「うん、ありがとう」

　ヘルカにお礼を言うと、後ろから待ちくたびれた様子で美甘が怪け訝げんそうに口を開いた。

「美少女……なに？」

「美少女……えっと、そのだな」

　美少女という言葉まで出てきて、そのあとに続く良いごまかしがわからない。

　俺が返答に困っていると、隣となりのヘルカが先に口を開いた。アレルギーのことは内緒にしておくと言ったが、なにか良い答えでも浮うかんだのだろうか。

「シュ、シュウくんはね、び、びしょ、美少女……」

「美少女？」

　そして、ヘルカは叫さけんだ。

　ムキになったように、大きな大きな、学校中に響ひびき渡わたるような大きな声で、叫んだのだ。

「美少女ダイスキーなんだよ！」

　オホ！

　ヘルカから出てきたとんでもない言葉を聞いて、美甘とその友人たちが美少女ダイスキーな俺おれに蔑さげすむような視線を投げつけてくる。

「やっぱり変態じゃない。でもなるほどね、だから私や紗さ雪ゆきだけじゃ飽あきたらずにそんな外国の子にまで手を出してるのね。それで、その子もモデルかなにか？」

「いや、違ちが──」

「えっ、ぼく、モデルに見える!?」

「ええ。でももしかして、モデルじゃないの？　もったいないわ」

「イッピィ！　シュウくん、ぼくモデルって言われちゃった！」

「まあいいわ。それより気をつけなさい、そいつ、変態だから」

「うん、気をつける！　ぼく、モデルさん！　モデルさんだって！　シュウくんは美少女ダイスキー！」

「ヘルカやめろ、そんなに大声で言わないでくれ！」

　ヤバイ、美み甘かもになにか言い訳をしなければこのままでは──。

「向むか井い、てめえ、やっぱり美少女大好きだったんだな！」

　そしてこんなときに小こ平だいら登場である。タイミング良すぎるぞおまえ！　どこから出てきた！

「ずっとおかしいと思ってたんだぜ。美少女に興味ないと言ってるくせして、いつもおまえの周りには美少女だらけ！　やっぱりそうか、そういうことだったんだな。俺たち男子に内ない緒しよで抜ぬけ駆がけして、自分だけでハーレムを造り上げようとしていたんだな！　許さん！　転校初日の美少女にまで手を回しやがってぇ！　おまえにあって俺にないものってなんだよ答えろ向井ぃ！」

　美少女アレルギーだろうな。

「わ、わからん」

「うぉぉぉおおおおおおおおおおおッ！」

　小平が雄お叫たけびをあげ、悲ひ嘆たんのスリーパーホールドを仕し掛かけてくる。

「い、いぎが……ごだいら……いぎが……」

「シュウくん、ぼく、モデルに見えるんだって！」

「それじゃあ私、そろそろ行くから」

「まっ……まっでぐで……みがも……」

　俺が美少女ダイスキーだと誤解をしたまま、美甘が行ってしまう。

　そして残された俺は小平にスリーパーホールドをかけられたまま、もう軌き道どう修正が完全に不可能なところまで来たのだと、そのときようやく理解するのであった。




「せっかく一いつ緒しよに帰れると思ったのになぁ」

　帰り道、ヘルカと一緒に駅まで向かっていると、ヘルカは両親に呼び出されそのまま家族で夕食に行ってしまった。ヘルカの初登校と、日本での暮らしを始めるお祝いをやるのだと言う。

「それじゃあシュウくん、また明日ね？」

　しょんぼりしたヘルカを見送って俺おれはひとり歩き始めた。

　その道中、ポツリポツリと雨が降ってきたため、急ぎ足で駅に向かっていると、途と中ちゆうにある公園で佐さ倉くらの姿を見かけた。足を止め、その姿を見てみる。佐倉は水玉模も様ようの傘かさをさして、ブランコの柵さくに腰こしを下ろし、足をぶらぶらさせて歌を口ずさんでいた。

「おバカな　さゆちゃん　おでかけ、傘をさしてる雨のなか、みずたま　もようの　傘もってさ、さゆちゃんひとりで傘をくるくる、ひとりぽっちぽろん泣いちゃった、さゆちゃん泣いたら雨がふる、さゆちゃんしくしく　雨がふる～──」

「こんなところでなにしてんだ？」

　気がつくと俺は佐倉に声をかけていた。先日、映画を観に行ったあの日から、美み甘かもの言っていたことが気に掛かかっていたせいだ。佐倉の様子がおかしい──と。

　俺の声に気がつくと、佐倉は傘を上げ、驚おどろいたように目を丸くした。

「向むか井いさん！」

　傘から覗のぞく佐倉のやわらかそうな白いほっぺた、そこにかかる黒い髪かみ。相変わらずとろぉ～んと、見ているこっちがとろけそうなそのスウィートな笑みに鳥とり肌はだを立てていると、佐倉は勢いよく柵からぴょーんと立ち上がった。その弾はずみで泥どろ水みずが跳はねる。

「わあ！」

「おっと」

　すんでのところで避よける俺と、泥水を思いっきり足に浴びる佐倉。

「うぅ、すいません……」

　しょげたように謝ると、佐倉はポケットからハンカチを出そうとした。しかし傘を持っているせいかうまくハンカチが取り出せず、ポケットに引っかかったまま無理に引っ張ったようでハンカチはポケットから飛び出すと足下の泥水へ落っこちてしまった。

「んぅ……」

　すでに泣きそうな佐倉を見ていられなくて、俺は自分のねこちゃんハンカチを彼女に渡わたした。

「向井さん、ありがとう、ございます」

「うん、佐倉のハンカチ貸してみ」

　言って、俺は自分のハンカチを渡したあと佐倉のハンカチを受け取り、それをブランコの柵に広げた。気休めだが、この雨に打たれていれば泥もすこしくらいは落ちるだろう。

「それより佐倉、今日は家に帰ってテレビ見なくていいのか？」

　しゃがんだまま、傘に隠かくれて足を拭ふいている彼女に言う。

　すると佐倉は傘に隠れたまま、

「はい、きょおは、見ないんです」

　と答えてから、傘を上げてにっこりと微ほほ笑えんだ。

「きょおは、紗さ雪ゆき、おしごとがあるので」

「そうなのか。佐さ倉くらも忙いそがしいんだな」

　俺おれは佐倉から顔を上げ、辺りを見回した。

「仕事、まだ行かなくていいのか？」

　訊きくと、佐倉はまた傘かさで姿を隠かくしたままその質問には答えず、しばらく無言で足を拭ふいていた。聞こえていないのだろうか？

「雨、強くなってきたからあの中に入らないか？」

　雨が次第に強まってきたため、近くにある屋根付きのベンチに佐倉を誘さそう。

　佐倉はゆっくりと立ち上がると、ベンチを見てから俺に向き直って言った。

「あまやどりですか？」

「そう、雨宿り」

「紗雪、あまやどり、したいです！」

　雨宿りという言葉に感動しているのか、佐倉は目を輝かがやかせてベンチへ走って行こうとする。しかし水たまりがあることに気がついて今度はそろりそろりと、慎しん重ちように歩いて行った。水玉模も様ようの傘をさして、そんなふうに目の前の出来事にいちいち反応していく彼女の後ろ姿はとても無む垢くであどけなく、無む邪じや気きな子こ猫ねこのようで、降りしきる雨の中、ぼんやりと淡あわく光って見えた。

「ねこちゃんのハンカチ、汚よごしちゃって、すいません」

　屋根付きのベンチまで着くと、俺と佐倉はすこし距きよ離りを置いて腰こしを下ろした。

「いいよ、気にしなくて」

　言って、俺は手を差し出す。美少女と近い距離で多少なりとも鳥とり肌はだは立っていた。けれども、外では地面が霞かすむほど大降りの雨が降っているせいなのか、こんなふうに佐倉と近くに座り合わせても、なんとなく、くしゃみや鼻水はいつもよりだいぶやわらいでいるような気がした。

　俺が手を出すと、佐倉はムキになったようにして、持っていたハンカチを胸に抱だく。

「む、向むか井いさん。紗雪、ちゃ、ちゃんとしっかり、きれいに洗って、ピカピカにして、それで、ハンカチ、かえしたいです」

「いや、いいよ」

　そう言って佐倉を見てみるが、彼女の目にはなにか譲ゆずれない決心のようなものが見え、これ以上言っても無む駄だなように思えた。自分で決めたことは最後まで貫き通すような、意外といじっぱりな子なのかもしれない。

「へっくし……うん、じゃあ頼たのむ」

「はいっ！」

　嬉うれしそうにうなずくと、佐倉は得意になって泥どろだらけになった俺のねこちゃんハンカチを制服のポケットに入れてしまった。それではポケットが汚れてしまうと言おうとしたとき、佐倉が「あれっ」とヘンな声を出した。

「どうした？」

「紗さ雪ゆきの、ハンカチがないです」

「あっ」

　そういえばブランコの柵さくに広げたままだ。

「悪い、取ってくる」

　俺おれはそう言うと、傘かさをさして雨の中ベンチからブランコへと向かった。

「あった、あった」

　ハンカチはしっかり柵に掛かかっていた。泥どろはちゃんと落ちている。しかしハンカチはびしょ濡ぬれになり、今も雨に打たれて滴しずくを零こぼし続けていた。あたりまえのことだが、けれども俺にはそれが、どこか泣いているように見えて仕方がなかった。

　佐さ倉くらはこんなところでひとり、いったいなにをしていたのだろう。

　俺はその可愛い動物のキャラクターたちが笑っているハンカチをしばらく見つめたあと、それからそっと手に取り、佐倉のいるベンチまで戻もどった。

「はい、これ」

　ベンチに戻り、佐倉にハンカチを差し出す。

　しかし佐倉はぼーっと自分の爪つま先さきを見つめたまま、俺の声に気づいていないようだった。

「佐倉、ハンカチ持ってきたぞ」

　すこし声量を上げて言うと、ようやく佐倉は気がついた。

「あっ、向むか井いさん。おか、おかえりなさい」

「ただいま。これ、ハンカチ」

　そう言って、もう一度佐倉にハンカチを差し出す。

　佐倉はハンカチを受け取ると、「ちょっと、かわかします」と言って、せっかくきれいになったハンカチをベンチの上にそのまま置いてしまった。案の定、長年蓄ちく積せきした木の汚よごれが濡れたハンカチに染み込み、またしても泥がついてしまう。

「あっ、泥がついてました！」

　いや佐倉、今おまえがつけたんだろ……と、心の中で思いながら見ていると、佐倉はまた、どこか情けない笑みを浮うかべてしゅんとした。

「ごめんなさい……紗雪、いつも、ドジばかり、しちゃいます……」

　宙に消える佐倉の言葉。

　そのとき俺は、あの日、帰りの電車の中で美み甘かもが言っていたことを思い出していた。

　美甘の言っていた、曖あい昧まいな感じ──。

　なんとなく、彼女の言いたかったことがわかった気がした。

　俺が佐倉と初めて会ったときのような、あの見ているこっちまでのほほんと幸せにしてしまうような陽だまりの笑顔が今の彼女には少し足りない感じがする。それこそ、陽の光に雲がかかっているような、曖あい昧まいな感じになっている。はっきりとした翳かげりができているのではない。

　なんとなく、本人が気がつかないうちにぼやけてしまっているのだ。

　わからない。わからないけれど、今外で雨が降っていて、その雰ふん囲い気きに押おされているせいか、その曖昧さをよりいっそう強く感じてしまう。

　まだ佐さ倉くらと出会って俺おれは二ヶ月しか経っていないけれど、しかしそれでもやはり、佐倉の雰囲気がちょっとだけ、いつもと違ちがうことくらいはわかった。

「佐倉」

　先ほどから、汚よごれてしまったハンカチをぼーっと見つめっぱなしでいる佐倉に、俺はそれとなく訊きいてみることにした。

「最近、なにか楽しいなあ、嬉うれしいなあって思うこと、あったか？」

　佐倉は子どものように敏びん感かんな心を持っている。きっとここで率直に訊いても胸の内は答えてくれないだろう。だから本当のことを……佐倉が心の内に抱かかえている本当のことを訊くためには、ゆっくりと回り道をして、焦あせらずに訊いていかなくちゃダメなような気がした。

「はい、ありますっ」

　佐倉は俺の質問に、楽しかったことをいろいろ思い出しながら嬉き々きとして答えてくれた。それはお弁当に入っていたおかずが自分の大好物だったことだったり、教育テレビの番組で自分の好きな歌が流れたことだったり、そして俺と美み甘かもが仲良しで嬉しいなってことだったり……。
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「紗さ雪ゆき、このまえの映画、とぉーっても、とぉーってもたのしかったから、また行きたい！　あと、ねこさんのお耳をつけた優ゆう奈なちゃんも、すっごく、すっごぉーく可愛かったので、また見たいです！」

　佐さ倉くらはいろいろと楽しかったことを思い出したのか、やっといつもの彼女のように無む邪じや気きな感じで話した。

「そうだな。まあ、いろんな意味で楽しかったな……ハハ」

　俺おれもいろいろと思い出して、よく生きてたな俺……と、今になって肝きもを冷やした。

「じゃあ、そうだな、怒おこったことはあったか？」

「おこった、こと？」

　佐倉が首をかしげる。

「うん、イライラしたり、ムカついたり……ちくしょう、やってらんねえぜ！　みたいに思ったことはないか？」

「やってらんねえぜって、思ったことですか？」

　すると佐倉はしばらく考えたあと、きっぱりと言ってみせた。

「んーと、紗雪、そういうの、わかんないです」

　さすが、人を憎んだりしそうにない性格だけはある。

「そっか。佐倉はやさしい子なんだな」

「えへへ、紗雪、よくわかんないです」

　いや、ここはわかってくれ。

　のほほんと笑う佐倉に、俺は最後の質問をしてみる。

「じゃあ、悲しいなあ、さみしいなあ……嫌いやだなあって思ったことは、あるか？」

　尋たずねてみると、その途と端たん、佐倉はゆっくりと空気の中へ沈しずむようにして俯うつむいてしまった。

「優奈ちゃんにも、この前、きかれました……」

　やはり美み甘かもも佐倉にいろいろと訊きいているらしい。しかしそれでも佐倉の異変の原因がわからない……親友の美甘でわからないなら、俺では佐倉から異変の理由を引き出すのは無理かもしれない。

　それから、佐倉は消え入りそうな声で一言そう言ったきり、急に黙だまりこくってしまった。

「……佐倉？」

　俺が彼女の顔を覗のぞき込こむと、佐倉はまたしてもぼーっとしたような感じで、どこか魂たましいが抜ぬけたように、自分の足下のあたりを見み据すえていた。

　やはりもう少し回り道をするべきだったか──そう思い、俺が話題を変えようと口を開きかけたとき、「向むか井いさん」と、佐倉がこちらより先に口を開いた。

「うん？」

「紗雪、バカなんです……」

　突とつ然ぜんの告白に、俺おれは思わずたじろいだ。

「い、いや……バカって、どうしてそんなこと言うんだよ」

　佐さ倉くらはバカじゃない、ピュアなだけなんだ！　……そう叫さけびたくなるが、せっかく佐倉がなにかを話そうとしてくれているので、グッと堪こらえる。だが言っておく、佐倉はバカじゃない。

　ピュ、ピュアなだけなんだ！

「バカだから、いつも優ゆう奈なちゃんや、向むか井いさんや、おとーさんや、おかーさんや、おにーちゃんや、いろんなひとに、いーっぱい、めーわくばーっか、かけちゃいます」

「そうか……だけど俺はべつに、佐倉が迷めい惑わくだなんて思ったことないけどな」

　きっと美み甘かもも、それに彼女の家族や周りの人間だって佐倉が迷惑だなんて思ってはいないだろう。なぜなら彼女は今こうして反省しているのだし、きっとその気持ちや想いは図らずとも周りの人間には届いているはず。佐倉の一いつ生しよう懸けん命めいにがんばっている姿はみんなわかっているはず。

「でも、紗さ雪ゆきは……いつもしっぱい、しっぱいばっかです」

「……うん」

　しかし、いくら周りが迷惑だと思っていなくても、佐倉は自分が迷惑をかけていると思ってしまうのだろう。心やさしいがゆえに、いろいろと考えて、みんな抱かかえ込こんでしまうのだ。

「佐倉は、それが悲しいのか？」

　訊きくと、佐倉はふるふると頭を振ふった。

「紗雪は、だから……おしごとを、がんばりたいって、おもってるんです」

「ふむ」

　佐倉がなにかを一生懸命に言おうとしていることはわかるが、それを汲くみ取とることがなかなかできなかった。きっと彼女も今、必死になって言葉を紡つむいでいるのだろう。

「紗雪は、おしごと……がんばるんです」

　しかしそれっきり、言葉は終わってしまった。

　結局、俺は佐倉がせっかくこちらに心の内のヒントを与えてくれたにも関わらず、それを理解することができなかった。

〝おしごとをがんばる〟──佐倉が精せい一いつ杯ぱいの想いで紡ぎ出したその言葉の中に、きっと悲しいことや、寂さびしいことや、嫌いやだなあと思うことが全て詰つまっているのだろうけれど、やはりその言葉だけじゃ手がかり不足だった。

「そっか……佐倉は迷惑をかけた人たちに恩返しをしたいから、今の、モデルの仕事なんかをがんばっているんだな」

　俺の言葉に、佐倉が一いつ瞬しゆん躊躇ためらうような仕草を見せた。

「……そう、です。紗雪は、がんばるんです。いっぱい、いっぱい、おしごとをがんばって、ひとりで、もうめーわくをかけないで、いきれるよう、がんばりたいって、おもってるんです」

「うん、えらいな。実にえらい」

　そこで、俺おれの言葉を最後にふたりの間に会話はなくなった。

　外で鳴っている雨の音が、ずいぶん遠くから聞こえてくるような気がした。

　佐さ倉くらは今、ひとりでなにかを抱かかえ込こんでいて、そしてそれについてたくさん、たくさん、きっと俺や美み甘かもが思っている以上にたくさんいろいろなことを考えている。おそらくそのことについて、佐倉自身もまだはっきりと整理がついていないのだ。だから出てくる言葉もちぐはぐで、見せる笑顔も曖あい昧まいなのかもしれない。

　そして佐倉がその答えをちゃんと見つけるまで、俺たちはまだ待っていてもいいのだろうか。

　佐倉の一いつ生しよう懸けん命めいなその想いを、彼女自身がしっかりと納得できるまで、俺たちはまだ──。

　それからしばらくして、佐倉は雨の中、水玉模も様ようの傘かさをくるくると回しながら仕事へ走って行った。

　別れ際に「仕事は何時から始まるんだ？」と訊きくと、佐倉は「五時半ですっ」と答えた。

　時計を見ると、時刻はすでに五時半をとっくに過ぎていた。

　俺はそんな、大だい遅ち刻こくをしているにも関わらず傘をくるくる回しながらひょこひょこと走って行く彼女の後ろ姿を、降りしきる雨あま粒つぶに霞かすんで見えなくなるまで、ずっと眺ながめ続つづけていた。




　　　　　　　　　　　　　　　２




　その日は、俺の学校生活がすこしハッピーになるはずだった。

　毎朝登校して、授業を受け、帰るまでほぼ教室にいるときは目の充じゆう血けつとエンドレスに鼻水が流れ続ける苛か酷こくな日々……しかし、そんなしみったれた日々とも今日でお別れする！

　なぜなら今日は、一学期始まって以来延々と今か今かと待ち続けていた席せき替がえという一大イベントがあったからだ。これでようやく、すこしは美甘から解放されて、教室でのアレルギー生活もだいぶやわらぐことになるだろう。理想としては美甘が教室の一番前の角、そして俺が一番後ろの角という対角線になれば最高なのだが、この際、贅ぜい沢たくは言わない、美甘と離はなれられるならどこだって構うものか。とにかくすこしでもアレルギーを抑おさえることができれば、俺の学校生活はちょっとだけイージーモードになる！

　そう思って挑いどんだ席替え……。

　俺は大船に乗ったつもりで、意い気き揚よう々ようと教きよう卓たくまで勇み足で歩んでいくと、一世一代の大勝負には必ず勝つと自負している我が右手のゴッドハンドを持ち得てボックスの中へと手を突つっ込こみ、そして中のくじを摩ま擦さつ熱ねつで燃えるんじゃないかというくらい勢いよく引いた……。

　勘かんのいい人なら、もうここまでの俺のテンションのだだ下がり具合を見ていったい俺の身になにが起こったのか、容易に察することができるだろう。

　そうだ、またしてもお約束が起こったのだ。またしても俺おれはお約束という名の悪あく魔まに可能性という名の希望の羽をもがれ、引きちぎられたのだ。俺の人生につきまとうお約束に、な……。

　もはや結果なんて言わずともわかっていると思うので、俺がくじに書かれた悪魔の数字を笑顔で見て、黒板に書かれた席を確認して、指定された席の隣となりに座っていた人物が視界に入った瞬しゆん間かんその場で泣なき崩くずれるようにして膝ひざから崩れ落ちていった悲ひ劇げきへの一部始終は省略することにする。

「……なぜだ」

　俺は問いたい。どうしたらお約束という宿命を越えることができるのか。

「……なぜ、また俺が美み甘かもの近くにならなければいけない」

　新しい席に着き、俺は悲しみ成分を含ふくんだいろいろな汁しるを顔面に滴したたらせながら机に顔を伏ふせ、ワイシャツの襟えりを歯でんぐんぐと食いしばった。

　しかし隣にいる美甘はそんな俺の心情など露つゆ知らず、私は席せき替がえなんて子どもじみた行こう為い興味ありませんよー勝手にやっていてくださいよー、などといった面持ちで、クラス中が盛り上がりを見せる中優ゆう雅がに読書なんてしていやがる。

　しかし、ぐっ……まったく、はは、その通りだ……クラスの連中ども……席替えなんかで喜びやがって……子どもじゃあるいまいし……こんな無意味な行為にうつつを抜ぬかすだけ無む駄だだというのに……なにを期待していやがるんだあいつらは……なにを……期待……ぐほぉっ。

　がんばってみたけれど、やはり自分を偽いつわれなかった。ワンモアチャンス欲しい。

「ねえ、この前の写真、私のオフィシャルサイトのトップにしたいんだけど、いいわよね？」

　悲しみのあまり、俺が傷心を癒いやすため静かなる旋せん律りつを唱えていると、美甘がそこへ土足で踏ふみ込こんでくる。どうやら彼女には人をそっとしておいてあげようという思いやりがないらしい。

「この前の写真って？」

　読んでいる本に顔を向けたまま話しかけてくる美甘に、俺は机に顔を伏せたまま尋たずねた。

「だ、だから、コスプレイベントのときの写真よ」

「嗚あ呼あ、あのねこちゃんを冒ぼう瀆とくしている姿のやつか。で、それがなんだって？」

「だから、それを私のオフィシャルサイトのトップにしようと思うんだけどいいわよねって」

　あれだけ恥はずかしがっていたというのに、内心では気に入っていたのか、こいつ。

「いや、いいと思うけど。なんでそんなこと、いちいち俺に確認するんだよ」

「だってあなたが撮とった写真じゃない。一応、撮った本人の許可を得ておかないといけないと思ったのよ」

　美甘は普ふ段だんから強引なくせに、こういったことだけは、いつもしっかりしていると思う。

「じゃあ、確認取ったからね。あとで消せなんて言わないでよ」

「言わんよ……」俺は小さくつぶやいたあと、伏せていた顔を上げて美甘に言った。「それより、なんだ、あのねこみみの写真、まさか気に入ってるのか？」

　すると美み甘かもは、やはりすこし恥はずかしいのか、読んでいた本で顔を隠かくしながら答える。

「ち、違ちがうわよ。わ、私は恥ずかしいからやめてほしいって言ったんだけど、事務所の社長が新たな層からの人気も獲かく得とくできるって言うから……仕方なくよ」

　新たな層とはいったい……。

「へえ、まあいいと思うよ。だってねこみみ姿の美甘、可愛かったし」

「なっ……」

　驚おどろき、引きつりながらも照れたような表情を見せる美甘。

　あー、美甘をからかうの面白いなー。

「あ、あたりまえでしょ。私はどんな格好をしても可愛いのよ」

「じゃあお遊ゆう戯ぎ会かいの木の役Ａでも？」

「もちろんよ、むしろ私が木の役をやったら背景が主役になっちゃうわね」

　言っていることがイマイチよくわからんが、背景が主役になっちゃうらしい。

　……まあたしかに、縄じよう文もん杉すぎは木だけど主役だよな。

　などと俺おれが心の内で美甘を軽くディスっていると、美甘は読んでいた本をぱたりと閉じ、なにやら訝いぶかしげな目をこちらに向けてきた。

「それより、この前あなたと一いつ緒しよにいた外国の女の子……あれ、転校生らしいわね」

「な、なんだよいきなり」

　唐とう突とつな話題転てん換かんとともに、逃にげ出だしたい雰ふん囲い気きがムンムンと漂ただよってきたでござる。

「あなた、そんな身なりでどうやってあの子と親しくなったのよ？」

　そんな身なりでって……怒いかりを飛び越えて泣きそうなんですけど。やはり小さ夜よ子こが俺を被ひ写しや体たいにする理由は俺が〝そんな身なり〟だったからなのか。これからは慎つつましく生きよう。

「べつにいいだろ。美甘には関係ない」

「なにか言えない理由があるの？」

「そんなものはない。昔チャットで知り合って仲良くなっただけ、それだけだ」

「チャットで、ねえ……」美甘がずいぶんと疑わしそうに目を細める。「なんか怪あやしい」

　真実を言ったのにこの態度である。

「はぁ……」

「あんなに可愛い子が、チャットで知り合っただけであそこまであなたに懐なつくかしら？」

　もはやなにを言ったところで無む駄だだという考えに至ると、俺はそっと口を閉じた。

「…………」

　すると質問に答えない俺を見て、美甘は納得したようにわざとらしくうなずいてみせた。

「やっぱり弱みを握にぎっているのね、そうだろうと思った」

　なんだろう、この美甘から滲にじみ出でるめんどくさいオバサン臭しゆうは……。

「弱みなんか握にぎっていない」

　秘密は知っているけど。

「あんな可愛い子の弱みを握るなんて、最低ね」

「だから違ちがうって言ってるだろ」

「ならどうやって親しくなったのか言いなさいよ。チャット以外で」

　なにその無茶な言い草。チャットで親しくなったのにチャット以外でどうやって親しくなったのか説明しろって、どうすりゃいいんだい。言ってることが無茶苦茶だよ、美み甘かもちゃん。

「というか、そもそもなんでそんなことをいちいち言わないといけないんだよ」

「そ、それは……専属カメラマンが余計なことにかまけていないかチェックするためよ」

「なんというか、カメラマンのプライベートにまで口出しされたくないものだな。俺おれにもプライバシーってものがある。一モデルにそこまで深入りされる筋合いはないと思うが」

「……なまいき」

　こ、こええ。

　凄すごみを利かせたその声に怯おびえていると、美甘はガタッと立ち上がり、俺を見下して言った。

「とにかく、あなたは私の専属カメラマンとしてこれからの人生を歩んでいくのよ。そこらへん、少しでも忘れたらあなたの夢も人生もなにもかも終わりだからね、いいわね」

　乱暴に吐はき捨すて、美甘が教室から出て行く。

「なんだよ、いったい。しかし……」

　母さん、悲報です。

　どうやら俺は美甘優ゆう奈な様に人生設計を決められているようであります。

　自由に生きることができなくて、ごめんなさい。──不幸な息子より。




「そういえば美甘」

　昼休み。鞄かばんの中からお弁当を取り出す美甘に俺は一応言っておこうと思い、話しかけた。

「さっき言うの忘れたけど、この前の映画も、あとコスプレイベントも、佐さ倉くら、とても楽しかったみたいだぞ」

　俺がそう伝えると、美甘はキッと一いつ瞬しゆんだけ睨にらみを利かし、ぷいっとそっぽを向いてしまった。

　どうも先ほど俺がヘルカと仲良くなった理由を言わなかったのがまだ気にくわないらしい。

「シュウくーん！　やっほー！」

　そしてご本人の登場である。ヘルカは教室のドアできらきらと輝かがやく太陽みたいな微ほほ笑えみを浮うかべ天使のように立っていた。いや、ヘルカは天使だ。まさしく美甘から俺を引ひき離はなしてくれるためにやってきた、正しよう真しん正しよう銘めいの救いの女神だ。

「そ、それじゃ俺はヘルカとお昼を食べる約束をしているから……行くぜ」

「勝手に行けば」

　素っ気ないものである。

　しかし、俺おれがその場からそそくさと立ち去ろうとすると、後ろから声をかけられた。

「待って」

　体はそのままの形で、顔だけ恐おそる恐おそる振ふり返かえる。

「な、なんだ」

「紗さ雪ゆき、またどこか行きたいって言ってた？」

　そんなことかと一息つき、俺はうなずいた。

「ああ、また行きたいって。それと、美み甘かものねこみみ姿もまた見たいってさ」

「……そう」

　ねこみみ姿という言葉にまた突つっかかってくるかと思ったが、美甘はそうすることもなく、伏ふし目めがちに少しの間なにか考えるように黙だまり込こんだあと、やけに真しん剣けんな眼差しをこちらに向けて言った。

「紗雪、他になにか言ってなかった？」

「なにかって？」

「仕事のこと、とか」

　語尾を微かすかに濁にごし、美甘の表情が曇くもる。

　俺はそれを確認すると、彼女に体を向けた。

「なにか、あったのか」

　その問いに、美甘は小さく首を振った。

「……なにもない。でも最近、あの子、仕事のこと、私が訊きいてもなにも話してくれないから……もしかしたら、そのことでなにか悩んでるのかなって思っただけ」

　そう話す美甘は涼すずしげな目をしていて、しかしどこか寂さびしそうにも見えた。

「佐さ倉くら、仕事をがんばりたいって言ってた」

　俺の言葉に、美甘が顔を背ける。

「あと、もう誰だれにも迷めい惑わくはかけたくないとも」

「……そう」

　美甘は微かに思おもい詰つめたような表情を見せたかと思うと、それからすぐに顔を上げ、なんのこともなさそうにしてさらっと言った。

「そう、わかった。じゃ、さっさとヘルカちゃんのところに行ったら？　さっきからずっとドアのところで待ってるわよ」

　美甘が俺を引き止めていたんだろ、というセリフはグッと飲み込み、俺はドアに向いた。

　しかし、そのときなぜか不安になって、もう一度美甘に声をかける。

「佐倉は、美甘と同じモデルの仕事をやってるんだろ？」

　その質問に、美甘は弱気な瞳ひとみで、今にも覆くつがえされてしまいそうなほどの自信のない笑みを向けてうなずいた。

　俺おれはそんな美み甘かもにうなずき返すと、その彼女の笑みから逃にげるようにして、ヘルカのところまで駆かけ寄よった。

「シュウくん！　遅おそいよ！」

「悪い悪い」

　それから俺は母の作った手作り弁当を片手に、ヘルカとの昼食タイムに出かけた。




　中庭のベンチでヘルカとふたりお弁当を食べていると、校舎から小さ夜よ子こが出てきた。

　小夜子はこちらに気がついていない。

　しばらくその姿を目で追っていると、購こう買ばいのパンをちょこんと手に提さげている小夜子は、近くの自じ販はん機きの前まで行き、ポケットから小こ銭ぜに入いれを取り出すと──いったいどういう開け方をしたらそうなるのかわからないが──その場に小銭を盛大にぶちまけた。偶ぐう然ぜん、近くを通りかかった男子生徒に一いつ緒しよに拾ってもらったあと、小夜子はペコペコ頭を下げてお礼を言う。それから自販機へ向き直り小銭を入れようとするも、しかし小銭は手からすり抜ぬけ地面へと落下し、そのまま自販機の下へと吸い込まれてしまった。しばらく親指の爪つめをかみかみしながら呆ぼう然ぜんと固まる小夜子。なんとも不ふ憫びん極まりない光景である。なんだかチャップリンの映画のワンシーンでも見ているようだ。

　そのあと小夜子は、その悲しい一部始終を誰だれかに見られてはいやしないかと、辺りを見回し始める。そこでようやく、彼女がこちらに気がついた。

「俺が買おうか！」

　遠くからでは親指をしゃぶっているようにしか見えない小夜子に手を挙げて言うと、彼女は悔くやしそうにムッとこちらを見み据すえてから、突とつ然ぜんどこかへ走り去ってしまった。結局自販機に太た刀ち打うちできず、なにも買えないまま去ってしまった小夜子がそれはそれはあまりにも不憫だったため、俺は立ち上がると自販機まで行き、お茶か牛乳か迷った結果、〝カルシウムをもっと摂とれ〟という意味も込めて牛乳を買ってベンチに戻もどった。

「小夜子ちゃんに？」

「うん、食べ終わったら持ってくよ」

　牛乳をヘルカとの間に置くと、ヘルカはそれに視線を落としながら、少し自信なさげにそわそわとした様子で訊きいてきた。

「ぼくも、一緒に行っていいかな……？」

　どうもヘルカは自分が小夜子に嫌きらわれているかもしれないと恐おそれているようで、そんなことを寂さびしそうに訊いてくる。たしかに小夜子はあんな態度を取りっぱなしだが、ヘルカのことが嫌いであんな態度を取っているのではないと思う。小夜子はしょっちゅうヘンなタイミングで拗すねるけれど、人を嫌うなんてこと、するような子ではない。

「うん、一いつ緒しよに行こう」

　俺おれが紙パックの牛乳をヘルカに渡わたすと、ヘルカはそれを両手で受け取り、「キュッラ！」と嬉うれしそうに笑った。

　やっぱり小さ夜よ子こにはヘンな意地を捨ててもらってヘルカと早く仲良くなってほしい。

　俺は隣となりで嬉しそうに牛乳を持つヘルカの、その濁にごりない笑顔を見てそんなことを思った。

　それからヘルカは、早く小夜子に牛乳を渡しに行きたいのか急いでお弁当を食べ終わると、光の速さでお弁当箱をシュシュシューッと包み、ササッと立ち上がった。

「シュウくん、早く早く！」

　あまりにもヘルカが急かすので、俺はお弁当と箸はしを持ったまま立ち上がり、そのまま弁当を食べつつ小夜子を探すことになった。立ち食いならぬ歩き食いである。我ながら驚おどろくべき妙みよう技ぎを披ひ露ろうしてしまった。

「どこにもいないね、小夜子ちゃん」

　そのあと部室、食堂、屋上、小夜子のクラスにも行ってみたのだが、小夜子の姿はどこにも見当たらなかった。小夜子はいつも部室でお昼を食べていたのだが、どういうわけかそこにもいない。

　仕方がないのでもう諦あきらめようと俺が言うと、ヘルカは急にムキになったようにして、「エイ！　ちゃんと小夜子ちゃんに渡すんだから！」と、どんどん廊ろう下かを歩いて行ってしまう。

「飲み物がなかったら、小夜子ちゃんの喉のどが詰つまっちゃうよ！」

　俺は、それは大変だ、小夜子の買ったパンの生地がパサパサしていないことを願う……と、小夜子の無事を心で祈りながらヘルカのあとをついて行こうとした。

　そのとき、ふと視界に裏庭が入る。少し戻もどって、そこから俺は窓の外に小さく広がる、人ひと気けのない、誰だれからも忘れ去られたような裏庭に目を落とした。

　小夜子の姿を見つける。

　小夜子は寂さびれたベンチで肩かたを小さくし、ひとりぼっちでもくもくとパンを食べていた。

「シュウくん、早くしないとお昼休み終わっちゃうよ！」

　止まっている俺のところまでヘルカが引き返してくる。

「ヘルカ。小夜子、いたよ」

「えっ？」

　ヘルカも俺の視線の先を追って裏庭に目をやった。

「……シュウくん」

　ひとりぼっちでパンを食べている小夜子を見て、ヘルカは声の調子を少し落とし、ゆっくりと目を下に向けた。そのときヘルカがなにを想ったのかはわからない。だけど俺はそのとき、ひどく胸が苦しくなって、そんな自分のことが無性に腹立たしく思った。

　ようやく気がついたのだ。自分が小夜子の学校での居場所を奪うばってしまったということに。

　今までそんなこと思ってもみなかった。だけどよく考えたら、もしかしたらわかることができたかもしれない。小さ夜よ子こが学校で、いつもひとりぼっちだったということ。その孤こ独どくを唯ゆい一いつ和らげられる場所が、この学校で部室だけだったということ。

　昼休みにはいつも部室でひとり、お昼を食べていたということも知っていた。

　それなのに俺おれは、その場所を──。

　一いつ緒しよに部活をしているのに、なんでそんなことに気がつかなかったのだろうか。

「シュウくん……ぼく」

　そうだ、あの部室は小夜子にとって唯一の癒いやしの場所だったのだ。俺と同じように、小夜子にとってもあの部室は、学校の中で唯一安らげる憩いこいの場所だったのだ。そしてそんな空間を、俺はなんにも気づかないで、ぶち壊こわしてしまいそうになっているのかもしれない。

　見てみろ、俺はすでに小夜子を追い出してしまっているじゃないか。

　だから小夜子は、あんなところでひとり寂さびしくお昼を食べているんだ。

「ぼく、やっぱり」

　だけど、だったらなおさら……このままではいけないのだ、きっと。

「やっぱり牛乳、シュウくんだけで──」

「ヘルカ、牛乳、小夜子に渡わたしに行こうぜ」

「……えっ？」

　俺は牛乳をこちらに寄こそうとするヘルカの手を押おしとどめると、ヘルカの手を引っ張って小夜子のいる裏庭へと向かった。

　部室は学校でひとりぼっちの小夜子の唯一の居場所だった。

　それならなおさら廃はい部ぶにしては……廃部にして、その場所をなくしてはいけない。

　毎日あんな寂しい場所でお昼を食べさせるわけにはいかない。

　小夜子にとってこれはすこし酷こくかもしれない。しかしそれでも、その大切な居場所をなくさないために、そしてひとりぼっちをやめるために、やっぱりヘルカは必要なのだ。

「シュウくん、ぼく、自信ないよぉ！」

「だいじょうぶ、きっとどうにかなるさ！」

「でも、でも、ぼく、どうしたらいいのかわからない！」

「俺もだよ！」

「シュウくん、ノープランだぁ～！」

　走る俺の後ろでヘルカが情けない声をあげた。

　まさにその通り、ノープランだった。

　しかし、それでも俺はどうにかなると信じて裏庭に走った。

　いや、どうにかするしかないのだ。

「小夜子！」

　肩かたを小さくして、ひとりでパンを食べている小さ夜よ子この背中に声をかけ、彼女の前にヘルカを放り投げる。

　突とつ然ぜん後ろから声をかけられ驚おどろいた様子の小夜子は、その瞬しゆん間かんびっくりしてパンを喉のどに詰つまらせた。顔を赤くし、涙なみだ目めで足をパタパタさせる。

　そんな、こちらの期待を裏切ることなく見事に喉を詰まらせてくれた小夜子を確認すると、俺おれは即座にヘルカへと叫さけんだ。

「ヘルカ、今だ！」

　俺の声に、まさに絶好のタイミングでヘルカが小夜子に牛乳を渡わたす。

「小夜子ちゃん、ぼくの牛乳飲んで！」

　盛大に誤解を招きそうな言い方でヘルカが牛乳を渡すと、小夜子は顔を真っ赤にしながらそれを受け取り、ストローを突つき刺さして、すぐさま喉に詰まったパンを一気に流し込んだ。

　危き機き一いつ髪ぱつである。

「な、なんで……どうしていきなり」

　牛乳を飲んで呼吸を整えた小夜子が混乱したように尋たずねてくる。

　俺はここぞとばかりにヘルカを前に出して言った。

「ヘルカが、小夜子がパンを喉に詰まらせたら大変だから牛乳を届けたいって言ってね」

「シュウくん……」

　ヘルカが振ふり返かえって俺を見た。

「……あ、ありがとう、ございます」

　しかし、小夜子は相変わらず気まずそうにして伏ふし目めがちに言った。

「う、うぅん……」

　ヘルカも少しだけ緊きん張ちようしながら頭を振る。

　これでお互たがいに仲良く事が収まってくれればいいのだが、やはり一ひと筋すじ縄なわではいかないようだ。

「そ、それじゃあ私……教室戻もどるね」

「えっ、もう行くのか」

　パンの包装紙をたたみ、小さな袋にしまう小夜子に声をかける。

「小夜子、今日、部活来るよな」

　さっと立ち上がった小夜子に言うと、小夜子は黙だまってこくんとうなずき、それっきり裏庭から去っていってしまった。

「……シュウくん、ありがとうだよ」

　静かになったベンチを見て、ヘルカがぽつりとつぶやく。

　それからこちらに振り向くと、またいつものエンジェルスマイルを浮うかべて言った。

「ぼく、小夜子ちゃんと仲良くなれるようがんばるね！」

　がんばれ、北ほく欧おうから舞まい降おりた天使、ヘルカ・リントゥラよ。




　放課後、俺おれとヘルカが部室で笑みを崩くずさないまま、アットホームな感じで小さ夜よ子この訪れを待っていると、その数分後にドアが開き、小夜子が部室に現れた。

「やあ、小夜子」

「さ、小夜子ちゃん！」

　まるで温かな家庭のような笑顔で迎むかえ入いれる俺とヘルカに、小夜子は何事かと少々たじろいだものの、すぐにまたちょっとだけムスッとしたような表情を浮うかべて、スタスタと俺たちの向かいまで移動すると、鞄かばんから一枚の紙きれを取り出し、静かに俺の目の前に寄こした。

　見ると、それは退部届けだった。

「……えっ？」

　状じよう況きようが摑つかめず、笑顔のままアホみたいに尋たずねると、小夜子は俯うつむき、こちらと目を合わせないまま小さくつぶやいた。

「私、写真部やめる」

　瞬しゆん間かん、俺とヘルカの顔が劇げき画がチックに驚きよう愕がくの表情を見せる。無論、背景には集中線がこれでもかと言うほど入りまくりである。〝ピシャーン！〟と雷らい鳴めいが響ひびき渡わたるのである。

「……じゃあもう、私、帰るから」

　集中線を背景に添そえたまま、俺とヘルカが固まっていると小夜子がドアへ行ってしまう。

　このまま日暮れまで……いや、明日の朝まで固まったまま一夜を過ごしてしまうという高等ギャグを成なし遂とげることもできたが、しかしそれではいかんと、俺は仮面のように張り付いた驚愕の表情を崩ほう壊かいさせ、小夜子の腕うでを摑つかんだ。

「小夜子、なにもやめることはないだろ」

　すると小夜子は俺の手を静かに解ほどいて言った。

「修しゆう一いちくんがいけないんだから……他の女の子とばかり一いつ緒しよにいて……私と部活のことなんて放りっぱなしで……」

「え？」

　口ごもっているので聞き返すと、小夜子は目をぎゅっと瞑つむって大声で言った。

「修一くんは、いつもいつも可愛い女の子が好きなんだもんっ！」

　ちょっと日本語が怪あやしい小夜子の叫さけびに俺は一歩退いてしまう。

　……ま、またこのパターンか！

「修一くんは、美み甘かもさんたちといるとき、いつも嬉うれしそうに叫んでるし……」

　あれは悲鳴なんだが。

「休みの日だって、美甘さんたちとデートしてるし……」

　それも強制なんだが。

「それで、今度は部活に外国の可愛い女の子連れてくるし……」

　しかし男の子なんだな。

「修しゆう一いちくんは、やっぱりいつも可愛い女の子と過ごしたいんだよっ！　えっち！」

　そう言って小さ夜よ子こは勝手に決めつけた俺おれの気持ちを叫さけび散ちらすと、そのまま振ふり返かえってドアにぶつかって尻しりもちをついた。

「おいおい、なんだよそのコメディ映画の定番みたいな動きは……だいじょうぶか」

　お尻をついて動けないでいる小夜子に手を貸すと、小夜子はその手を摑つかみちゃっかり立ち上がってから、俺の手を払はらった。

「修一くんのせいだよ」

「うん、そういうことにしておこう」

「じゃあ、私、もう帰るからっ」

　今度、小夜子はドアにしっかりと手をかけたのを確認してから部室を出て行こうとする。

「小夜子、だからちょっと待ちたまえよ」

　先ほどとまったく同じ動きで俺は小夜子の腕を摑み、彼女を止めた。

「小夜子は、俺がヘルカ……美少女を連れてきたことに嫉しつ妬としているんだな？」

　ズバリ言ってしまったが、いやここは単刀直入にズバズバ切り込んでいかなければ話は進まないと心を鬼おににする。

「……違ちがうもん」

　ここに来てまだ頑かたくなに認めない小夜子ちゃん。

「じゃあ、なんだよ」

　訊きくと、小夜子はぎゅっと拳こぶしを固めた。

「修一くんが、可愛い女の子に囲まれてヘラヘラしてるのがいけないんだもん」

　……なんだろう、俺ってもしかして周りからチャラ男的な感じで見られてる？

　ま、まあいい。とにかく小夜子は嫉妬しているのだ。そういうことにしておこう。

「しかし小夜子よ、俺は可愛い女の子に囲まれては……い、いるかもしれないが、だがしかし、ヘラヘラはしていないだろう。よく見てくれ、俺はいつも苦境に立ち向かう戦士のごとく、それはそれは勇ましく険しい顔をしている」

　小夜子が俺の顔を見上げる。

　俺は張り切って自分の思う勇ましく険しい顔をしてみせた。

「どうだ、この頑に女を拒こばむような勇ましさ。みなぎる漢おとこ気ぎ。溢あふれ出でる男らしさ！」

　まさしく雑念を振り払い、武の道を究めた究極の男らしさ〝ＢＵＳＨＩＤＯ〟といった表情をキリッと見せつけていると、しばらくして突とつ然ぜん、なにかやわらかい幸せいっぱいの感かん触しよくが俺の手を覆おおった。

　こ、この感触は……ヘルカのおてて！

「はぁうぅん」

　思わず男が発したら気持ち悪さ全開であろう吐と息いきをなんの躊躇ためらいもなく声に漏もらしてしまう。

　そして、今の俺おれはたぶん超ヘラヘラしているだろう！

「ほらね、修しゆう一いちくん、いやらしい顔しちゃって」

　そう言うと、小さ夜よ子こはヘルカの手を離はなした。

　どうやら小夜子がわざとヘルカに俺の手を握にぎらせたらしい。なかなかできる奴やつだ。

「仕方があるまい、小生も男である」

　もはや弁解する気もないので開き直ってみる。今の俺の顔ほど男らしいものはない。

「私は、そういう修一くんが見たくないのっ」

「でもな小夜子」

「もういいよ、修一くんはヘルカさんとお幸せに！」

　なんだその、俺がヘルカと結婚でもするかのような捨てゼリフは……。

「ぼくが、シュウくんと結婚？」

　ヘルカも同じようなことを考えたのか、ほけーっとしている。

「ま、待て……俺とヘルカは結婚できない！」

「えっ」

「えっ」

　ふたりが同時に声をあげた。小夜子は突とつ然ぜんなにを言っているんだといったような声で、ヘルカはうそ、どうしてぼくと結婚してくれないの、といったような声だ。

　なんだかもう収集がつかないほど混こん沌とんとしてきたが、ここまで来たら突つっ走ぱしるしかない。

「小夜子、もうこの際だから言ってしまおう」

　俺は小夜子にそう言ったあと、ヘルカに耳打ちをした。

　ヘルカは快く承しよう諾だくしてくれた様子で、可愛らしく親指をピシリと立ててうなずいた。

　場の空気が変わるのを感じ取ったのか、小夜子が息を吞のむ。

「小夜子、おまえはさっきからヘルカのことを可愛い〝女の子〟、可愛い〝女の子〟と連呼しているが……しかしヘルカは──」

　俺はゆっくりと深呼吸をし、一いつ瞬しゆんにして固まった場の空気を打うち砕くだくかのようにして衝しよう撃げきの事実を口にした。

「ヘルカ・リントゥラは、可愛い男の子なのだ！」

　その瞬しゆん間かん、全米が震しん撼かんする気配を感じた。あまりの衝撃に俺の顔に集中線がほとばしる。

　しかし、現実世界に目をやってみると、小夜子はポカーンと魂たましいを抜ぬかれたような顔で突っ立っているだけであった。

　これ以上場が持ちそうにないので、続けよう。

「ヘルカはこんなに可愛いが、しかし、男の子なのだ」

　ちらりとヘルカのほうを見る。

　イマイチ反応の良くない小さ夜よ子こを見て、ヘルカは諦あきらめちゃいけないと言わんばかりに、にこやかな可愛らしい笑みを浮うかべて口を開いた。

「そうだよ、ぼく、実は男の子なんだよ！」

　そう言ったヘルカを見て、小夜子はまだ呆あつ気けにとられていたが、そのあとすぐに正気を取とり戻もどすと俺おれのほうを見て焦あせったように言った。

「そ、そんなことあるはずないよ。ヘルカさんはどう見ても女の子だし……き、きっと修しゆう一いちくんに無理やり言わされてるんだよっ、そうに違ちがいないよ！」

　たしかに、小夜子の反応が正しい。だがきっとヘルカは男なのだ。俺の体は噓うそをつかない。

　しかしそれを小夜子にわからせるためには俺が美少女アレルギーであると言う必要がある。

　けれども、今の混乱状態の小夜子にこれ以上の混乱を招くような種を与えるのは余計に事態をややこしくしてしまうし、第一に美少女アレルギーだと素直に信じてもらえるという確証もない。

　ここはなにか、ヘルカが男であるという証しよう拠こを見せなければいけない。

　ヘルカが男だと証明する方法……なにかないものか。

「そうやって、ふたりで私をからかうんだっ」

　小夜子がぷんすか怒おこり、やはり部室から出て行こうとするのを俺は止めた。

「小夜子、信じてくれ。ヘルカはこんなに可愛い天使みたいな容姿をしているが、本当に男の子なんだ」

「シュウくん、ぼく、天使みたいに可愛いの？」

「あ、ああ……天使みたいに可愛いよ、ヘルカ」

「もう、見せつけないでよっ」

　小夜子の怒いかりゲージが順調に溜たまっていく。

「小夜子ちゃん、でもぼく、本当に男の子なんだよ？」

「うそうそ、うそだもん。そんなこと絶対に信じないっ」

　小夜子はそう突つっ返かえしながら、涙なみだ目めでヘルカを見た。

「だってヘルカさん、女子の制服着てるじゃん！　男の子だったら、着ないよっ」

　さっきから小夜子が正論しか言わなくて困る。

「そ、そうなんだが、いわゆる男の娘……とかいうやつで」

「それはアニメとか、そういうお話の中だけの話でしょ！」

　たしかに、たしかにそうだ……そうなのだがしかしそんなファンタジーを地で具現化してしまっている人物が今まさにこの場にいるのだ。しかもふたりほどな。

　まったく世の中、どうかしちまってるぜ。

「なら小夜子、どうしたらヘルカが男だということを信じてくれる」

「どうしたらもこうしたらも、ヘルカさんは女の子にしか見えないよ」

「ふーむ、これは困ったぞぉ……」

　困った困ったと、俺おれがチンパンジーのように頭を抱かかえていると、ピコーンとなにか良い案が浮うかんだのか、隣となりのヘルカがこんなことを提案した。

「じゃ、じゃあ小さ夜よ子こちゃん。ぼくが男の子の制服を着たら信じてくれる？」

　ヘルカ自身が女の子にしか見えないのだからあまり意味がなさそうな気もするが、とにかく今はできることを試してみるしかない。

「……うん」

　小夜子もうなずいてくれたので、さっそく話を進めようと俺はヘルカに尋たずねる。

「それでヘルカ、そうは言うが、男子の制服なんて持ってるのか？」

　そう尋ねると、ヘルカは俺の体をまじまじと眺ながめてから、次に顔を見つめて言ってきた。

「シュウくんの制服……貸して？」

　にこにこと微ほほ笑えみながら、これまたキュートに首をかしげるヘルカ。

　こんな美少女に「貸して？」なんて言われた日には、それはもう、もう貸すしかないだろう！

「君たち、向こうを向いていたまえ！」

　言って、俺はもうなにを考えることもなくその場で制服のボタンを外し始めた。

「ちょ、ちょっと修しゆう一いちくん！」

「シュウくん、大だい胆たんだぁー！」

　照れる小夜子と楽しんでいるヘルカを目の前に、俺は容よう赦しやなく制服を脱ぬいでいく。

　そしてベルトが外れズボンがバサリと下へ落ちた瞬しゆん間かん、部室のドアがガチャリと開く！

　我らが顧こ問もん・古こ場ば先生のご登場である！

「む、向むか井い、おまえは……おまえはこんな夜も更けぬうちから……あれほどそういうことは自分たちの家でやれと言っただろうに！　しかもふたり相手とはぁ！」

　頭の血管を浮うき上あがらせ、とうとう三度目の正直と言った様子で古場先生が声をあげる。

　向井修一は言い訳をする暇ひまも与えられず、そのままパンツ一丁で生徒指導室へと連行されていったのであった。




「やっぱり、女の子にしか見えないっ！」

「そ、そんな……」

　あれからパンツ一丁のまま連行された俺は、生徒指導室で高校生の健全な在り方についてみっちりとお説教を喰くらったあと、どうにか古場先生の誤解を解き部室に戻もどった。部室では小夜子と男子用の制服を着たヘルカがパイプ椅い子すに座って俺の帰りを待っていた。

　そして開口一番、小夜子の口から出た答えが「やっぱり女の子にしか見えないっ！」である。

　俺のこの一時間の苦労はその小夜子の一言でいとも簡単に水すい泡ほうに帰きした。

　嗚あ呼あ、報われぬ、報われぬ。

「じゃあシュウくん、ぼく着き替がえるから、外で待っててね」

　部屋から追い出され、部室のドアをバタンと閉められる。

　俺おれは未だにパンツ一丁のまま、どうすれば小さ夜よ子こが信じてくれるか深く考え込んだ。

　しかしそのすぐあとで、部室から小夜子も出てきた。

「なんだよ、そんな焦あせったように出てきて」

「だ、だってもしも本当にヘルカさんが男の子だったら……その、た、大変だから」

　その大変という言葉が果たしてモノを指しているのかシチュエーションを指しているのか、詳くわしく問とい質ただしてみたかったが、小夜子が赤面して帰ってしまいそうなのでやめた。

「もしかして、さっき俺がいないときもヘルカが着替えてる間、部室から出てたのか？」

　こちらから目を逸そらし、こくりとうなずく小夜子。

「なんか矛む盾じゆんしてないか小夜子よ。ヘルカは女の子にしか見えないんだろ？」

「だ、だから……もしもの場合って言ってるじゃん」

　小夜子は俺のほうには一切顔を向けずに答える。

「女の子にしか見えないなら、そのもしもなんて考えなくてもいいはずなんだけどな」

「……修しゆう一いちくん、いじわる」

　小夜子はポツリと漏もらすと、向こうに顔を背けたまま、パンツ一丁の俺の隣となりにそっと腰こしを下ろした。

「というか小夜子、俺が話してるときくらいこっち見ろよ」

「……やだ」

　その拒きよ絶ぜつしたような言い方に、胸が急に不安に搔かき立たてられる。

「そ、そんなに俺のこと……嫌きらいか」

　返事をしない小夜子の頭に、俺はもう一度続けた。

「俺の顔も見たくないほど、なのか……」

「……違ちがうよ」

　ぐったりと項うな垂だれる俺に、小夜子が言いにくそうに顔を下へ向ける。

「だって修一くん、パンツ一丁じゃん」

「…………」

　あはは、そうだね。俺、パンツ一丁だったね。恥はずかしいね。ごめんね。

「……どうだい、このねこちゃんパンツ、いいだろぅ？」

　ボソッと俺が自分の下半身に向けて語りかけていると、聞こえていないのか、小夜子がふと口を開いた。

「……修一くん」

「ん」

「修しゆう一いちくんは、どうしてここまでして私を止めるの？　やっぱり廃はい部ぶが嫌いやだから？」

　本当のことを知りたい。だけどやっぱり本当のことを知ってしまうのが怖こわい──そんな迷いが入り交じったような声色で、小さ夜よ子こは静かに尋たずねてきた。

　俺おれはしばらく答えないで、ゆっくり口にする言葉を考える。

　ヘルカも入ったばかりだし、せっかくあんなにがんばって学校に貢こう献けんしたというのに、このままみすみす廃部になってしまうのは嫌だ。それでは今までの苦労が無む駄だになってしまう──もちろん、そんな理由もある。

　だが、それもあるのだけれど、だけど元を辿たどれば、俺がこの部を廃部にしたくなかった一番の理由は、俺にとってこの場所が唯ゆい一いつの癒いやしの場だったからなのだ。ここにいるときが学校での唯一の安らぎ。ここで小夜子と過ごす時間だけが、俺の癒しパートだったからだ。

　だから、その空間を失いたくなかった。理由なんて、それだけだ。

　そしてきっと、小夜子も同じ。だから俺は小夜子を引き止める。

　そうしないと、廃部を阻そ止しする意味がなくなってしまう。

　形は変わっても、この部室は俺にとっても小夜子にとっても、そしてこれから入るヘルカやまだ見ぬ新入部員にとっても安らぎの場でなければならない。それは部長としてではなく、ともに高校生活を送る友人として、俺はこの部室がそんな空間であってくれればいいと思うし、そんな部室を築いていきたいと思う。

　学校に居場所がないときに、やさしく迎むかえ入いれてくれるような部室があれば、きっとそれは幸福なことなのだ。

「……小夜子が止めてほしそうな顔してるから、かな」

　ようやく俺が口を開くと、小夜子は急に泣き出しそうな顔をして目を瞑つむったまま俺の頭をポカポカと叩たたいてきた。

「どうしてそうやってすぐにいじわるなこと言うのっ」

「いて、痛い……事実を述べたまでだ」

「だからって、いちいち言わなくてもいいのにっ」

「それは小夜子が訊きいてくるから」

「さっきだって修一くん、私にいじわるなこと言ったし！」

「なんだよ、さっきって」

「言いたくない！」

　ぷんぷん怒おこる小夜子。おそらく先ほどのいじわる発言とは俺が小夜子に、本当は美少女に嫉しつ妬としているのだな、と言ったことだろう。あれは俺もいろいろと心苦しくは思うが、しかし話を進めるためにはそれしか方法がなかったのだ。どうかパンツ一丁という恥はずかしい格好でここ一時間ちょっとを過ごし続けているこの俺に免めんじて許してほしい、小夜子ちゃん。

「それで修一くんは、その、ヘルカさんが男の子だっていう……しょ、証しよう拠こを……見たの？」

　俺おれが小さ夜よ子こに心の中で土下座をしていると、小夜子はまたそっぽを向いて唐とう突とつにとんでもない質問をぶちかましてきた。これは非常に大変な質問である。どう答えても俺が変態になる未来しか見当たらない。

「いや、そのだな、そういう証しよう拠こというモノは見たことないが……だけどわかるんだ、俺には」

「答えになってないよ」

　ちくしょう、だって……だってなんて答えたらいいかわからないよぉ！

　しかし考えてみれば、俺もアレルギーの反応が出ないだけで、その他にヘルカが男である直接的な証拠は見たことがない。……いや、そんな見たいというわけではないが、アレルギー反応が出ないということ以外は俺も小夜子とまったく同じで、ヘルカの自己申告に依い存ぞんしているばかりだ。だから俺も、ヘルカのことはまだ確実に信じきれてはいない。もしかしたらヘルカはアレルギーが出ない特とく殊しゆな美少女なのかもしれない。

　まあ、それはそれで全然ありなのだが。

「はい、お待たせ！」

　部室のドアが開くと、そこにはセーラー服に包まれたいつもの可愛らしいヘルカがいた。

　そして、俺が立ち上がるより先に小夜子は立ち上がると、部室の中から俺の制服をポイポイ外に投げ捨てドアを閉める。

「着たら、入ってきて！」

　えっ、なんか逆じゃね？　普ふ通つう、裸はだかの俺が中で着るんじゃね？　……え？

「まったく、とんでもない骨折り損のくたびれもうけだぜ」

　俺はしぶしぶ、散らばった制服をかき集めるとワイシャツから順に、廊ろう下かでセクシーに制服を着ていった。

「入れてくれ、俺はもう裸じゃない！　赤ん坊のように裸だったあの頃ころの俺はもういないんだ！」

　それから制服を身に纏まとい終おえた俺は、そう叫さけび散ちらしながら部室のドアを叩たたいた。

　部室のドアはすぐに開き、そして中から恥はずかしそうに唇くちびるを結んだ小夜子が出てきたかと思うと、俺の制服を摑つかんで引っ張り込み、勢いよくドアを閉めた。

「恥ずかしいよ、修しゆう一いちくん！」

　なにかひとり恥ずかしがっている小夜子をスルーして俺は立ち上がり、制服の埃ほこりをはたき落としながら言った。

「……さて、信じてもらえただろうか？」

　まったく証拠という証拠を提示できていない現状でその質問をしてみると、案の定小夜子はムキになっているのか、ふるふると頭を振ふった。

　そのあとも、俺は小夜子にどうにかヘルカが男である証拠を見せることができないかとがんばってみたが、ヘルカの発する歌声は完全に女の美声だし、なぜか途と中ちゆうでヘルカがカチューシャを付けて女子力をアップさせてしまうしで、もはや絶望的だった。

　しかしそれでも俺おれは、本当にヘルカが男であるならなにか生理的な男の機能が体のどこかで働いているはずだと隈くま無なくヘルカの体を眺ながめ続つづける。だがすね毛もなければ腕うで毛げもない、もちろんヒゲなんてあるわけねえ。ヘルカの素す肌はだは全身トゥルットゥルのすべっすべだった。

「どうすればいいんだ……」

　絶望にひれ伏ふす俺に、ヘルカも小さ夜よ子こも気の毒そうに立たち尽つくしている。

　俺はそれでもまだ頭の中で男、男、男……と繰くり返かえし唱え続けた。

　そして、いよいよ辿たどり着ついてしまったのだ。

　それをやれば確実にヘルカが男か女かわかる、その最終手段。禁断の奥おう義ぎに。

「やるしかないんだ……もう、俺は」

「しゅ、修しゆう一いちくん？」

　ひとりでぶつぶつなにかを言っている俺に、小夜子が心配そうに顔を窺うかがってくる。

「小夜子、すまん……だが、俺はもう……」

「シュウくん、だいじょうぶ？」

「ヘルカ、ちょっと耳を貸してくれ……」

「ノ？　いいよ？」

　そして俺はその最終手段とやらをヘルカに話す。

　ヘルカはそれを聞くと、こちらに背を向け、ゴソゴソとなにやら怪あやしい動きをしたあと振ふり返かえり、妙みように顔をツヤツヤと張り切らせて腰こしに手を添そえ、ドンと構えた。

「準備オッケーだよ、シュウくん！」

「修一くん、ねえ、どうしたの？」

　それから俺は、心配そうな表情でこちらを見てくる小夜子に「これしかないんだ」とつぶやくと決心し、息を大きく吸い込んだ。そして──

「う、う……うおおおおおおおおおああああああッ！」

　瞬しゆん間かん、俺は雄お叫たけびをあげながらその場に立ち上がると、息もつかせぬ速さで小夜子の手を握にぎり、ヘルカの肩かたを摑つかみ、そしてその禁断の最終手段へと強行突とつ破ぱした。

「うおおおおおおおおおああああああッ！」

「へ？　えっ、ちょ、ちょっと、修一くん──きゃあっ！」

「シュ、シュウくん──あんっ！」

「うおおおおおおおおおああああああッ！」

　俺の右手に摑まれている小夜子の手が俺の左手にいるヘルカの股こ間かんへとダイレクトアタックを決め込む。小夜子の驚きよう愕がくに満ちた声と、ヘルカのちょっと色っぽい声が部室に轟とどろいた。

　かくしてその瞬間、俺、向むか井い修一はついに本物の変態へとメタモルフォーゼしたのである。
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　そして、伝説へ──。




「す、すまんヘルカ！　小さ夜よ子こ！」

　俺おれはヘルカと小夜子、ふたりに土下座をした。これ以上ないほど頭を床にこすりつけ、もう摩ま擦さつ熱ねつで前まえ髪がみが焼けてしまうのではないか、いやそれでも構わないといった勢いでぐりぐりとこすり続ける。

「いいよ、だいじょうぶだよ、シュウくん！」

　ヘルカはちっとも怒おこる気配すらなく、朗ほがらかに笑っている。

　小夜子を見ると、やはり手を股こ間かんに突つっ込こんだときのまま、その驚きよう愕がくの表情からなにかに触ふれたと思われる手の位置までまったく微び動どうだにせず固まっていた。

「だって、これで小夜子ちゃんにぼくが男の子だって、わかってもらえたと思うから！」

　ヘルカが笑ったままそんなことを言った。

「さ、小夜子……」

　俺は固まっている小夜子に恐おそる恐おそる尋たずねてみる。

「ど、どうだった……」

　すると小夜子は、その氷こおり漬づけにされた体が解かい凍とうされていくかのようにゆっくりとこちらへ顔を振ふり向むけると、わなわなと震ふるえるように、小刻みにカクカクとうなずいてみせた。

　どうやら本当に、ヘルカのおまたにおてぃんてぃんがあるらしい……。

　小さ夜よ子このあのリアクションぶりを見れば、これはもう信じざるを得ない。

　それがわかったところで、ようやく俺おれは訊きいてみる。

「そ、それで小夜子……ヘルカが男の子であると、信じてくれたか？」

　カクカクカクカク。

「ヘルカは美少女だが、女の子ではなく、男の子……なんだな？」

　カクカクカクカク。

「これでもう、小夜子の心配ごとは消えた……な？」

　カクカクカクカク。

「よ、よし……それじゃあ退部届けは破らせてもらう」

　そう言って俺が退部届けに手を伸ばした瞬しゆん間かん、小夜子がその場にバタンキュー。

「シュ、シュウくん、小夜子ちゃんが倒たおれちゃった！」

「なんだと！　ヘルカ、この退部届けを破ってくれ！　俺は小夜子を保健室に連れてく！」

「ヨー！　ビリビリに破っちゃうよ！」

「ビリビリにいっちゃってくれ、ヘルカ！」

　俺は小夜子を担ぎ、保健室へと走った。

　ヘルカは言った通り、小夜子の退部届けをビリビリに破ってくれる。

　こうして、俺たちは無事に小夜子を引き止めることができ、なにはともあれ、ようやく『一いち撃げき必ひつ撮さつ』の部員も三人となったのであった。




　保健室のベッドで横になっている小夜子になにか飲み物を買ってこようと、俺とヘルカが自じ販はん機きまで歩いていると、前方からメガましゅまろ──もとい、佐さ倉くら紗さ雪ゆきが今にも転びそうな危なっかしい走り方でこちらに向かってきた。手にはなにかのチラシを持っている。

「向むか井いさぁーん！」

「へっくしっ！」

　佐倉の姿を見て、くしゃみでお出で迎むかえをする。今日の彼女も無む邪じや気きで可愛い。

「向井さん、向井さん！」

　どこか興奮した様子で頰ほおを朱しゆ色いろに火ほ照てらせながら、佐倉が目の前にいる俺の名を連呼した。

「佐倉、そんなに急いでどこへ行くんだい」

「向井さん！　向井さん！」

「なんだい、佐倉」

「あっ！」

　佐倉は俺の名を嬉うれしそうに連呼していたかと思うと、今度はヘルカの姿を見てあわあわと焦あせり始はじめた。忙いそがしい子だ。

「あ、あの……もも、もしかして紗さ雪ゆき、あの」

「お邪じや魔までもないし、迷めい惑わくでもないよ」

　佐さ倉くらの言葉を先回りして答えると、彼女はどこかホッとしたように息をついて、ヘルカにぺこりとお辞じ儀ぎをした。

「さ、紗雪、佐倉ともーします！」

　ヘルカが外国の子だからなのか、それとも単にテンパって順序が逆になったのか、佐倉は苗みよう字じと名前を逆さにして自己紹介をした。

「紗雪ちゃん、ぼく、ヘルカ！　ヘルカ・リントゥラだよー！　よろしくね」

「は、はいっ……あ、紗雪は、あの、さ、佐倉紗雪っていいます！　よろしくお願いします！」

　そして二度目の自己紹介である。よし、今度は順番間ま違ちがえずに言えたな。えらいぞ、佐倉。

「それで、佐倉はそんなに急いでどこへ行くんだ？」

「あの、紗雪、優ゆう奈なちゃんを、さがしていたので！」

「美み甘かも？　美甘は今日はお昼で帰ったんじゃないのか、仕事があるとかで」

「えっ……あっ！」

　そこで佐倉はなにかを思い出したのか、口を大きく開けたまま動かなくなった。

「紗雪、きょおのおひるごはんのとき、優奈ちゃんに、いっしょに帰れないって、いわれていました……紗雪、すっかり、すっかりわすれてました！」

「もしかして佐倉、放課後ずっと美甘のこと探してたり……してないよな？」

「えへへ」

　照てれ臭くさそうに笑いながら、ぽりぽりと人差し指で頰ほおをかく佐倉。

　どうやら授業が終わってから延々と学校中、美甘のことを探していたらしい。

「どーりで、優奈ちゃん、みつからない、はずですね」

「そうだな。まあ、すっかり忘れてたなら仕方がないな」

「はい、紗雪、すっかりわすれてました！」

「それで、美甘になにか用事があったのか？」

　何時間も学校中を走りまわって、結局美甘が見つからなかったにも関わらず、佐倉は平気な顔をしてのほほんと笑い、手に持っていたチラシをこちらに見せてきた。

「花火大会？」

「花火大会！　すてき！」

　一いつ緒しよにチラシを覗のぞき込こんだヘルカが両手を合わせて目を輝かがやかせる。

「はいっ、紗雪、これに、優奈ちゃんを、さそおうと思ったんです！」

「なるほど、それで美甘を探していたんだな」

「はいっ！」

　そこで、佐倉がぴょんと一回ちいさく飛とび跳はねた。

「紗さ雪ゆき、優ゆう奈なちゃんや、向むか井いさんと、またみんなで、おでかけしたいから、いっぱい行きたい場所さがしてたんです。そしたら、花火大会をみつけて、それで、この日は、とぉーってもたのしくなるなぁって、思って、でも、優奈ちゃんいないので、また明日さそいます！」

　今、なんの脈みやく絡らくもなく佐さ倉くらが飛とび跳はねたのは、おそらく興奮のあまり体が無意識にとった行動に違ちがいない、そういうことにしておこう。

「おう。それにしても花火大会か。まだ六月だけど、なんだか夏が近づいている感じがして、ワクワクするな」

「優奈ちゃん、紗雪と花火大会、いってくれるかなあ」

　佐倉がちょっとドキドキした様子でもじもじするので、俺はうなずいて励はげました。

「佐倉から誘さそうんだ、そりゃ美み甘かもは大喜びさ」

「ほ、ほんとうですか？」

「ああ、だって美甘は佐倉のこと大好きだからな。佐倉大好きっこだからな、美甘は」

　すると佐倉は「わぁーい！」と嬉うれしそうに喜んだのだが、そのすぐあと、なぜか俺に謝ってくる。

「で、でも、でも、優奈ちゃんは紗雪より、向井さんのほうが、好きだと思うので！」

　それを聞いたヘルカが、そろりと顔を覗のぞき込こんでくる。

「シュウくん、すごいモテモテなんだ」

「いや、そういうわけじゃ……」

「はいっ、向井さんは、モテモテですっ！」

　もういいや。どうにでもなってしまえ！

「そ、それではっ、さゆき号、おうちに帰ります！」

　そう言うと、佐倉はまたいつものようにビシィッと可愛い敬礼をし、楽しそうにぴゅーっとどこかへ走り去ってしまった。なんという無む邪じや気きの塊かたまり。それにしても、さゆき号ってなんだ。地球号みたいなものか。

「紗雪ちゃん、おっぱい大きいね」

　去って行く佐倉の後ろ姿を見ながらヘルカは自分の胸をぺたぺたと触さわり始はじめる。

「いいなあ、ぼくも欲しいなあ」

　顔を真下に向けそんなことを言うヘルカは、今度は顔を少しこちらに向けて首をかしげたような上目づかいで俺を見てくると、ちょっぴりイタズラっぽい笑みを浮うかべながら、こんなことを訊きいてきた。

「シュウくんは、大きいほうが好き？」

　思わずヘルカから視線を逸そらす。

「い、いきなり、そういうことを訊くな」

「ねえ、シュウくんはおっぱい大きい子のほうが好き？」

「だから、そういうことはだな……」

「答えて、シュウくん。ぼく、シュウくんが大きいほうが好きって言うなら、がんばって大きくするよっ！」

「いやいや、ヘルカ、おまえ男だろ」

「男の子だけど、女の子だよ！」

　もういろいろと意味がわからなくなってくる。小さ夜よ子このあの反応を見ればヘルカが男だということはわかるはずなのに、そう頭で理解しようとしても心がドキドキしてしまうのは……新たな道が開きかけている証しよう拠こですか？

　そんなことを思いつつ、ふとヘルカに目をやると、ヘルカがスカートの中からいそいそとなにかを取り出していた。そして俺おれと目が合うなり、急いでそのなにかを後ろに隠かくし、ヘルカはイタズラが見つかった子どものようにペロッと舌を出すと、茶目っ気たっぷりに笑ってみせた。

「ぼくだって、もしかしたら大きくなるかもしれないんだよ？」

　いよいよヘルカの本当の性別が迷宮入りしてしまったのを目の前に、俺は半ばヤケクソになって答える。

「お、俺は……俺は……手に収まるくらいが好きなんだああああああッ！」

「シュウくん、大だい胆たんだぁー！」

「だけど大きいのも好きだあああああッ！」

「シュウくん、ぼくがんばるよおおおッ！」

「小さいのも好きだああああああああッ！」

「やったぁー！」

　そうして俺はおっぱいの大きさの好みを叫さけびながら、保健室で待っているぺったんこな小夜子のためにぺったんこなヘルカと一いつ緒しよに自じ販はん機きへと走って行く。

　そして走りながら、明日、佐さ倉くらが美み甘かもをうまく花火大会に誘さそえればいいなと思った。

　そうなるとまた、きっと俺も花火大会へと強制的に付つき添そうことになるのだろうけれど。

　だけど、まあいい。それで佐倉が元気になるなら、それでいいのだ。

　そんなふうに、そのときの俺は、そんな未来があたりまえに来るものだと思っていた。

　数日後の花火大会で浴衣を着て楽しそうに歩いている美甘と佐倉。そして俺はそんなふたりの後ろで、アレルギーに怯おびえながらもなんだかんだで楽しんでいるのだろうと。

　ずっと、そうなるとばかり思っていた──。




　それは、翌日の昼休みだった。

　その日は朝から心なしか胸むな騒さわぎのようなものを感じていた。

　そして、その胸騒ぎは無情にも的中してしまう。

「向むか井い、これ……」

　昼休み、小こ平だいらが深刻な顔をして一冊の雑誌を持ってきた。その雑誌の表紙に俺おれは見覚えがあった。いつアレルギーが発はつ症しようするかわからないと、俺は昔からそういったグラビア雑誌の類は視界から避さける習性を持っていたのだが、それでも朝から様々な場所で学校中の男子がその雑誌を見ていたため、嫌いやでも視界に入ってきて、無意識のうちに覚えていたのだ。

「小平、俺はこういうの読まないって知ってるだろ」

　また小平のいつもの押おしつけかと拒こばむが、小平はそれでもあるページを開いて見せてくる。

「いいから見ろよ、これ」

　いつものようにしつこく、だけど深刻な様子に俺は鳥とり肌はだ覚かく悟ごで目を開けた。

「……う、噓うそだろ」

　瞬しゆん間かん、案の定、鳥肌が立った。だがその鳥肌はいつものようなアレルギーによる鳥肌ではなく……そうだ、なにか底知れぬ恐きよう怖ふや、ショックを感じたときに立つ、気色の悪い鳥肌だった。

　小平の開いたページ。

　そこには、ほとんど裸はだかであるのと変わらないような水着で、破は廉れん恥ちなポーズをとっている佐さ倉くらの姿があった。

「向むか井い、おまえ、このこと知ってたか」

「……いや」

　目を疑った。信じられなかった。

　佐倉が、あの佐倉がこんな卑わい猥せつな雑誌に載のっているはずがないと、なにかの間ま違ちがいだと、そっくりさんが載っているだけなのだと信じて疑わなかった。

　だけど、そのうまく笑えていないような情けない笑みは紛まぎれもなく彼女のものだった。

「なんで佐倉が……」

　そのとき、このことを美み甘かもは知っているのだろうかと、そんな疑問が不意に脳裏を過よぎる。

　いや、知らない。知っているはずがない。あの美甘が知っていたら、こんなことを佐倉にやらせるはずがないのだ。

　そう結論づけ、俺がすぐさま、小平にこの雑誌を美甘には絶対に見せるなと、そう口を開きかけた瞬しゆん間かん──。

「み、美甘ちゃん……」

　……もう、遅おそかった。

　トイレから帰ってきたのであろう美甘がハンカチを手にその場で突つっ立たったまま、隣となりの席から俺の机の上の雑誌を呆ぼう然ぜんと見み据すえていた。まるで魂たましいが抜ぬけてしまったかのように、ショックのあまり言葉をなくし、ただただその場から雑誌の中の親友を虚うつろな瞳ひとみで見つめていた。

　美甘がゆっくりとハンカチをしまい、近づいてくる。

「み、美甘……これはきっと、たぶんなにかの間違いで」

「なによ、それ……」

「美み甘かも、佐さ倉くらにもなにか理由が──」

「なによそれ！」

　美甘がいきなり突つっ込こんできたので、俺おれは反射的に彼女を避よけようとのけ反ぞり、そのまま椅い子すから転げ落ちた。

　美甘の大声に小こ平だいらが、そしてクラス中が騒そう然ぜんとする。

「なんで……なに、なによこれ……」

　震ふるえる声で、美甘は独り言のようにブツブツと繰くり返かえす。

「み、美甘ちゃん、落ち着こう」

　我を取とり戻もどした小平が必死に美甘の肩かたに手をかけなだめようとするが、今の美甘に小平は見えていない。

「紗さ雪ゆき、なの……なんで、紗雪が、どうして……」

　それから美甘は不意に雑誌から顔を上げたかと思うと、突とつ然ぜん、クラスの隅すみで同じ雑誌を見ていた男子たちのところへ歩いて行き、手を出して言った。

「……それ、貸しなさい」

　初めは静かな声で。しかし、どこか喉のどの奥おくから絞しぼり上あげるような苦しそうな声で。

「えっ？」

「……だから、それ、その雑誌、早く私に貸しなさいって言ってるでしょ！」

　次に出された声は完全に震ふるえていた。怒いかりなのか、悲しみなのか、悔くやしさからなのか、あるいは全部からなのか。

　そして美甘は男子たちがその雑誌に手を伸ばす前に机の上から奪うばい取とると、その細い腕うでで様々な感情をぶつけるかのように力いっぱい、雑誌をぐちゃぐちゃにした。

　普ふ段だんとはまるっきり様子の変わってしまった美甘にクラスが未だ騒然としている中、不幸とはどこまでも続くものだと言わんばかりに、その声が教室に……美甘の耳に突つき刺ささった。

「優ゆう奈なちゃん、おべんとう、いっしょに、たべよ！」

　俺はそのとき、生まれて初めて神を本気で恨うらんだ。どうしてこんな残ざん酷こくな真似をするのかと、なぜ美甘の想いを傷つけるのだと、なんで今このタイミングなんだと悔しさに泣きそうになりながら歯を食いしばって拳こぶしを固く握にぎった。

「ゆ、優奈ちゃん、それで、あの、あのね、紗雪ね、優奈ちゃんを、花火大会に──」

「紗雪……これ、なによ」

「……えっ？」

　無む邪じや気きにお弁当箱を抱かかえ、勇気を出して花火大会に誘さそおうとしていた佐倉の言葉を美甘が遮さえぎった。その声はひどく冷たく、恐おそろしいほどに無機的だった。

　反射的に佐倉の体に力が入り強こわ張ばる。手に握られていた花火大会のチラシがくしゃりと音を立てた。

「ゆ、優ゆう奈なちゃん……どうしたの、紗さ雪ゆき……なにか優奈ちゃんの、嫌いやがること、しちゃったかな、そしたら、そしたら紗雪、ちゃんとごめんなさいって、ごめんなさいってするから──」

「だからこれ、なによって訊きいてるでしょ！」

　美み甘かもが叫さけび、手に持っていた雑誌を佐さ倉くらに投げつけた。

「これ、ねえ、これなに！　どうして紗雪がここにいるの!?　なんでこんな格好してるの!?」

　雑誌は佐倉の体にぶつかると、彼女の破は廉れん恥ちな格好の載のったページを広げたまま彼女の足下に落っこちる。それを目にした佐倉は途と端たんに怒おこられた子どものように怯おびえながら言った。

「ゆ、優奈ちゃん……あのね、これは……これはね、ちがくて、ちがくてね……」

「ねえ紗雪、どうして、なんでなのよ!?　なんで紗雪がこんな格好してるのよ！」

「優奈ちゃん、ごめんなさい、優奈ちゃん……」

　叫ぶというより、それはもう、悲鳴に近かった。

「美甘、おい、佐倉が怯おびえてるから……」

　俺おれは立ち上がり、怒いかり狂くるっている美甘に言ったが美甘は止まらなかった。

「紗雪、ねえ早く言ってよ、話してよ！　どうして紗雪がこんな格好しなくちゃいけないの！」

　佐倉の肩かたを摑つかみ、乱暴に揺ゆらす美甘。佐倉はもう怯えきっており、うまく言葉が出せない。

「紗雪、早く、早く教えて！　誰だれがこうしろって言ったの、誰にこんな格好させられたの！」

　そして──。

「おい、美甘──」

「早く言いなさいってば！」

　美甘の手が、佐倉の頰ほおを強く打った。

「お……い……」

　美甘の手が震ふるえている。佐倉の瞳ひとみから色が消える。花火大会のチラシがそっと地面に落ちる。

　それはあまりにも悲しい音だった。俺はこんな音、聞きたくなかった。耳をふさいでしまいたかった。だけどふさいでも聞こえる。その音は指の間をすり抜ぬけ、鼓こ膜まくを突つき抜ぬけ、どこまでもどこまでも、執しつ拗ように突つき刺ささってくる。美甘の心に。佐倉の心に。

　そして、ふたりの友情に──。

「優奈ちゃん……いたい、よ……」

　佐倉の言葉に、美甘は信じられないといった表情で口を押おさえ首を微かすかに振ふると、そのまま教室から飛び出して行ってしまった。

「おい、美甘！」

　俺は美甘を追おうとするが、佐倉が気になって振り返る。

　しかし、すぐに小平が佐倉のもとへ駆かけ寄より肩を抱かかえ、俺を見てうなずいた。

「向むか井い、行け」

「……頼たのんだ」

　俺おれは向き直り、教室から飛び出した。

「シュウくん、どうしたの！」

　お弁当箱を持ったヘルカが廊ろう下かに立っていた。今日は小さ夜よ子こも交えて三人でお昼を食べる約束をしていたのだ。だけど、今はもうそれどころではない。

「ヘルカ、悪い。今日は小夜子とふたりで食べてくれ！」

　俺は走りながら後ろに遠ざかって行くヘルカに言った。

「ヨー！　シュウくん、ツェンピアだよぉ！」

　俺は手を挙げてヘルカに答えた。

　そして、階段を駆かけ上あがって行く美み甘かもの後ろ姿に声をかける。

「美甘、待てよ！」

　言っても待つはずがなかった。そんなことわかっていた。

　だけど美甘を止めたかった。でも、止められなかった。

　美甘は屋上までのぼりきると、そのまま扉とびらを開けようとしてぶつかってしまう。ガチャガチャとドアノブを動かすも屋上の扉には鍵かぎが掛かかっていて開かない。いくら開けたくても開かない扉に、美甘はどうしようもなく、幾いく度ども幾度も、拳こぶしを叩たたきつけた。

「どうしよう、私……紗さ雪ゆきのこと……紗雪のこと叩いちゃった……！」

「美甘、落ち着けって」

　俺は美甘と距きよ離りを取って、そんなことを言うことしかできなかった。

　それが……それが、とても悔くやしかった。

「どうして、どうして気づいてあげられなかったんだろう……紗雪はきっと、このことでずっとひとりで苦しんでいたのに、私……どうしてあの子の悩みに気づいてあげられなかったんだろう」

「美甘……」

　こんなときに、小こ平だいらのようにして、美甘の肩かたに手をかけてやれない自分が。

「なんで……なんで私に相談してくれなかったの……」

　手をかけてやるどころか、すぐ隣となりにいてやることさえできない自分が。

「一言でもよかったの……一言なにか話してくれれば、そしたらきっと……」

　あまりにも無力で、ひどく腹立たしくて、殺してやりたいくらい悔しかった。

「紗雪……なんでなのよ、どうして紗雪があんな格好しなくちゃならないのよ……」

　佐さ倉くらは心配をかけたくなかったんだ。だから誰だれにも──美甘にすら言わなかったんだ。

　ひとりで仕事をがんばると決めたから、それがどんな仕事であろうと佐倉はがんばろうと決めていたんだ。

　そんな佐倉の想いが、どうして届かないのだろう。

　どうして、壊こわれてしまったのだろう。

「……なんでだよ」

　そのとき、俺おれはようやくあの公園で佐さ倉くらがなにを話したかったのかわかったような気がした。

　そしてこれが──佐倉の悲しいこと。

「なんで、なんでこうなんだよ……なんでこうなっちまうんだよ……」

　美み甘かもが泣いていた。自分のことのように、悔くやしそうに何度も何度も開かない扉とびらを叩たたきながら、冷たいタイルの上に涙なみだを落として、声を押おし殺ころして泣いていた。

　俺はそんな彼女の震ふるえる背中を、後ろからただ黙だまって見ているしか……なかった。







[image: 第三章　大切なのはどれだけ美少女を愛するかではなく、美少女にとって自分は何かを知ることだ。]










　　　　　　　　　　　　　　　１




　本格的に梅雨に入ると、外ではシトシト雨が途と切ぎれることなく降り続いていた。

　しかし、そんな気が滅め入いりそうな外と比べ、部室の中は一足先に夏になったかのような雰ふん囲い気きでいっぱいだった。

　やはりヘルカの笑顔は太陽のように晴れやかでまぶしいのだ。

「小さ夜よ子こちゃんの言ってたやつ、ぼく、好きかも！」

「ヘルカくんが教えてくれたのも、よかったよ！」

「ほんとっ、ぼくたち気が合うね！」

「うんっ」

　部室でお弁当を食べながら、俺おれの向かいの席でヘルカと小夜子が楽しそうに会話をしている。

　俺はまったくもってふたりがなんの話をしているのかわからないので蚊か帳やの外、ひとりウインナーをつまみながらふたりの会話を黙だまって聞いていた。それにしてもいつの間にこんなに仲良くなったのだろうか。隣となり同士の席……ふたりだけにしかわからない会話……ヘルカのことを呼ぶ小夜子も気がつけば〝さん〟付けから〝くん〟付けに変わっている。

　この急接近具合は、なんだか悔くやしい。

「ヘルカくん、よくそのカチューシャ付けてるけど、ヘルカくんの髪かみの色と合ってて可愛い」

「ノ？　このカチューシャ？　このカチューシャはね」

　言いながら、ヘルカがこちらをちらりと覗のぞいた。

「シュウくんが選んでくれたんだよ。シュウくん、いいセンスしてるよね」

「そうなんだ。いいなぁ、私も修しゆう一いちくんに、服選んでもらおうかな……いいかな？」

　どこか遠えん慮りよしたような面持ちで小夜子がこちらに振ふり向むく。

「あ、ああ……いいんじゃないか」

「ヨー！　じゃあ今度、三人でお買い物行こっ、行こっ！」

　ヘルカが小夜子の両手を握にぎり立ち上がると、そのまま楽しそうに踊おどり始はじめた。それにしても跳はねる跳ねる。ヘルカがぴょんぴょこ跳ね、それに小夜子もつられて跳ねるのでふたりのスカートがふわっふわとクラゲのように舞まい、あわや秘められた純じゆん白ぱくの世界が見えそうになる。

「ヘルカ、埃ほこりが立つから座りなさい」

「ヨー！」

　笑顔で答えると、ヘルカは素直に従って自分の席に座り、残りのお弁当を食べ始めた。

　しかしウキウキが止まらないのか、体を左右に揺ゆらしながらにこにこしっぱなしである。

「本当に、いいの？」

　そんなウキウキしているヘルカの横で、小夜子がちょっと不安そうに尋たずねてきた。

「いいって、なにが？」

　尋たずね返かえすと、小さ夜よ子こはちょっと言いにくそうな様子で口を開く。

「その、修しゆう一いちくん……今、私たちに付き合ってくれてるヒマあるのかなって」

　小夜子の言葉を聞いて、左右に揺ゆれていたヘルカの体がぴくっと止まった。

「そうだよ、シュウくん！」

　そう言われて、しかし俺おれは平気な顔をしてとぼけた。

「なんだよ、急に」

「エイ、シュウくん、とぼけないで」

「そうだよ、修一くん」

　ヘルカはすこし膨ふくれるように、小夜子はちょっと不安げにこちらを見てきた。

　やはり、学校中の噂うわさになっているのだ。美み甘かもと、佐さ倉くらのこと。

「……まあ、うん」

　俺は煮にえ切きらない返事をして視線を落とした。見れば俺の弁当はまだ半分も減っていない。

　あの日から数日が経った。目もく撃げき者しやも多く、雑誌は学校中に広まっていたため、美甘と佐倉の一件は翌日にはもう学校中の噂になっていた。もちろん誰だれもがその話題については沈ちん黙もくを決め込んでいたが、しかし水面下では話の種として大いに盛り上がっているようだった。特にそれは男子の間で。そして女子の間でも、話題になっているようだった。

　それでも美甘と佐倉は仕事で休む日以外はちゃんと学校に来ていた。美甘は落ち込んではいたものの、周りの視線なんか気にしていない様子で普ふ段だん通りに過ごしている。しかし問題は美甘よりも佐倉のほうだ。あれだけ破は廉れん恥ちな格好をほぼ学校中の人間に見られてしまっている。

　自ら仕事でやったとはいえ、男子からいやらしい視線を向けられるのは避さけられないだろう。俺はそんな視線に彼女が耐たえられるのか、それがとても心配だった。きっと佐倉は目の前のことに精せい一いつ杯ぱいで、学校で自分がそんなふうに見られるなんて、そこまで考えが及ばなかったのだと思う。

　佐倉が俺たちの誰かに相談していればすぐにそれくらい教えてあげることはできたのだが、そんなことを今さら言ったところでもう手て遅おくれだ。過ぎてしまった時間は戻もどせない。

　そして、一番俺が気がかりだったのは、今こんなときだからこそ、美甘と佐倉はいつも以上に一いつ緒しよにいてフォローし合っていかなければならないのに、現状はフォローするどころかお互たがに避けていることだった。美甘は佐倉を叩たたいてしまったことが相当ショックだったようで、佐倉とどう接したらいいのか、今まで普ふ通つうにやってきたそんな簡単な付き合い方までわからなくなってしまっている。そして佐倉も叩かれたことで、美甘のことがすこしだけ怖こわくなってしまったようだった。

　あんなことがあったのだから無理もない。無理もないのだけど、このままふたりの間に入った亀き裂れつを放っておいたら壊こわれるのは時間の問題だろう。そして一度壊れてしまったらきっともう元には戻もどせない。いつも一いつ緒しよだったふたりの関係には、永遠に戻れなくなるのだ。

　それを恐おそれているくせに、美み甘かもも佐さ倉くらも、お互たがいがお互いを怖こわがっているために身動きができないでいる。今からでもどちらかが一方に寄より添そいに行けば、少なくともふたりの問題はすぐに解決するというのに。

　だけど、人の心は頭で考えているようなことがうまく進んでしまうほど、合理的にできてはいない。そう簡単に、解決できるはずないのだ。

「まあ、なんとかなるだろ」

　なんとかなるはずがない。それくらいわかっていた。

　でも、小さ夜よ子こやヘルカに心配をかけることもないのだ。

　これは美甘と佐倉の問題であり、目の前のふたりが気に病むことではない。

「だから、あまり心配しなくていい。買い物も行こうぜ」

「……うん」

　しかし小夜子はうなずいただけで、いつ行くかとか、どこへ行くかとか、それ以上のことはなにも話そうとはしなかった。




　午後の授業には出る気にならなかった。

　美甘の隣となりにいるのも心苦しかったし、なんだかクラスにいるのにも疲つかれる。なまじ美甘たちと関係があるおかげで、やはり俺おれにもいろいろな底意を含ふくんだ視線が向けられた。その視線からは気持ちの悪い下心のようなものが見えてきて、どうにも耐たえられなかった。

　見晴らしの良い最上階の渡わたり廊ろう下かに出てフェンスに肘ひじをつく。カメラの電源を入れ、なんとなく空を撮とってみた。空の写真なんて、このカメラを買ったとき以来かもしれない。

　何枚か写真を撮ったあと、飽あきたのでディスプレイを覗のぞき、今まで撮ってきた写真のデータを逆順に見返していく。最初は今撮ったばかりの空の写真。雲の形が猫ねこの足あし跡あとに見える。次に最近、部活の帰り道で撮った小夜子とヘルカの写真。野良猫についていく小夜子とヘルカ、その次の写真では小夜子が溝みぞに足を落としてしまい、それをヘルカが引っ張り上げていた。

　それからねこちゃんの写真がしばらく続いたあと、先日のコスプレイベントの写真になった。

　美甘がねこみみのままおにぎりをかじっては、こんなところを撮るなと恨うらめしそうにこちらを睨にらんでいる写真や、佐倉がアムール・アンジュの格好をして嬉うれしそうに卵焼きを頰ほおばっている写真。そのあと美甘がステージでどこか居心地悪そうにして突つっ立たっている写真や、そんな美甘を見て楽しそうな笑みを浮うかべている佐倉の横顔。

　そして最後に、佐倉が小さな女の子たちと手をつないで一いつ緒しよにブースの奥おくへと走って行く姿の写真……そこで俺の指は止まった。佐倉の後ろ姿は、周りにいる女の子たちと同じように、とても無む邪じや気きで、とても楽しそうで、なんの穢けがれも感じられない純じゆん真しん無む垢くなものだった。

　俺はそのとき、その写真の中の佐倉が手の届かないどんどん遠くのほうへそのまま走って行ってしまうような気がして、咄とつ嗟さにカメラの電源を落としフェンスに顔を伏ふせた。その次にあるはずの佐さ倉くらと美み甘かもが並んでデパートに入っていく写真も、もう戻もどらない幸せな過去を写しているような気がして怖こわくて見ることができなかった。

　そんなことはない。気のせいだ。これはただの錯さつ覚かくだ──そう思えば思うほど、それが逆に現実味を帯びてきてしまうようで余計に怖くなる。

　そして頭の中に、電車で撮とった最初の一枚が思おもい浮うかぶ。あの頃ころに戻れたら。あの頃に気づいてあげられていたら、こんなことにはならなかったのだろうか……わからない。

「こんなところでなにしてんだ」

　怒ど気きをはらんだような低い声に、ビクッと体を震ふるわせた。しかし、あたりまえだ。授業をサボってこんなところにいたら、そりゃ見つからないわけがない……と、後ろにいる先生に振ふり返かえって謝ろうとすると──。

「よっ」

　そこにいたのは小こ平だいらだった。

「どうした、こんなところで」

　小平は俺おれの隣となりに並ぶと、同じようにしてフェンスに肘ひじをつき、空を見上げた。

　やはりイケメン、それだけで絵になってしまうのがそのイケメンらしさを物語っている。

「ちょっとな……教室、居心地悪くて。おまえこそ授業はどうしたんだよ」

「俺はトイレの帰りに黄昏たそがれてるおまえが見えたから寄ったまでさ」

「そうか」

「それより、美甘ちゃんの様子はどうだよ」

　小平が落ち着いた様子で言った。

　俺はすこし考えたあと、静かに口を開いた。

「……まあ、普ふ通つうだよ」

「普通か」

「うん、普通」

　それっきり、会話が途と切ぎれた。どこの教室でも授業をやっているはずなのに、学校は森しん閑かんとしていて物音一つ聞こえてこなかった。遠くのほうからうっすらと聞こえてくる街の音が無性に恋しくなってくる。学校中の人間が、美甘や、佐倉や、俺や小平の会話に聞き耳を立てているようで、この静けさはどうも不慣れに感じてしまう。午後の間延びしたような世界はどこまでも広がって、それはまるで時間が停てい滞たいしてしまっているかのようで、もう過去には戻れないのだけど、しかし未来にも進めないと、自分たちの立場を嫌いやでも認識させられているような気がした。

　しばらくそのままなにも言わずに黙だまっていると、ふたたび小平が口を開いた。

「佐倉ちゃんが載のってる新しい雑誌、見たか？」

　その質問に、俺おれは首を振ふった。

「見てない」

　俺はもう、佐さ倉くらの破は廉れん恥ちな写真が載のっている雑誌を見ることを一切やめていた。

　それは正義感や道徳心からではない。ただ、もう見る必要がないのだ。

「……エロいぜ、佐倉ちゃん」

　小こ平だいらがおかしそうに笑う。

「そりゃ、あれだけでかいんじゃ、エロくもなるだろ」

　俺も、呆あきれたように鼻で笑った。

「そりゃそうだけど、でも、どんどん過激になってるの、おまえ知らないだろ」

「見てないんだから、知るはずない」

　見たくもない。そんな姿の佐倉なんて。

「おまえが想像する以上だぜ、もう」

「……へえ」

　すると小平はまた情けなさそうに笑って、ポツリとこぼした。

「エロい、エロいんだけど……なんか、悲しいよな」

　その言葉に、俺は佐倉が遠い存在にすでになり始めていることを実感してしまった。

　先ほど感じていた恐きよう怖ふのようなものは、やはり現実として目の前まで迫せまって来ているのだ。

「俺たちでちょっと悲しいなら、美み甘かもちゃんは、どれほど悲しいんだろうな」

「……あぁ」

「知ってるか。佐倉ちゃん、もしかしたら退学になるかもって話」

「……知ってる」

　佐倉の破廉恥な姿が載っている雑誌は、学校ですぐに広まった。

　そのため、教師たちにそれがバレるのにも時間はそれほど要さなかった。

　そして、いつもモデルの仕事や美少女に甘いうちの学校も、しかし今回の件ばかりは頭を悩ませているようだった。その内容が、あまりにも過激だと。

「向むか井い、ちょっとパソコン室、行かねえか」

　そんなことを考えしばらく黙だまり込こんでいると小平が唐とう突とつに言った。

「どうして」

　尋たずねてみる。しかし小平は、

「いいから、ちょっと行こうぜ」

　と言って理由を口にすることなく、俺の首根っこを摑つかむとそのままパソコン室まで俺を引っ張って行った。




「なんだよ、いきなりこんなもん見せて……」

　パソコン室に着いて早々、小こ平だいらはいかがわしいＤＶＤのパッケージと、そのサンプル動画を見せた。そこには自分より年下か、同じ歳くらいの若い女の子がとても面積の狭せまい水着を身につけ、いろいろと性的な行こう為いを彷ほう彿ふつとさせるような仕草をしていた。そして、彼女たちの着ている水着も、それはもうほとんど水着の役割を果たしてはおらず、少し動きを間ま違ちがえれば今にも局部が見えてしまいそうなものばかりで、それはもはやアダルトビデオと言っても過言ではなかった。

「小平、これがどうかしたのかよ」

　一通りそのＤＶＤのシリーズを見せたあと、小平はひとつ息をついてから口を開く。

「本当かどうかはわからない単なる噂うわさだが、今度、佐さ倉くらちゃんもこれに出演するらしい」

「……噓うそだろ」

「そう思いたくなる気持ちもわからないでもないが、一応、おまえには言っておいたほうがいいと思ってな。まっ、むっつりのおまえのことだ。本当はもう知ってたのかもしれないが」

　そう言うと、小平はまたそのＤＶＤシリーズのサンプル動画を流し始めた。

「それにしてもエロいな……こんなもんに出たら佐倉ちゃん、マジで退学になるんじゃないのか」

　啞あ然ぜんとする俺の目に、映像が次から次へと流れ込んでくる。

　画面に映った少女たちを見て、全身をうっすらと鳥とり肌はだが覆おおった。

　それからゾクリと体が震ふるえ、その鳥肌に寒気を帯びた嫌けん悪お感かんが纏まとわりつく。

　本当に、佐倉がこんなことをするのか。こんなアダルトビデオと変わらないようなものに、まだそんな行為すら知らないような佐倉が出演して、こんなふうに卑ひ猥わいなことをさせられるのか。高校生の、陽だまりのようなあどけない笑顔を見せる佐倉に。俺はこのまま……このまま佐倉が大人たちの汚きたない手に堕おちるのを見過ごしていいのか。それに佐倉は、自分がこういうことをするのだと、こういう内容なのだと知っていて出演するのか。それとも、なにかうまいように本当のことを隠かくされ、騙だまされているのか？

　そして、こんな姿の佐倉を見たら美甘はいったいどうなってしまう。

　佐倉は、どうなってしまうんだ。退学……これは退学だけで終わる話か？

「どうした向井、黙だまっちまって……もしかして想像してんのか？」

「……いや、ああ」

「むっつりだな、相変わらず」

　小平はしばらく俺に視線を向けたあと前に向き直り、すべてのウィンドウを閉じるとパソコンの電源を落とした。

　シャットダウンする画面を見つめたまま、小平がよりいっそう低く、唸うなるようにして言う。

「……どうすんだよ、向井」

　その声には、どこか深刻さが入り交じっていた。

「どうするって、なんだよ」

　電源が落ち、真っ暗になったディスプレイを見つめる小こ平だいらに尋たずねる。

　小平はしばらく画面に顔を向けていたあと、ゆっくりと立ち上がり、ドアに向かって歩き始めた。

「この前も、こうやって犯罪スレスレのＤＶＤに堕おちて、そのまま薬ヤクやって逮たい捕ほされたグラビアアイドルがいたんだぜ……しかも、女子高生。考えられねえ、ひでえ話だよな。もちろんこの業界すべてがそうって話じゃないが、そういうこともありえるってことだけはちゃんと頭に置いておけよ」

　そう話し始めた小平は顔こそ見えなかったが、いつもとはまったく違ちがって、ひどく真面目な様子だった。

「きっと、悪い男かなんかに目つけられちまったんだろうな、佐さ倉くらちゃんは。そしてあの子はいい子だ。断れるはずなんてない。たぶん相手も一目見てそういう子なんだってわかってる。こういうものは、たいてい男から女にやらせるんだ。で、一度堕ちたら最後、もう囲われちまって、本人の力だけじゃ這はい上あがってこれねえよ。それも立場の弱い女子高生、それが佐倉ちゃんのような断れないタチの子ならどうなる。そのままズブズブと泥どろ沼ぬまにはまって沈しずんでくんだ。あとは薬ヤク漬づけで、そうなったらもう、人間やめるか死ぬかのどちらかだ。言うまでもなく、そこまできたらいいように使われて、用済みになったら捨てられる。……そんな末路を辿たどったのが、さっき話したグラビアアイドルだよ。未来も、人生も、人格までめちゃくちゃにされた挙げ句、逮捕されて終わりだ。ほんと、救われねえよな」

「…………」

「……なあ、向むか井い。考えたらわかるだろ。美み甘かもちゃんならまだしも、佐倉ちゃんはこういう話がきても絶対に断れないと思うんだ。そんなときによ、いったい誰だれが佐倉ちゃんに正しい判断を与えてやることができる。誰が、彼女を守ってやれる。……向井、これから佐倉ちゃんが向かおうとしている未来は、おまえが想っている以上に厳しく、怖こわいところかもしれねえよな……あんまり甘く見て放っておいたら、佐倉ちゃん、そのうちぶっ壊こわされるぞ」

　小平はそこまで話すと、顔を横に向け、そしてしたり顔で言った。

「これが、俺のネットで知り得た知識だ」

　思わずズッコケそうになる。

「ネットネタかよ」

「でもよ、もしそれが本当にそうなっちまったら……悲しい話だよな」

　振ふり向むき、まっすぐにこちらを見つめてくる小平から俺は顔を逸そらして言った。

「それでも、それが佐倉の選んだ道なら……」

「向井、おまえ、本気でそんなことを言ってるんじゃないだろうな」

　小平の語気が強くなった気がした。

「あんな、目を離はなしたらすぐどこかへ行っちまいそうなふわふわした子が、本当に、純じゆん粋すいに自分の意志だけで選んだって、本気でそう思ってるのか？」

「…………」

　黙だまり込こむ俺おれに、小こ平だいらは呆あきれたように言った。

「向むか井い、俺はなにも超能力で相手の心を読み取れって言ってるわけじゃねえんだ。ただよ、見ればわかるだろ、この現状を。それともお前はあのふたりの様子を見て、まさかなにも思わねえのか」

「そんなことない、ただ俺は──」

　そこまで言った俺に、小平は手のひらをこちらに向け、それ以上の言葉を止めた。

　それから小平は前へ向き直ると、ドアに手をかけて静かに言った。

「……これが最後だ。どうする、ブラザー」

　ドアが閉められ、ひとりパソコン室に残される。

　横を向いて、真っ暗になったディスプレイに目を向けた。

　脳裏に焼きついていた先ほどの映像がディスプレイに鮮せん明めいによみがえってくる。

　本当は俺だって嫌いやなのだ、あんな格好をさせられた佐さ倉くらを見るのは。こんなことで佐倉が退学になるのは。そしてそのまま、美み甘かもとの関係も二度と元には戻もどらないまま終わるかもしれないのは……俺だって嫌なのだ。

「だからって……」

　どうすればいいのかわからない。こういうことは、素人がとやかく言えるものでもない。

　それに、佐倉の気持ちはどうなる。言ってしまえば、佐倉は自らこの道へと歩み始めたのだ。

　もちろんそれは、小平の言うように断れなかったのかもしれない。俺が思うように、騙だまされているのかもしれない。佐倉はなにもわかっていないのかもしれない。

　だけど、もしそうだとしても……それでもがんばろうとしている佐倉の気持ちはどうなる。

　誰だれにも迷めい惑わくをかけたくないと言って一いつ生しよう懸けん命めいになっているあの子の気持ちはどうなる。

「……くそっ」

　本当はわかっていた。佐倉がこういう仕事をやりたくないってことも、自分を抑おさえて無理やりやっているということも。だってこれは悲しいことなのだ。本人がそう言っていたのだ。だけど佐倉は、それでもがんばろうとひとりで必死に……。

　まとまらない思考。堂どう々どう巡めぐりだった。頭と心が相反する。それはまるで、違ちがう考えを持った自分がふたりいるようでどうも落ち着かなかった。しかもそのふたりは意見がぶつかり合って喧けん嘩かをしているのではなく、お互たがいに意見を主張するのを躊躇ためらって、今一歩踏ふみ出だせずに、どこか結論を決めかねているのだ。

　あたかも答えが出てしまうのを恐おそれているかのように……。

　そのまま俺は優ゆう柔じゆう不ふ断だんなふたりの自分を胸に、授業のチャイムが鳴るまでその場に立たち尽つくしていた。




　雲の切れ間から差し込む光のことを『薄はく明めい光線』──別名、『天使のはしご』というらしい。

「家に帰ってテレビ、見なくてもいいのか？」

　夕方。そんな梅雨の厚い雲の切れ間から差し込む『天使のはしご』から隠かくれるようにして、佐さ倉くらはあの日と同じ公園の屋根付きベンチで小さく膝ひざを抱かかえて座っていた。その姿はまるで、地上に降りそそいだ天界に帰るためのはしごを、なにか後ろめたいことを抱えている天使が隠れて拒こばんでいるかのように見えた。

　落ち込んでいる天使は俺おれの声に気がつくと、悲しそうな顔でゆっくりと振ふり向むいた。

「向むか井いさん……」

　そして彼女は無理やり微ほほ笑えんでみせる。

　その苦しい笑顔を見て、心臓がチクリと痛んだ。

　こんなに悲しい笑みを浮かべる佐倉を見て、泣きたくなった。

　俺はなにも言わず、佐倉の座っている隣となりのベンチに腰こしを下ろす。

　うっすらと立つ鳥とり肌はだを意識しながら、夕暮れ色に染まる空を見上げた。

　座ったはいいものの、お互たがいの口は一向に開くことなく時間だけが過ぎていく。

　ベンチの上はどこか冷たく、遠くのほうで、街の喧けん噪そうが小さく響ひびいていた。

　それから数分経ったとき、不意に佐倉が「あっ」と声を出して鞄かばんからハンカチを取り出した。

「こ、これ……ありがとうございました。おそくなって、すいませんでした」

　立ち上がり、ペコペコ頭を下げ、佐倉は以前、俺がこの公園で彼女に貸したねこちゃんハンカチを渡わたしてくる。

　俺は佐倉から素早くそれを受け取ると、まじまじと見つめる。

　ハンカチはちゃんと丁てい寧ねいにアイロンまでかけられ、きれいに折りたたまれていた。

　佐倉の匂においがする。

「へっくしゅ……ありがとう、なんか貸す前よりきれいになってるな」

　それを聞くと、ベンチに戻った佐倉はちょっと元気になったようで「あり、ありがとうございました」と、照てれ臭くさそうにはにかんだ。

「佐倉はしっかりしてる。ちゃんと細かい気き遣づかいができてるよ」

「そ、そうですか……？」

「うん」

　不安そうな佐倉に、俺はハンカチから顔を上げて言った。

「佐倉は自分が思っている以上に、しっかりしてると思う」

　そう言うと、佐倉はまた、ちょっと嬉うれしそうな顔で力なく微笑んだ。

　それを見て、また、胸のあたりがチクリと痛む。

　俺おれはハンカチをポケットにしまうと、それからすこし間を置いて、そっと口を開いた。

「佐さ倉くら……もう一回、美み甘かもを花火大会に誘さそってみたりしないのか」

　その質問に、佐倉も間を置いて静かに答える。

「向むか井いさん、紗さ雪ゆき……花火大会、いけなくなっちゃいました」

「行けなくなった？」

「はい、あの、花火大会の日に、おし、おしごとがはいっちゃって。でも、でも、おしごとなくても、紗雪、優ゆう奈なちゃんにきらわれちゃったから、いけなかったんですけど……」

　佐倉が寂さびしそうに、そんなことをポツリとこぼす。

「仕事……か」

　そのときすでに、俺はもう佐倉の仕事を受け入れることができなくなっていた。嫌けん悪お感かんのようなものが仕事という二文字に張りついて離はなれてくれない。俺の中で佐倉の姿が崩くずれていく。佐倉の気持ちも、そこにある想いも全てわかっているくせに、彼女を素直に応おう援えんできず、それどころか嫌悪感さえ抱いだいてしまう自分が悔くやしかった。

　きっと俺は、エゴイストに違ちがいない。そう、思った。

「紗雪、今度、ちょっぴりえっちなビデオの、おしごとします」

　彼女の告白に、俺はそっと瞼まぶたを閉じる。

「……うん」

「えっちなおしごとは、ちょっぴり恥はずかしいと思いますけど、だけど、紗雪、がんばらなきゃって思ってて」

「……うん」

「それで、紗雪、これからはそーゆー、ちょっぴりえっちなおしごとを、いっぱいやっていくって、いわれてて、紗雪は、よぉーし、がんばるぞぉーって、おもってて」

「……うん」

「おもってて……がんばるぞぉーって、おもってて……」

　佐倉の言葉に耳を傾かたむける。ゆっくりと静かに、佐倉が自分の想いを言い出せるまで、俺は隣となりでいくらでも待ち続けた。きっと佐倉はまだ迷っている。美甘のことや、自分の本当の気持ちに。

　ただ、今はまだ、その答えは出ないだろう。いくら待ち続けても答えはきっと出てこない。

「紗雪は、でも、優奈ちゃんに……泣いてほしく、なくて……」

　だけど、想いは出てくる。迷って、悩んで、苦しんでいる最中の想いはちゃんと言葉として出てくる。はっきりしていなくていい。ぼやけたままでいい。伝われば、それでいい。

「佐倉」

　彼女の迷いは言葉となって、俺の中へとしっかり染み込んだ。

「佐倉はどうして、その仕事をがんばろうと思ってる？」

　瞼まぶたを開き、夕空を仰あおぎながら尋たずねると、佐さ倉くらは困ったように顔を伏ふせて言った。

「……紗さ雪ゆきは、いつもめーわくばかり、なので」

「迷めい惑わくをかけたくないから、ちゃんと与えられた仕事をがんばろうって言うんだな」

「……はい。それに、あの、これは、ほんとうは、だれにも言っちゃだめって、いわれてるんですけど、あの、紗雪、がっこうに入るとき、ずるっこしちゃったので……だから、ずるっこしたから、おしごとも、がんばらないといけないんです」

　おそらく彼女の言うずるっことは、入学時のことだろう。だが考えれば、佐倉が一いつ般ぱん受験でちゃんとした試験を受けそれに合格し、普ふ通つうに入学したとは到とう底てい思えない。裏口入学とまではいかないが、学校側がモデル活動をやっているからと、非常に甘い審しん査さで佐倉を特待生として迎むかえ入いれたに違ちがいない。ヘルカの転入のときもそうだったが、基本的に可愛い子には甘いうちの学校のことだ。

　そして佐倉は、それにプレッシャーを感じてしまっている。

　佐倉のプレッシャーはなんとなくわかる気がした。特待生として学校にいるからには、しっかりとモデルやそれらの仕事をやっていなくてはいけない。それはあたりまえのことだ。

　だけど、それにしたって、今の状態では本ほん末まつ転てん倒とうだ。仕事をしているがために、学校側が彼女の退学の決定を保留にしている。佐倉はそれがわかっているのだろうか。それとも、わかっていながらも、学校と事務所に挟はさまれて、自分でもどうしたらいいのかわからなくなっているのだろうか。

「でも、佐倉にだって仕事を選ぶ権利はあると思うんだ。もっと佐倉にあってる仕事が──」

「ダメです。紗雪は、めーわくかけたく、ないので」

「なあ佐倉、どうして佐倉はそんなに迷惑をかけることを気にしているんだ？」

　ふと疑問に思っていたことを尋ねると、佐倉はしゅんと小さくなって消えそうな声で答えた。

「紗雪、バカで、どじで、のろまって……あの、いわれてて……」

「そんなこと、誰だれに言われたんだ」

「……しょうがくせいの、ときです。だから、いつもうんどうかいのときとか、みんなでがんばろうって、しているときとか、紗雪はめーわくばっかりで、それで、男の子にバカって、のろまって、紗雪はめーわくだって、いわれてて……」

　そこで佐倉はグッとなにかを堪こらえるように自分の手を握にぎると、ふたたびそうなってしまうことを臆おくするかのように震ふるえながら言った。

「紗雪、だから、もうめーわくかけたくないって、めーわくかけて、優奈ちゃんやおかーさんたちに……きらわれたく、ないって、おもってて……」

「……佐倉」

　俺おれは、その話を聞いてようやく佐倉の心の奥おくが見えた気がした。佐倉は迷惑をかけて、誰かに嫌きらわれるのを恐おそれていたのだ。小学生のときから、今までずっと。

　だからいつも一いつ生しよう懸けん命めいにがんばろうとする。何事に対しても真しん剣けんに、自分のやらなければならないことを、全力で。

　彼女の心に根付いているトラウマは大きかった。もしかしたら一生消えないかもしれない。

　だけど、佐さ倉くらはもう、そんなトラウマから来る懸け念ねんなんて気にする必要はないのだ。なぜなら佐倉の一番近くに、そんなトラウマを吹き飛ばしてしまう美み甘かも優ゆう奈なという人間がいるのだから。美甘は絶対に佐倉を嫌きらいになんてならない。今だってきっと、美甘は佐倉のことを考えている。

　そして佐倉も、美甘のことを考えているのだ。

　それならもう、恐おそれることなんてなにもない。あとはお互たがいがそれに気がつくだけ。

　あとは、それだけなんだ。

「迷めい惑わくをかけて嫌われるのがイヤ……だから佐倉は仕事を一生懸命がんばるんだな」

「はい、紗さ雪ゆきは、おしごとをいっしょうけんめい、がんばって、もうめーわくかけないぞって、おもってるんです」

「でも、それで周りの人が悲しんでしまったら、本ほん末まつ転てん倒とうじゃないか」

　言うと、佐倉は黙だまってしまった。すこし言い方がキツかったかもしれない。

　俺おれは膝ひざを抱かかえたままなにも言わない佐倉を視界にとらえながら、一つ質問をしてみる。

「佐倉は、なにかなりたいものとか、夢はないのか」

　すると、佐倉は意外にもちょっとだけ浮うき立たったように、言葉を急かしながら答えた。

「紗雪は……紗雪は、あの、うたのおねえさんになって、みんなといっしょに、おうたをうたいたいって、おもってます」

「うたのおねえさんか」

　口にして、想像してみる。小さな子どもたちに囲まれながら、やわらかな笑みを浮うかべて楽しそうに歌をうたっている佐倉の姿はすぐに頭の中に浮かんできた。よく似合ってると思った。

「なら、うたのおねえさん目指してがんばるんじゃダメなのか」

「……でも、紗雪は、いまのおしごとをしないと、ですから」

「どうして」

「だって、だって……ことわったら、いろんなひとに、めーわくかかってしまって……」

　やはり佐倉は頑がん固こだ。一度決めたことは、どれだけ辛つらくてもやろうとする……いや、もしかしたらやめられないのかもしれない。一度歩き始めてしまったら、横道に逸それる方法も、引き返す方法も、立ち止まって辺りを見回してみる方法も、彼女の場合はそのどれもを知らなくて、やめ方がわからないのかもしれない。生き真ま面じ目めというか、不器用というか。

　だけどそれが、佐倉の一生懸命ひたむきにがんばる姿勢を引き出す根源でもあるのだ、きっと。

　俺はそこまでわかると、最後に、佐倉が果たして仕事の内容を理解しているのか確かめてみることにした。

「佐さ倉くらは、今度やる仕事がどんなものかわかってるのか」

　しかし、佐倉はよくわかっていないといった様子で自信なさげに答える。

「よくわかりません。でも、紗さ雪ゆきが、水着のかっこうをして、それを、いっぱいビデオで撮とってもらえるそうです」

　やはり佐倉は騙だまされている。あんなもの、水着とは到とう底てい呼べるはずがない。

「なあ佐倉、やっぱり──」

　そうして、俺おれが佐倉に言いかけたとき、

「向むか井いさん、紗雪は、へーきなんです」

　と、佐倉が俺の言葉を遮さえぎった。

「だけど……」

「紗雪、がんばるんです。向井さんや、優ゆう奈なちゃんがいるので」

　佐倉はまた苦しい笑みを浮うかべた。もうわかっていた。佐倉が仕事を嫌いやがっていることくらい。

　だけど美み甘かもや俺がいて、毎日の中にはちゃんと楽しい時間もあるから、それを励はげみにがんばっているのだ。降りしきる雨の中、雨宿りをさせてくれるような場所……佐倉にとっては俺たちが、その場所だったのかもしれない。

「向井さん、これ、見てください！」

　突然、佐倉が鞄かばんの中からごそごそとなにかを取り出した。

「じゃーん！」

　見るとそれは、映画を観に行ったときに買ってあげたペンライトだった。

「紗雪には、これがあるので。紗雪がピンチのときは、このアンジュスティックで、パワーをもらえるので！　だから、へーきなんです」

　もうそれ以上、俺は健気にがんばろうとしている佐倉になにも言うことはできなかった。

　きっとなにか言ったところで、迷めい惑わくがかかると言って佐倉はやめないだろう。

　本当は誰だれも迷惑だなんて思っていないのに、本人だけがトラウマのせいでそう思い込んでしまっている。それを忘れることはできない、けれど、それを越えることはできるのだ。

　しかし、今はまだ佐倉はそれに気がついていない。

　そして、行ってしまうのだ……その仕事へ。

　佐倉は俺たちを置いて、ひとりで行ってしまうのだ。




　　　　　　　　　　　　　　　２




　終業のチャイムが鳴り、教室からばらばらと生徒たちが散っていく。

　隣となりの美み甘かもはどこかもどかしそうな顔をして、鞄かばんの中へと教科書を詰つめ込こんでいた。

「今日、佐さ倉くら……ＤＶＤの仕事らしいな」

　俺おれが声をかけると、美甘は乱暴に教科書を鞄の中に突つっ込こんだ。

「そういえば、花火大会も今日だったよな」

　そして鞄を閉め椅い子すから音を立てて立ち上がり、こちらに向いて苛いら立だたしげに口を開く。

「だからなによ」

　美甘の怒おこった表情に、俺は思わずのけ反ぞった。

　すると美甘はそのまま振ふり返かえり、ドアのほうへと歩いて行く。

　俺は起き上がって、その背中に声をかけた。

「本当に、いいのか……このままで」

　美甘の足は止まらない。

「佐倉のこと心配じゃないのか。佐倉とずっと話さないつもりか」

　俺は一歩踏ふみ出だし、少々声を荒あらげてその背中に言葉を投げつけた。

「佐倉の笑顔が見られなくなってもいいのかよ」

　そこで、美甘の足が止まる。

「──って言うのよ」

「……え？」

　聞き返すと、美甘は勢いよくこちらに振り向き、そして叫さけんだ。

「じゃあ、どうしろって言うのよ！」

　それから悔くやしそうに俺のことを睨にらみつけ、怒いかりをぶつけるかのようにして嘆なげいた。

「わかってるわよ、それくらい、わかってるわよ！　だけど私はなにもできなかった、どうすることもできなかったの！　紗雪を止めることも、あの子が悩んでいることに気づいてあげることも、あの子が一番苦しいときに、私はなにもしてあげられなかったのよ！」

「美甘……」

「嫌いやよ、嫌に決まってるじゃない。紗雪にあんな格好してほしくない、紗雪のあんな格好を誰だれかに見られたくない！　……でも、もう遅おそいじゃない。今さらどうすることもできないじゃない」

　美甘はがっくりと肩かたを落とし、ゆっくりと振り返った。

「このままでいいはずないじゃない。心配じゃないはずないじゃない……でも、もうどうしたらいいのかわからないのよ……そんなこと、いちいち……訊きかないでよ」

　美甘はずっと自分を責めていたのだ。不ふ甲が斐いない自分を、佐倉にあたってしまった自分を、ずっと心の中で、ひとりで、責め続けていたのだ。本当はどうにかしたいと思っている。だけど佐倉の悩みに気がついてあげられなかった自分が、今さらどうすることができるのか──。

　でも、それは違ちがうと俺は思う。美甘は最初から、佐倉の様子が変わったことに気がついていた。誰だれもわからないようなすこしの変化に、美み甘かもは真っ先に気づき、模も索さくし、なんとかできないかと行動していた。ただ、今回はそれがちょっとだけ、及ばなかっただけなのだ。

　それなのに、美甘は気づけなかったと、ずっと悩み続けていたのだ。佐さ倉くらが悩んでいるのと同じように、ひとりで、孤こ独どくに。どうしてこんなにも、ふたりは揃そろって不器用なのだろうか。

　美甘はそのままドアの前まで歩いて行くと、そこで立ち止まり、どうすることもできないまま、ゆっくりとしなだれるようにドアにおでこを預あずけた。

　そして俺おれに向けられたその背中は、思うようにならない現実を嘆なげき悲しむように、小さく震ふるえながらつぶやいた。

「なんとかしなさいよ……バカ」

　俺の目の前には、屋上の開かない扉とびらの前で見たときと同じ、美甘の寂さびしそうな背中があった。

　喉のどの奥おくがぐっと熱くなる。

「……美甘」

　俺は彼女に言わなければいけないことがたくさんあった。胸の中で、それらが一気に溢あふれ出でそうになる。

　だけど……だけどまず最初に、俺はなによりも初めに、あの日のことを彼女に謝らなければならない。

「美甘、ごめんな……盗とう撮さつのこと、謝る」

　二ヶ月前のあの日、俺はたしかに猫ねこを撮とっていた。もちろん神に誓ちかって、俺は美甘を盗撮しようなんて少しも思ってはいなかった。だが結果的に、その撮った写真に彼女の下着姿が写ってしまったのも、紛まぎれもない事実なのだ。それなのに俺はガキのように意固地になって、いつまでもそれを認めようとしなかった。

　だけど女性の……いや、美甘の気持ちを考えてみれば、自分の無防備な下着姿を誰かに撮られることがどれほど嫌いやで、恐おそろしくて、不安で仕方がないものなのか……。

　そして、そんな思いを彼女にさせてしまった俺は、まず男として、ひとりの人間として、しっかりと謝らなければならない。

　すべての話は、それからなのだ。

「……あんなの、どう見ても盗撮だよな。本当にごめん。いや、すいませんでした」

　ずっと言おうと思っていて言えなかった言葉が、網の目を滑すべり抜ぬけるようにして、するりするりと胸の奥底から浮ふ上じようしてくる。それらが喉を通り、声になり、口をついて美甘へ伝わる。

「なによ、今さら……こんなときに」

　唐とう突とつに俺の口から出た言葉に、美甘の肩かたが微かすかに揺ゆらいだ。

「……うん、だよな、ほんと。でもずっと言い出せなくてさ、こんなときじゃないと言えない気がして……ずるいよな、都合いいよな……今までずっと謝らないで、ほんと、ごめん」

　頭を下げ、もう一度謝った。この話がこれで済むわけではない。そんなことわかっている。

　ただ今は、今だけは、この先に進みたいのだ。

　顔を上げると、そこには無言の背中があった。とても寂さびしそうで、苦しそうで、ひどく小さなその背中。そして俺おれは、それに触ふれることができない。

　その現実が深く胸に突つき刺ささったとき、熱の塊かたまりのような感情が喉のどの奥おくを焦こがしながら込み上げ、それが口からこぼれ落ちる。

「俺が、佐さ倉くら取とり戻もどしてくるからさ。だから、元気出してよ」

　もう、見ていられなかった。

　美み甘かものことも、佐倉のことも、苦しくて、見ていられなかった。

「……それでも」

　美甘の手に、きゅっと力が入る。

「それでも私は、あなたのこと……許さないもの」

「うん」

「そうやって、私から逃にげようったって、そうはいかないもの……」

「うん」

「カメラマンだってやめさせない……メモリーカードだって返さないもの……」

　どこか自信なさげに声を震ふるわせる美甘に、俺は頭を振ふって静かに答えた。

「……そんなつもり、ないよ。これからも俺は美甘の言うことならなんでも聞く。盗とう撮さつのことだっていくらでも謝る。メモリーカードだって壊こわしてくれて構わない。美甘が望むなら俺はカメラマンでいるし、警けい察さつに通報するなら俺はそれに大人しく従う。もちろん、そんなことで簡単に許してくれるとも俺は思っていない。俺のこと一生許さなくたっていい。どうしたって構わない。なんなら、殺してくれてもいいよ……。ただ、たださ──」

　かすれてしまいそうな声を堪こらえ、一つ呼吸を整えると、俺は美甘の背中に、そっと言った。

「佐倉と仲直りだけは、してほしい」

　その言葉に、美甘がゆっくりと、こちらに横顔を向けた。

「それで、それから笑って……いつもの美甘でいてよ。俺、なんとかするからさ」

　美甘が振り返る。彼女の瞳ひとみには、キラキラと輝かがやく大おお粒つぶの涙なみだが溜たまっていた。

「そしたら、また佐倉と三人で、どっか行こうぜ」

　その瞬しゆん間かん、ゆっくりと瞼まぶたを閉じた美甘の瞳から、一いつ滴てきの涙がこぼれ落ちた。

「……うん」




　──ずっと、考えていた。

　盗撮のこと、子こ猫ねこのこと、コスプレイベントでのこと……他にもいろいろと、俺は美甘にたくさんの借りがあるということ。それはもう、数え切れないほどに。そして俺は、そんな美甘のやさしさにずっと甘え続けていたのだ。やろうと思えば俺のことなんていつだって抹まつ殺さつできたというのに、美み甘かもはそれをしなかった。なんだかんだ言って美甘はいつも俺おれに情けを与えてくれる。文句を言いながらも対等な立場で扱あつかってくれようとしていた。

　そんな彼女のやさしさに、俺は真面目に向き合うことをしてきたか──否。

　俺はずっと逃にげ続つづけてきた。彼女の好意を踏ふみにじり、子どものようにふざけまわり、そしていつも自分のことばかり考えていた。本当に、最低な人間だ。

　無論、今さらそのことに気がつき謝ったところで、対等な立場になれるとは思わない。

　ただせめてもの償つぐないとして、俺はしっかり美甘に謝り、それから純じゆん粋すいに、美甘や佐さ倉くらのために自分ができることを考えて、これからそれをやっていくしかないのだ。

　それがたとえ、最終的に自分が死ぬような結末であっても──。

『向むか井いか、どうした』

「小こ平だいら……力を貸してほしい」

　鞄かばんから携けい帯たい電話を取り出し、小平に電話をかけると、小平は数コールで出た。

　そしてその一言、たったそれだけで、電話の向こうの小平がニッと笑うのがわかった。

『この前の大会は初戦で敗退……ちょうど俺も、力が有り余ってたところだ』

「それじゃ、ナイスタイミングだな」

『こうなることを待ってたぜ、相棒』

「待たせて、悪かったな」

　それからすぐに待ち合わせ場所を決めると、俺は通話を切り、鞄に携帯電話を放り込んだ。

「ねえ、なにするつもりなの」

　心配そうな面持ちで、美甘が尋たずねてくる。

「……なにするつもりって、そりゃ、なんとかするつもりだよ」

「なんとかするって……もしかして……」

「だけどあえて言わせてもらうならヒーロー……いや、セラファン様ごっこってところだな」

　俺は鞄を手に持つと、美甘を通り越して教室を出た。

「へっくしぇぇい！」

　勢いづけるかのように、盛大にくしゃみが飛び出す。

「待って……」その後ろで、美甘が追いかけてくる。「私も行く」

　俺は振ふり返かえり、美甘に言った。

「じゃあ、佐倉がどこにいるのか調べてくれ！」

「……やっぱり、本気でなにもわからないまま行こうとしてたの？」

「ああ、ここ最近の俺はいつもノープランで生きてるからな！」

　すると美甘は力が抜ぬけたように大きなため息をついて言った。

「ほんと、呆あきれた」

「でも俺は、美甘が一いつ緒しよにいてくれるとも思ってた」

　ズズズと洟はなをすする俺おれの言葉に、美み甘かもはやれやれといった様子でまたため息をつき、しかしちょっとだけ顔に笑みを浮うかべて言った。

「わかった。紗さ雪ゆきと同じ事務所の子たちに訊きいてみる。三十分後、駅で合流するわよ」

「おう」

　そして美甘は鞄かばんをしっかりと抱かかえて廊ろう下かを走っていった。

　俺はそんな彼女の後ろ姿に叫さけんだ。

「美甘、やっぱりメモリーカードはもうちょっとだけ保留にしてくれたりなんかしたりして！」

　その叫びに美甘は立ち止まると、こちらに振ふり返かえってはなんとも可愛らしくあっかんべぇーっと舌を出し、ふたたび下げ駄た箱ばこへと走って行った。

「……ふむ、やはり粉々か」

　ドサクサに紛まぎれてそんなことを言ってみたが、さすが人生、そこまで甘くはないらしい。

　さようなら、メモリーカードちゃん。




　撮さつ影えいは都内近きん郊こうにある貸しスタジオで行われていると、三十分以上遅ち刻こくした美甘が言った。

　どうやら佐さ倉くらの所属している事務所の内部事情を聞いていたら長くなってしまったらしい。

　その話によると、佐倉の仕事が雑誌モデルから突とつ然ぜんグラビア方面に転向したのも、つい最近新しく代わった社長の意向なのだという。

「その新しい社長のせいで、他のモデルの子たちもやっぱり不満で、みんなやめちゃったり、事務所移ったりしてるみたい」

　しかし、佐倉だけはやめられなかった。

「なるほどな」

「ねえ、早く行かないと、もう撮影は始まってるかもしれないの」

　俺たちは電車を乗のり継ついでスタジオのある駅で降りると、美甘の入手した情報を頼たよりに佐倉のいる目的地まで走った。外は雨が降っていたが、俺と小平はもちろん、傘かさを持っている美甘もそのまま雨に打たれるのを気にしないで夢中で走った。俺はだんだん強さを増していくその大おお粒つぶの雨に打たれながら、なぜか今、佐倉がどこかで泣いているような気がして足を速めた。俺たち三人に降りそそぐこの雨が、佐倉の涙なみだのような気がしてならなかった。

　もしかしたら、もう、手て遅おくれかもしれない。佐倉を助けられないかもしれない。

　そんな不安が、こぼれた水のように頭の片かた隅すみへと広がっていく。それを振り落とすように俺は頭を振った。嫌いやだった。佐倉のあんな格好を大勢の人間に見られるなんて。それで美甘と佐倉の関係が壊こわれてしまうなんて。美甘と一いつ緒しよにいるときの幸せそうな佐倉の日向ひなたのような笑みが、美甘のやさしい笑みがもう見られなくなるかもしれないなんて、そんなのは絶対に──！

「待ってろ佐倉。もう雨宿りはしなくていい。晴れにするんだ。俺たちが、佐倉の心に悲しい雨が降らないよう……これから、晴れにしてやる」

　雨に濡ぬれたワイシャツがべったりと体に張りつき、全身に重く纏まとわりついた。水を吸った制服のズボンが足を鈍にぶらせ、まるで何者かに足を引きずられているようだった。

　しかし、それでも俺おれは走った。美み甘かもも、小こ平だいらも一心に走った。

　三人の見ている先にはいつも陽だまりのような温かな笑顔の絶えない佐さ倉くら紗さ雪ゆきの姿があった。ちょっとおバカだけど、それでも子どものように無む邪じや気きに微ほほ笑えむ佐倉がいた。いつも失敗ばかりだけど、ちゃんと謝って、反省して、次は一いつ生しよう懸けん命めいにがんばろうとする佐倉がいた。あどけない笑顔で、何事にも全力で、そしてズッコケても笑っている佐倉がいた。

　俺たちはそんな佐倉にずっと笑っていてほしい。もう彼女の苦しい笑みは見たくない。

　こんなところで彼女の夢は潰つぶされてはいけない。

　こんなところで、彼女の澄すんだ眼差しを濁にごらせてはいけない。

　佐倉は歩むべきなのだ。自分の人生を、夢を、未来を──一生懸命に歩むべきなのだ。

　佐倉のいたい場所を、佐倉の生きたい未来を、まっすぐに──。

「ここよ」

　美甘が立ち止まった。

　降りしきる雨の音は激しかった。しかし三人の息は搔かき消けされることもなく聞こえてきた。

　目の前には窓の少ないビルが建っていた。この中に、佐倉がいるのだ。

「行こう」

　言って、俺が歩き出そうとすると、小平が背負っていたバッグを開け、こちらにある物を投げてきた。

「おら、これ着けろよ。顔バレしたらどうなるかわかんねーぜ」

　見ると、それは覆ふく面めんマスクだった。それも、よりにもよってプロレスマスクだ。

「小平、こんな強ごう盗とうみたいな感じでだいじょうぶか」

　覆面マスクで強きよう襲しゆうを仕し掛かけるそのシチュエーションに不安を述べると、小平はいつの間にかアメフト用の防具を装着しながら呆あきれて言った。

「どうせやるこた同じなんだぜ。それによ、向こうだって犯罪スレスレのことやってんだ」

　アメフト用のヘルメットを渡わたされる。

「そうよ、ぐだぐだ言ってないで、男なら早く着けなさいよ」

　そう言う美甘はすでにプロレスマスクをかぶり終え、自分の頭より一回りも大きなヘルメットを装着していた。ちなみに、彼女のマスクは女性用のねこみみが付いたものだった。

　そして俺も、一秒も無む駄だにはできないと、いそいそとマスクとヘルメットを着ける。

「美甘、おまえ本当に行くのか。あれだったら待っててもいいんだぞ。もしバレたら、俺たち全員、退学になるかもしれないし……」

　一応、女で。人気モデルで。バレたらきっとタダじゃ済まない、俺たち以上にリスクを背負っている彼女にそう訊きくと、しかし美み甘かもはそんなこちらの心配も鼻で笑い飛ばし、手に握にぎっていた傘かさを高々と上げて言ってのけた。

「行くに決まってるじゃない。変態どもに一発喰くらわせないと気が済まないのよ」

　ヘルメットが重いのか、美甘は頭をぐらつかせながら意気込む。

「向むか井い、そのセリフは今さらだぜ」

「そうよ」

「わ、悪い」

　俺おれたちは互たがいにヘルメットでうなずき合い、ビルに向かって歩き始めた。

　すると、ちょうどビルからスタッフと思われる男ふたりが煙草たばこをふかしながら出てくる。

　男ふたりは激しさを増す雨しぶきで霞かすむ中、自分たちのほうへ向かって来るヘルメットをかぶった覆ふく面めんレスラー三さん人にん衆しゆうの姿を目もく撃げきするやいなや、驚おどろきのあまり呆ぼう然ぜんと立ちすくむ。

　たしかにこの姿は超極悪である。こんな奴やつらが雨の中向かって来たらそりゃ怖こわい。

「お、おまえ、早く、け、警けい察さつに──」

「で、でも警察に現場見られたらヤバイっすよ」

「今そんなこと言ってる場合か、あいつらのほうがよっぽどヤバイだろ！」

　男ひとりがすぐさま携けい帯たい電話を取り出し、警察に通報しようとする。

　そこへ、先ほどから構えていた小こ平だいらがすかさずタックルし、一人の口を押おさえて黙だまらせた。

「向井、行け！」

　俺はその言葉を皮切りに地面を強く蹴けってビルへと突とつ入にゆうを試みた。

　しかし、ビルへと入ろうとする入口で啞あ然ぜんとしていたもうひとりが正気を取とり戻もどし、俺の目の前へと立ちふさがろうとする。

「なんなんだ、おまえら！　ここは通さ──どぅっ！」

　その瞬しゆん間かん、彼の背中にヘルメットが強打し、そのまま男が背中を押さえた。

　直後、男の背後から姿を現したねこみみ女性覆面レスラーが傘を振り上げ飛びかかる。

「邪じや魔ますんじゃないわよ！　この、この！」

「ぐあっ！　いっ、いだっ！」

　傘の胴どう体たいが男の後頭部にダイレクトヒット。前のめりに倒たおれ込こむ男に、ねこみみ覆面レスラーがパシパシと追つい撃げきを叩たたき込こむ。

「向井修しゆう一いち、絶対に紗さ雪ゆきを連れてきなさいよ！」

　入口を通る瞬間、男に馬乗りになった美甘が言った。

「おう！　って、俺のフルネーム言うなよ！」

　プロレスマスクの意味がなくなった瞬しゆん間かんである。

「じゃあ、変態盗とう撮さつ魔ま！」

「それもなんかいかん！」

「向むか井い、五分だ！　五分で佐さ倉くらちゃんを連れて来い！　絶対だぞ、向井！」

　背後で小こ平だいらが叫さけんだ。もう覆ふく面めんマスクを取りたい気分だった。

　無事に佐倉を救出しても、後々、俺おれだけ捕つかまる気がしてならない。

「佐倉……佐倉！」

　貸しスタジオ内にはいくつか部屋があった。一つ一つ探しているのも面めん倒どうなので大声で彼女の名前を呼ぶ。すると、その声に反応して、ある部屋から人が何事かと顔を覗のぞかせた。

　見つけた、あそこだ。

　俺はすぐに走り出し、その部屋へと突つっ込こむ。

「佐倉！」

　中には数人のスタッフと、そして部屋の隅すみで大きなバスタオルにくるまっている佐倉の姿があった。

「なんだ、君は！」

　監かん督とくらしき中年のおっさんがこちらへと近づいてくるが、俺は構わず佐倉に駆かけ寄よった。

「佐倉！　佐倉、もう……」

　そのとき、佐倉の顔を見た俺の頭が一いつ瞬しゆんにして真っ白になった。

　俺の目の前にいる佐倉が、バスタオルにくるまったまま、噓うそみたいにガクガク震ふるえていた。その怯おびえ方かたは、コスプレイベントのときに見た怯え方とどこか似ていた。それを見てようやくわかった。きっと佐さ倉くらはべつにあのナンパ男たちに怯おびえていたのではない。佐倉は、この現場にもあるような、下心をはらんだカメラを向けられていたことに怯えていたのだ。
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「むかい……さん」

　彼女の瞳ひとみが俺おれを見上げる。そして俺は、彼女の瞳から色が消えかかっているのを見て目の前が真っ暗になった。佐倉の笑顔が脳裏に過よぎる。本当なら、今日は楽しくなるはずだったんだ。浴衣を着て、みんなで花火大会に行って、夜店で買ったリンゴ飴あめを舐なめながら、大好きな美み甘かもと一いつ緒しよに夜空に輝かがやく打ち上げ花火を見て……楽しい日になるはずだったんだ。

　それなのに、どうしてそんな日にこんな思いをしなくてはいけない。

　どうして佐倉が、涙なみだを流さなくてはならない。

　どうして──……。

　耳の奥おくで、ドクドクと心臓の脈打つ音がする。手がガクガクと震ふるえた。

「佐倉、もうだいじょうぶだからな。もう、俺たちが来たから──」

「おい、誰だれかあいつを放り出せ！」

　佐倉を慰なぐさめる俺の声が、男の大声に搔かき消けされる。佐倉がビクッと体を震わすのを見て、俺はその瞬しゆん間かん、頭に血がのぼり、いよいよむしゃくしゃしてきた。

　佐倉から向き直って、未だに大声を出す男に向かって叫さけび散ちらす。

「うっせえな！　ちょっと、黙だまってろよ！」

　もう限界だった。胸に込み上げてくるものが叫びとなって吐はき出だされていく。

「あんたたち、彼女になにさせようとしてんだ。見ろよ、震えてるじゃねえか、泣いてるじゃねーか！　本当に、ふざけんじゃねえ！」

　胸クソ悪すぎて吐きそうになった。そんな俺の前に、監かん督とくがゆっくりと現れる。

「それが彼女の仕事だ。こういう世界の子は皆みな、そうやって泣いて強くなる」

　事もなげにそう口にする監督に、ますます腹が立った。

「仕事か、仕事なら泣かせてもいいってか。まだ高校生のこんなやさしい子を騙だまして、そうやって一言で片付けちまうのか。ふざけんなよ」

「そうだ、だがそれがどうかしたのか。高校生だから、なにか問題でもあるのか」

「あぁ、大ありだよ。正しい判断のできる大人を使うならまだしも、こんな未来や可能性のある子を騙して食い物にして自分たちの儲もうけの道具に使うなんて……それで心は痛まないのか」

　俺が吐き捨てると、監督は嘲あざけるようにニヤリと笑った。

「君は、まだ高校生だな」

「…………」

　俺は答えなかった。まっすぐ相手を見て、佐倉との間に立つ。

　監督はどこか遠くのほうを見つめるようにして、冷めたように口を開いた。

「君の目には世界が輝いて見えるのかもしれない。仕方のないことだが、やはりまだまだ甘いな。しかし、そんなきれい事で飯が食っていけると思っているのか？」

「食い方なんて、他にいくらだってあるだろ」

「そうだ、他にもある。しかし私たちはこのやり方で食っていっている。この業界で食っていくには、手段なんて選んでいる余よ裕ゆうはない。いちいちそんなきれい事を気にしていたらやっていけないんだよ」

　それを聞いて、俺おれも口元に皮肉を込めた笑みを浮うかべた。

「そうかもしれない。わかった。こういう仕事もあるんだってこと、俺は否定しない」

　それから俺は視界の隅すみにいる怯おびえた少女を見て続ける。

「だけど、それで佐倉の心が……佐倉と美み甘かもの関係が壊こわれてしまうのなら、俺は全力で彼女をここから連れ出す」

「その子をさらっていくつもりか。面白い、まるで正義のヒーローのようだ。最近の高校生はやることが大だい胆たんで困る。まったく先のことを見ようとはしない。目の前の感情にとらわれすぎて、その一つ先を見ることができていない」

「そうだな、俺はノープランだよ。だけどなにも考えてないわけじゃない。俺は、いや俺たちは後こう悔かいのない明日を築くために今日を変えに来た。あんたの言う通り俺たちの行動は甘いのかもしれない。だけどやっぱり、目の前で間ま違ちがった道に進もうとしている仲間を、そのまま放っておくわけにはいかないんだ」

　佐倉に向き直る。

「俺たちは佐倉のために新しい可能性を持ってやって来た。それは佐倉が俺たちのために一いつ生しよう懸けん命めい悩んでくれたから、だから俺たちも佐倉のために、ここへ──」

「向むか井いしゃん……」

「佐倉の居場所はここじゃない。佐倉の生きる世界は、ここじゃないんだよ」

　そう言って、俺は佐倉に笑いかけた。

「行こう、美甘たちが待ってる」

「向井さん……っ！」

　そのとき、佐倉の瞳ひとみにじんわりと光が戻もどるのがわかった。彼女が腰こしに抱だきついてくる。

「ひぃっ！」

　思わず間ま抜ぬけな声が喉のどから飛び出した。そしてその瞬しゆん間かんから堰せきを切ったようにしてアレルギー反応が小学生の徒競走のように元気いっぱいで一いつ斉せいにスタートする。気き迫はくに満みち溢あふれていた俺の凜り々りしい顔面はありとあらゆる汁しるにまみれ、闘とう志しにみなぎっていた全身はあっという間に鳥とり肌はだパラダイスとなった。

　緊きん張ちよう感かん溢あふれた現場に不ふ穏おんな空気が流れ始める。現場のスタッフたちが息を吞のみ喉を鳴らす。

　──あいつはいったい、いきなりどうしてしまったのだと。

　俺はびっくり人間よろしく鼻や目から汁を飛び散らす人間噴ふん水すい状態で、遠くなる気をなんとかつなぎ留めながら即座に佐さ倉くらを体からはがした。瞬しゆん間かん、佐倉のバスタオルがはだけ、とんでもない水着が露あらわになる。いよいよ鼻水が重力に逆らい真上へと飛んでいった。

　凄すさまじい芸当である。もはや今の俺おれに先ほどまでのかっこいい要素など見当たらない。

　せっかくの人生最大の見せ場を狂くるったギャグコメディで塗ぬり替かえてしまった悲しいお笑いピエロとは、まさしく俺である。

「佐倉、制服はどこだ」

　しかしこの宿命に嘆なげいている暇ひまはない。俺は、このまま走って逃にげたら面積の狭せまい布地からいろいろなものがこぼれ落ち絶対に許されないことになると直感し、佐倉に着替えの在処を尋たずねた。すると佐倉はすぐ後ろから鞄かばんを取り出す。

　鞄の上には着き替がえと、そしてアンジュスティックが置いてあった。

「よし」

　前を見た。そこでは、監かん督とくたちが顔面ナイアガラの滝たき状態となっている目の前のお笑いピエロに困こん惑わくしつつも、俺たちを逃がさないよう構えている。

「佐倉……鞄を持って、もう一回バスタオルにくるまろう」

「は、はいっ」

　返事をすると、佐倉は鞄と着替え、それからアンジュスティックを胸にぎゅーっと抱だいた。

　俺はすぐさまその上からバサッと彼女にバスタオルをかぶせ、静かにつぶやく。

「……さゆき号、未来へ発車します」

　それから俺は佐倉の顔を見て走り出そうとした。しかし彼女の泣きそうな顔を見て俺は自分の拳こぶしに目を落とし、そしてもう一度顔を上げると、覚かく悟ごを決めて自分の手を佐倉に差し出す。

　それを見て佐倉がぎゅっと俺の手を握にぎってくる。一いつ瞬しゆん息が止まり全身を強い電でん撃げきが襲おそった。彼女の手は冷えていたが、ふわふわとしていて、とてもやわらかかった。

「暴走アレルギー特急ＭＵＫＡＩ……さゆき号と連結完了しました」

　俺は佐倉の手を強く摑つかみ、出口へと向かう。

「ご乗車の際はお気をつけください……フフッ」

「小こ僧ぞうが、社会をナメるな！」

　そのとき、行く手を阻はばむようにして出口に監督が立ちふさがってくる。

　だが俺はそれでも突つっ込こんだ。夢中で、あいつの名を叫さけびながら──。

「こだいらあああああああああああああッ！」

　瞬間、俺の目の前にいた監督が急にえび反ぞりになると、そのまま俺たちの横を通り過ぎ後方へと数メートル吹っ飛んでいく。視界に映るすべてがスローモーションとなり、その光景がはっきりと脳裏に焼きつけられる。

「むううううかあああああいいいいいいッ！　俺の名前を言うんじゃねええええええッ！」

　その声とともにスローモーションが解かれ、直後に背後で照明機材が盛大に倒たおれる音がした。

　振ふり返かえると監かん督とくが前のめりに倒たおれている。

「おせえぞ！　もう五分以上経ってる！　行け！　行け！」

　小こ平だいらがそのまま室内へ入り取とり押おさえようとしてくるスタッフを相手に俺おれたちへと振り返った。

　そのすぐあと、傘かさを持った美み甘かもが乱入してくる。

「早く行きなさい！　私たちもあとで追いつくから！」

　瞬しゆん間かん、美甘と佐倉の目が合った。

「優ゆう奈な、ちゃん……」

「紗さ雪ゆき……紗雪、私──」

「誰だれか早く警けい察さつ呼べ！」「警察はちょっとまずいっす！」「ならなにがなんでも逃にがすな！」

　後ろでスタッフたちの怒ど声せいが響ひびき渡わたった。

「早く、行って！」

　俺は美甘にうなずくと、佐さ倉くらを引っ張って部屋を出た。

　背後から俺たちを捕つかまえようとしたスタッフのひとりが美甘の傘に殴なぐられる悲鳴が聞こえる。

「佐倉、だいじょうぶか！」

　部屋を出て、出口に向かう途と中ちゆう、俺は佐倉を励はげますために、そして自分の正気を保つために彼女に声をかけ続けた。そうでもしなければすぐにでも意識が飛んでしまいそうだった。

「もうすぐ出口だからな、もうだいじょうぶだからな！」

「向むか井いさん……っ！　紗雪、紗雪……！」

「佐倉、いいんだ。もうやめちまおうぜ、こんなこと。俺たちがやめさせてやるからさ」

「向井さん、向井さん」

　話し続けても、やはり佐倉に直接触ふれているためアレルギー反応が過か剰じようになってくる。すでに気が断続的に途と切ぎれそうになっていた。なにか声をかけているのに、俺は自分がなんと言っているのかがわからない。それはただ胸の内をそのまま吐はき出だしているに過ぎなかった。だんだんと気を失いそうになる。

「おい、こんなところで、気絶してどうする……もうちょっと、もうちょっとで──」

　出口だった。しかし前方で、先ほど小平たちに強きよう襲しゆうをかけられたひとりがよろよろと立ち上がるのが見える。

　すぐに男が逃がさないとふらついた足取りで向かって来た。俺は千切れそうな意識の中考える。どうしたらいい。なにか、あの男を倒す手段はないか、なにかないか──。

　そして、そのときなぜか俺の頭に姉のやれやれとため息をついている顔が浮うかんだ。

　まさかこんなところで役に立つとは思わなかった。

　そして今の俺は──最高にキレてる。

「くっそ、舐なめやがって……こんちくしょおおおおおおおおッ！」

　俺おれはアレルギーに吞のみ込こまれそうになる意識をなんとか持ちこたえ、前方に立たち尽つくすスタッフ目め掛がけて突つっ込こんだ。地面を強く蹴けり、腰こしを据すえ、大きく右みぎ腕うでを横へと構えて固定する。

　それは、あの日ゲーセンで姉に仕込まれたラリアットの形を成していた。

「ゲーセンの奴やつら、みんな俺のこと鼻で笑いやがってええええええッ！」

　ゲーセンで感じた怒いかりと憎しみを、まったく関係のないスタッフめがけてぶちかます。

「ぬん──ッ！」

　俺の腕はスピードに乗り、そのままスタッフの顔面と正面衝しよう突とつを決めた。

　鼻へと食い込み、ばっいーんと相手の頭が腕に反動しそのまま地面に倒たおれ込こむ。

　俺は後ろを振ふり返かえることなく先を走った。後ろがどうなったのか、ラリアットが成功したのか気にしている余よ裕ゆうはなかった。とにかく前を向いて走るしかない。暴走特急は止まれないのだ。

「向むか井いさん！」

　佐さ倉くらが背後から声をかけてくる。俺はそれに応えることはできなかった。

　意識が薄うすれていく。視界がかすみ、世界がぐるぐると回り始める。喉のどから絶え間なく吐はき気けが沸わき起おこり、頭の血管に鉛なまりが溜たまっていくような鈍にぶい感覚が強まっていく。頭の中に重い粘ねん土どが詰つまっているような感じがした。

「もうすこし、もうすこし、だけ……」

　石のように硬こう直ちよくしてしまった手で佐倉を引っ張りながら、俺は出口から飛び出した。

　外に飛び出すと、雨は上がっていた。

　俺はもうマスクは必要ないと脱ぬぎ捨すて、それからもっと遠くへ……できるだけ、誰だれも追いつけないところまで逃にげようとひた走った。

　そのときだった。全身に轟とどろくような大きな爆ばく発はつ音おん──いや、打ち上げ花火の音がした。アスファルトに溜まった水たまりにきらきらとカラフルな光がちりばめられる。濡ぬれたアスファルトにもぼやけた光が広がっていた。

「向井さん、はなび……花火です！」

　佐倉に言われて、俺は顔を上げた。空一面に大きな大きな打ち上げ花火が輝かがやいていた。

「ははっ、こりゃすげえや……」

　そう言って笑った瞬しゆん間かん、

「あっ、やべっ──」

　そこで気を緩ゆるめたせいか、足がもつれ、そのまま絡からまり、ふらりとその場によろめいた。

　一歩、二歩と行ったところで、佐倉とつないでいた手が離はなれる。

「向井さんっ」

　俺はふらふらと体を揺ゆらし、それから水たまりに向かって仰あお向むけにぶっ倒れた。ばしゃりと全身を水が打つ。飛とび跳はねた水玉に、花火の光が反射して見えた。

「向むか井いさん、向井さん！」

　バスタオルにくるまれた佐さ倉くらが顔を覗のぞき込こんできた。そして、大きな音がまたひとつ。

　彼女の背後で花火が打ち上がる。

「向井さん、だいじょうぶですか、向井さん」

　水たまりなんて気にもせず、俺おれのそばにぺたんと座って心配そうに覗き込んでくる佐倉に、俺は自分で顔に水をかけながら、ぐったりして言った。

「佐倉……だいじょうぶだよ。ちょっと疲つかれたから、休む、だけ……」

　雨が降っていなかったら、水たまりができていなかったら、きっと俺は死んでいた気がする。

「向井さん！」

　目を瞑つむった。

　この意識が途と切ぎれてしまうまで、ずっと佐倉に言おう言おうと思っていたことを口にする。

「佐倉は、たくさん自分で考えて……一いつ生しよう懸けん命めい、よくやったよ。がんばったな。ひとりで、よくがんばった。もう、我が慢まんしなくていいんだからな」

「……はい」

　ゆっくりと、息を吐はき出だすようにして想いをつなぐ。

「また、コスプレイベント行こうな、たくさんいろんなところ、行こうな……」

「……は、い」

「もうだいじょうぶ。もう、怖こわくないから……佐倉、楽しいこと考えよう。これからの、これからたくさん訪れる楽しいことを頭の中で、いっぱい……いっぱい考えるんだ。佐倉はなにがしたい。どこへ、行きたい……」

　目を瞑ったまま、やさしく微ほほ笑えみながら俺は佐倉にたくさんの質問をした。しかし佐倉は質問を聞いても、うんうんと何度も何度もうなずくだけで、しゃべろうとはしない。きっとなにか一言でも声に出してしまえば、その途と端たん、堰せきを切ったようにして今まで我慢してきたいろいろな物が溢あふれ出でてしまう。だから佐倉は、こうやって必死に堪こらえるように、溢れる想いをこぼさぬように、下した唇くちびるを精せい一いつ杯ぱい嚙かみしめて一いつ生しよう懸けん命めいに何度も何度もうなずくのだ。込み上げる感情に、今まで我慢していたものに抗あらがうようにして、唇をきゅっと固く結び。

　やっぱり佐倉は、頑がん固こだ。

「……佐倉」

　目を開けた。佐倉の後ろで打ち上がる花火の濃い影かげで、彼女の顔は見えなかった。

　それでも俺は、こんなときにまでそうやってがんばろうがんばろうとする彼女に向かって、笑いかけながらそっと口にしてやった。

「佐倉、もういいんだ。今は泣いても……我慢しなくっても、もういいんだよ」

「……む、むか……むかい、しゃん……」

　そのとき、涙なみだのしずくが俺の頰ほおに落ちてきた。

　花火がやんだその一いつ瞬しゆん、佐さ倉くらの泣いている顔が目の前に広がった。

　そして、今までの我が慢まんを一気に解放するようにして、佐倉は子どものように泣きわめいた。

「紗さ雪ゆき、怖こわくて……ずっと怖くて……でも、でも、めーわくかけちゃいけないから」

　佐倉は絞しぼり上あげるように、ひどくかすれた声で想いを紡つむいだ。

　今まで彼女がひとりで抱かかえ込こんできた辛つらかったことや、悲しかったことや、苦しかったことが、涙なみだとなって流れ出していく。

「うん、うん、よくがんばった。佐倉はえらいな」

　俺おれはそれを見ながら、ようやく安心することができた。

「めーわく……めーわくかかっちゃ……」

　佐倉の中にあるものはみんな、涙と一いつ緒しよに流れ出てしまえばいい。

「もうわかってるよ、佐倉の一いつ生しよう懸けん命めいな想いは……充じゆう分ぶん伝わってるから」

　佐倉の悲しみも、佐倉の苦しみも、みんなみんな、流してしまえばいい。

「だけど、紗雪……また……」

「もういいんだよ、佐倉。迷めい惑わくかけたっていいんだ。迷惑をかけないで生きていける人間なんていないんだからさ」

「でも……」

　そして、全てを出だし尽つくしたら、そのあとにはきっと、いつもの笑顔が待っているから。

「……佐倉」

　俺は彼女の泣き顔を目に焼きつけると、夜空の花火を見つめた。

「俺はさ、佐倉が本当になりたいものになるべきだと思うんだ。そうすれば、みんな喜ぶんだ。夢に向かって歩いているなら、その途と中ちゆうでいくら佐倉が迷惑をかけたって俺たちは全然迷惑とは思わない。がんばれって、がんばれ佐倉って応おう援えんしてやれるから……だから、佐倉にはなりたいものになってほしいんだよ」

　そしてゆっくりとまばたきをすると、俺は佐倉の瞳ひとみを見つめて言った。

「だから、頼たのむよ……佐倉の夢を、佐倉の人生を……俺たちや、誰だれかのためなんかに台無しにしないでほしい……潰つぶさないで、ほしいんだ……」

　佐倉はこぼれる涙を拭ふいて、打ち上げられる花火を背にして笑った。

「……やっぱり向むか井いさんは、紗雪のセラファン様です」

　佐倉の笑顔はいつものように可愛く、あどけなく、けれども少しだけ大人になったような、そんなふうに見えた。

　俺はようやく佐倉の笑顔が見ることができたと、ぼやけた世界で幸せな気分に浸ひたった。

　彼女の中に眠ねむるトラウマは、きっと深い傷となって彼女の心の中にあり続けるだろう。

　だけどそれは、決して癒いえないわけではないのだ。

　だからこれから少しずつ、その長い長い彼女の人生の中で、ゆっくりと癒いやしていけばいい。

　心の底から信じ合える、大切な、その仲間たちと一いつ緒しよに──。

「向むか井い！　佐さ倉くらちゃん！」

「こーだいら、さん！」

「佐倉ちゃん、向井どうしたんだ。おい、向井、しっかりしろ向井！」

　視界に小こ平だいらが見えた。マスクを外した小平が俺おれの頰ほおを叩たたいている。体が痺しびれて、感覚がない。

「紗さ雪ゆき……ッ！」

　次に美み甘かもが見えた。美甘は佐倉を見てマスクを外し、その途と端たんに目に涙なみだを浮うかべて、それからマスクと傘かさを投げ捨てると佐倉に抱だきついた。

「バカ……バカ！　紗雪のバカバカバカ……心配したんだから……心配したんだから！」

　美甘が佐倉の胸に顔をうずめて、佐倉をポカポカと叩いていた。

「優ゆう奈なちゃん、ごめんね。紗雪、優奈ちゃんに、きらわれちゃったってね……思ってね」

「バカ、嫌きらいになるはずないじゃない。紗雪のこと、私が嫌いになるはずないじゃない！　どんなに面めん倒どうかけられたって、そんなのちっとも迷惑じゃないんだから……だから紗雪、もう、ひとりでがんばろうとしないで、私がいるから……ずっと紗雪のそばに私がいてあげるから！」

「優奈ちゃん、優奈ちゃん……」

「美甘ちゃん、佐倉ちゃん、もっと安全な場所まで逃にげるぞ！」

「……うん。紗雪、行こ」

「優奈ちゃん！」

　そう言って美甘は佐倉と手をつなぐと遠くのほうへと走っていった。

「向井、しっかりしろ」

　そして小平は俺を背負って、そのあとを走り出した。

　俺は小平の背中で、どうも幸せな気分で満たされたまま、おかしくなって笑った。

「……小平、俺の人生はもうめちゃくちゃだよ」

　小平は前を向いたまま、どこか楽しそうに言った。

「いいじゃねえか。美少女に囲まれて、こんなスリルのある逃とう走そう劇げきを体験できるんだぜ！　俺は今最高に楽しいぞ！　まるで映画の名めい脇わき役やくになったみたいでよ！　生まれて初めてだ、こんなにハラハラしたのは！」

「……ああ、それも、そうだな。死ぬほど……死ぬほど、ハラハラしたよ、俺も……」

　それから、俺は疲つかれたように笑う。

「でも、よかった……よかったよな、ほんと」

　そして次第に闇やみに覆おおわれていく視界の中、最後に小さくつぶやいた。

「──悲しい話に、ならないで」

　夜空に打ち上げられる大きな花火を背景に、手をつないだ二つの影かげと、ちょっと大きな一つの影が、光り輝かがやくアスファルトの上を、どこまでもどこまでも走っていく。

　俺おれはそんな中、小こ平だいらの背中で少し気の早い花火の音に耳を澄すましながら、意識の闇やみへと、ゆっくり、静かに……吸い込まれていった。
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　梅雨の晴れ間とはいいものだ。水たまりに空が反射して、世界が水色で爽さわやかに染まる。

「いい天気だなぁ」

　あれから一週間が経った。しかし、あんな騒そう動どうがあったにも関わらず、警けい察さつや学校にはその後一切、どこからも通報はなかった。きっと通報しようにも、やっていることが小平の言っていたように犯罪スレスレのことなので、向こうもできなかったのだろう。おかげで俺たちは誰だれひとりとして謹きん慎しん処分にすらならなかったのだから、良かったのだけれど。

「まあ、今回は運が良かっただけかもな……」

　部室棟とうの廊ろう下かの窓に目を向け、そんなことをつぶやきながら俺がいつものように写真部へ向かっていると、部室の前でドアに寄りかかって、親指の爪つめをかみかみしている小さ夜よ子この姿が見えた。どうやらまた、なにか落ち込んでしまうようなことがあったらしい。

　それにしても、なぜ部室に入らないのだろうか。

「小夜子」

　声をかけると、小夜子は顔を上げ、俺の姿を見るなりちょっと怒おこったようにしてそそくさとこちらへ歩んできた。

「どうした、部室入らないのか」

　尋たずねると、小夜子は俺を見上げてぐいっと顔を近づけ、悔くやしそうに言った。

「修しゆう一いちくん、どういうことなのっ！」

「どういうことって、どういうこと？」

　まったく事態が吞のみ込こめないため訊きき返かえしてみると、小夜子はどうしようもなさそうにムーッと俺の腹に頭を押おしつけてくる。意味がわからん。

　しかしこのまま小夜子の頭ぐりぐり攻こう撃げきを喰くらっていてもやはり話は進まないので、俺は小夜子を軽く避よけると部室に入ることにした。後ろで小夜子が転げ、しかしすぐに立ち上がりついてくる。そして一刻も早く小夜子の拗すねている原因を知るために、部室の前に立ちドアに手をかけた。

　小夜子のほうへ振ふり向むいて、もう一度前に向き直りドアを開ける。

　その瞬しゆん間かん、猛もう烈れつなムズムズ感が鼻び腔こうを襲おそうのがわかった。

「へ、へ、へえええっくしゅッ！　……な、なんだ、なぜくしゃみがでてき──」

「向むか井いさん！　向井さん！」

　突とつ然ぜんのくしゃみに驚おどろいていると、パイプ椅い子すから俺の名を連呼する人物が立ち上がりこちらに向かってくる。そして気がついたときには、俺おれの目の前に特大ましゅまろが二つ用意されていたのである。

「向むか井いさん！」

　顔を上げる。めちゃくちゃ幸せそうな笑顔の花が満開に咲いていた。

　瞬しゆん間かん、全身をとんでもないほどの鳥とり肌はだに覆おおわれる。久しぶりのぶわぁっと、だ。

　そこにいたのは、無む邪じや気き全開で朗ほがらかににこにこ笑っている佐さ倉くらだった。いつにもまして元気満点である。

「さ、佐倉……なんでここにぃいっくし！」

　ゆっくりと後ろに下がりながら、俺は彼女に尋たずねた。

「向井さん！　紗さ雪ゆき、今日からぶいんになりますっ！　よろしくおねがいしますっ！」

　ぺこりと頭を下げる。なにがどうなっているのかまったくわからない。

　そんなわからないまま俺がゆっくり下がっていると、そこでなにかを踏ふんづけてしまった。

　足下を見る。俺のかかとの下に小さな上うわ履ばきがあった。

「修しゆう一いちくん、い・た・い！」

　顔を上げると、小さ夜よ子こが恨うらめしそうに睨にらんできた。

　俺はすぐに足をどけ、小夜子に謝る。

「わ、悪い」

　そしてそこでようやく小夜子が拗すねていた理由もわかった。

　小夜子は部室に佐倉がいることに拗ねていたのだ。

　それにしても、どうして急に佐倉が部活なんかに来たのだ？

「と、とりあえず佐倉も小夜子も部室の中に入らないか」

　こんな中ちゆう途と半はん端ぱなところでいつまでも話してはいられないので、俺は佐倉と小夜子のふたりを部室に入れると、彼女たちをパイプ椅子に座らせた。どうやらヘルカはまだ来ていないようだった。

「……それで佐倉、どうしたんだ。いきなり部員になるなんて」

　鼻にティッシュを詰つめて訊きいてみると、佐倉は楽しそうに微ほほ笑えみながら手を挙げた。

「紗雪、向井さんと、ぶかつするんです！」

「いや、だから……んー……そうか、部活するのか」

　これ以上、なにか理由を訊いてもまったく同じ返答が返ってきそうだったので、俺はそこでとりあえず納得することにした。小夜子が隣となりで「えっ、今ので納得したの」という表情をしているが、まあいい。あまりよくわからないが、佐倉が入部することだけはわかったのだ。

「……それで佐倉、入部するって言っても写真部だぞ？　佐倉は写真を撮とるのか？」

　かなりゆるい部活だから、そんな厳しく写真を撮る必要もない──現にヘルカも未だにカメラすら持っていない──のだが、一応訊いてみる。

　すると佐さ倉くらは張り切ったようにして手を挙げた。

「紗さ雪ゆき、向むか井いさんのおてつだいさんに、なりました！」

「お、おてつだいさん……って、アシスタントのことか？」

「はいっ！　あしすたんとさんです！」

「なるほど……」

　なんか知らないうちに佐倉が俺おれのアシスタントになってた。

「それで、それで、優ゆう奈なちゃんを、いーっぱい撮とるんです！」

「そ、そうか……」

　またしても俺は納得したようにうなずく。先ほどから小さ夜よ子この視線が痛い。

「ところで佐倉は部活なんかやっている暇ひまはあるのか？」

　そう言って、俺は佐倉にはモデルの仕事があるのではないかと尋たずねてみると、佐倉はビシィッと可愛らしく敬礼をして、またしても張り切ったように言った。

「紗雪、おしごと、やめてきました！」

「お、おい……マジか」

　そんなこと、美み甘かもは一切言ってなかったぞ。

「それで、紗雪、やっぱりうたのおねえさんは、紗雪、たぶんなれないので、あの、ほい、ほいくえんの、せんせいになろうと、おもいました！」

「保育園の先生……保育士さんか」

　そのやわらかそうな言葉を聞いて、ふと想像してみる。うたのおねえさんもいいけど、常に子どもたちと一いつ緒しよにいられる保育士さんもいいかもしれない。ピアノを弾ひいて一緒に元気よく歌をうたったり、お昼には子どもたちに囲まれてお弁当を食べたり、そのあとみんなでお昼ひる寝ねしたり……うん、佐倉はなんだか良い先生になりそうだな。

「ところでその、学校のほうはだいじょうぶなのか？」

　ＤＶＤに出なかったおかげで、彼女の退学の話はなくなった。しかし、モデルをやっている佐倉を特待生として学校側が入学を許可したのなら、モデルを辞めてしまった場合はどうなるのだろう。

　そんな意味を込めて質問をしてみたのだが、佐倉からはまったく違ちがった方向の答えが返ってきた。

「がっこうは、紗雪、ちょっとふあんなんですが、でも、優奈ちゃんが、いっしょにおべんきょうを、教えてくれるというので、だいじょうぶです！　紗雪、たんだいってとこにいければ、ほいくえんのせんせいに、なれるってきいたので！」

　すいぶん話が嚙かみ合あってないが、まあ可愛い子に甘いなら佐倉が退学になることはないだろう、たぶん。

「そうか、佐倉は短大を目指すのか」

「はい！　だから、いっぱいいーっぱいおべんきょうをするんです。きのうも夜おそくまでおべんきょうをして、紗さ雪ゆき、おねむなんですね」

「なるほど」

「はいっ！　それで、それで、紗雪は、そうやって、いーっぱいおべんきょうをしながら、向むか井いさんのアス……アセ……えっと……」

「アシスタント」

　……おいおい、不安になってきたぞ。

「はい、それをやって、優ゆう奈なちゃんを、にんきものに、するんです！」

「そっか。まあ佐さ倉くらはとりあえず今は勉強に集中して、時間が空くようであれば来なさい。だけどもしなにかあったら遠えん慮りよなく来てくれよ。写真部は佐倉のこと、いつでも待ってるから」

「はぁーいっ！」

　佐倉はやさしい微ほほ笑えみを浮うかべて、元気よく手を挙げた。今のところ保育園の先生というよりは園児といった感じだが、一いつ生しよう懸けん命めいにがんばる佐倉のことだ。きっと夢を叶かなえるだろう。

　がんばれよ、佐倉。

「モイッカ！　シュウくん！　小さ夜よ子こちゃん！」

　そのとき、部室のドアが勢いよく開いたかと思うとヘルカが颯さつ爽そうと入って来た。

　こちらの天使も相変わらず元気いっぱいである。

「ヘルカちゃん！　ヘルカちゃん！」

　部室に入ってくるヘルカを見るや、佐倉はまた嬉うれしそうにして立ち上がった。

「モイ！　紗雪ちゃん！」

　ヘルカが指を軽く曲げるのを見て、佐倉も同じように曲げて言った。

「モ、モモモ、モモモモモイ！」

　お互たがいに指を曲げて向かい合うふたり。やだなにこの子たち……かわいい。

　そんな挨あい拶さつをし合うふたりの天使をなんともだらしない顔でほけぇ～っと見ていると、すぐ横からカメラのシャッターを切る音が聞こえた。

　振ふり返かえると、小夜子がぶすーっと頰ほおを膨ふくらませて睨にらんでいる。

「修しゆう一いちくんの顔、だらしないんだから」

「い、いやぁ……」

　そりゃぁ、胸に大きなましゅまろを抱かかえる黒くろ髪かみの純じゆん真しん無む垢くな天使と、北ほく欧おうからやって来たクリーム色の金きん髪ぱつがまぶしい天てん真しん爛らん漫まんな天使を目の前にしちゃ……だらしなくもなるさ。

「修一くんのバカ」

「あっ、小夜子」

　またもや拗すねたようにして小夜子が席から立ち上がる。そしてドアのほうに向かって歩き出したかと思いきや、長テーブルの脚につまずいておっとっとと倒たおれそうになる小夜子。

「おいっ！」

　咄とつ嗟さに小さ夜よ子この腕うでを引っ張り、なんとか転ばせずに済んだ。

　それからくるっと回転させて、小夜子をこちらに振ふり向むかせる。

「だいじょうぶか」

「う、うん……」

　そう言ってなぜか頰ほおを赤らめる小夜子に「気をつけろよ」と口を開きかけたその刹せつ那な──今度は真後ろで大きな音が盛大に上がった。

「向むか井いさん、紗さ雪ゆき──わあぁう！」

　顔だけ振り返る。

　すると佐さ倉くらもまた同じようにしてつまずき、おっとっととこちらにやって来た。

　や、やばい！　このままだと接せつ触しよくしてしまう！

「ヘ、ヘルカ！」

　俺おれが美少女アレルギーだということを知っているヘルカに助けを求めると、ヘルカはすぐにハッと理解をして、「ぼくに任せて！　とーぅ！」とジャンプした。そして俺と佐倉の間に体ごと入って防ごうと考えたのか、なぜかヘルカまでこちらに飛び込んで来る。

「お、おい！」

　ヘルカが俺の背中に飛び込んでしがみつく。その勢いにグッと堪たえたが、しかし次に飛び込んできた佐倉の勢いに負け、俺はそのまま小夜子と一いつ緒しよに部室のドアに倒たおれかかった。

　しかしその瞬しゆん間かん──小夜子の背後にあったドアが突とつ然ぜん開き、俺たちはそのまま部室の外へと倒れ出る。その一いつ瞬しゆん、俺は小夜子が地面に頭を打たないよう彼女の後頭部を手で守り、しっかりとその小さな体を抱だきしめたまま倒れた。ドッシャーンと漫画のような音が聞こえたような気がした。

「……いてて、小夜子、だいじょうぶか」

　俺はぐてぇ～っと背中の上で伸びているヘルカと佐倉を背中に乗せたまま、ゆっくりと小夜子から体を離はなし、覆おおいかぶさる形で尋たずねた。

「う、うん……しゅ、修一くん……ありがとう」

　途と端たん、カァーっと顔を真っ赤にしていく小夜子。咄嗟のこととは言え、小夜子を思いっきり抱きしめてしまったことに俺も今になってようやく恥はずかしくなってきた。

「わ、悪い」

「ううん……い、いいよっ」

「あ、あとひとりだな……部員」

　恥ずかしさのあまり、まったく意味不明なタイミングでそんなことを言ってしまう。

「……うん」

　頰を朱しゆ色いろに染める小夜子が顔を横に背けながら、伏ふし目めがちにうなずいた。

　な、なんか髪かみが頰ほおにかかってセクシーだぞ。

「修しゆう一いちくん、い、いつまで私の上にいるの」

「お、おう……えっと、い、今どくから」

　言って、背中のヘルカと佐さ倉くらをどかそうと顔を横に向けた瞬しゆん間かん、そこでようやく、俺おれは先ほどからそこに立っていたであろう人物と目が合った。

「み、美み甘かも……小こ平だいら……」

　そこには美甘と小平が驚おどろいたようにして突つっ立たっていた。美甘は小さ夜よ子こに覆おおいかぶさる俺、そしてそんな俺に覆いかぶさるヘルカと佐倉を見て、顔を真っ赤にしながらわなわなと震ふるえ始はじめた。

「へ、へ……変態ッ！　やっぱり変態だったのよ！」

「いや、違ちがう！　これは断じて！」

「お、おい向むか井い、おまえ部室でいつもこんなことしてたのか……う、うらやまけしからん！」

「ち、違うぞ。見ればわかるだろ、事故だってことくらい……な、小夜子」

　俺はすぐさま真下にいる小夜子に事実確認を求めるが小夜子は、

「どうしよう……修一くんに……修一くんに……だ、抱だきしめられ……」

　と、いよいよ顔を真っ赤にしながら目をぐるぐる回していた。

　これはダメだと、今度は背中に乗っているヘルカに顔を向ける。
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「ヘルカ、これをふたりに事故だと説明してやってくれ」

　しかし背中に乗っているヘルカは俺おれの耳元に、

「シュウくん、ぼくも抱だきしめて」

　と、色っぽく囁ささやいた。

　これもダメだと、最後に佐さ倉くらに向かって認識の訂てい正せいを求める。

「佐倉、こうなったのは佐倉が転んだのが最初の原因だよな！　そうふたりに言ってくれ！」

　そう呼びかけてみたが、佐倉からの応答がない。

「佐倉、おい、佐倉？」

　思いっきりぐりんっと首を曲げて佐倉を見てみると、佐倉はヘルカの背中の上で、それはそれは可愛い寝ね息いきをすぅすぅ立てながらおねんねしておられる。

　マジでこんなときに勉強の疲つかれ襲おそってこなくていいから！　ちゃんと家に帰って寝て！

「紗さ雪ゆきが部活するって言うから心配して見に来れば……」

「いや、だからこれは……」

「紗雪、起きて、こんな変態盗とう撮さつ魔まのいる部活にいたらなにされるかわからないわよ」

　美み甘かもは俺を蔑さげすむような視線で見下したあと、そう言って佐倉を起こした。

「ん……優ゆう奈なちゃん、紗雪、ほいくえんでおうたのね……」

「紗雪、寝ねぼけてないで今日は帰るのよ」

「うん……優奈ちゃん、紗雪ね、ほいくえんでおうたのね……」

　そして美甘は「ほいくえんでおうたのね」と延々繰くり返かえしたまま、その先がなかなか出てこない寝ぼけまなこの佐倉を引っ張っていくと、廊ろう下かの先へと姿を消してしまった。

「こ、小こ平だいら……」

　俺はその場に立ったまま、彫ほりの深い顔をより深くして驚おどろいている小平に笑ってみせた。

「これにはちゃんと、わけがあってだな。決しておまえが考えているようなことは……」

　すると小平は俺の前まで来てしゃがむと、これまた爽さわやかなイケメンスマイルで笑ってみせる。

「わかってるぜ、向むか井い」

「こ、小平」

「俺、絶対にこのこと、内ない緒しよにしておくから。……じゃあな！」

　そう言って小平は颯さつ爽そうと走り去って行く。

「わ、わかってねえ！　わかってねえぞ小平！」

　俺はそんな楽しそうに猛もうダッシュで駆かけ抜ぬけていく小平を追おうと立ち上がるが、背中にはヘルカがしがみついて「シュウくん、やっぱり大だい胆たんだよね」「ぼくもシュウくんに抱きしめられてみたいなあ」「シュウくん、プレイボーイだね」と先ほどから意味のわからないことをずっと耳元で囁いているため追いかけることができなかった。そして足下では、とうとうオーバーヒートしたのか小さ夜よ子こがきゅぅーんと魂たましいが抜ぬけたかのように口を開け、顔から湯気を出して転がっている。

「……ったく、小夜子、ほら目を覚ませ。ヘルカも、もう下りてくれ」

　俺おれは小夜子を抱だきかかえてから、背中のヘルカにそう言って、一度深くため息をついたあと部室の中へ戻もどった。

　そしてゆっくりとドアを閉めると、ポケットで携けい帯たいが震ふるえる。

　俺は近くの椅い子すに小夜子を座らせ、携帯を開いた。メールは美み甘かもからだった。

『さっき言い忘れたけど、今後も私の専属カメラマンとして日々、腕うでを磨みがいておくように。とは言え、変態のあなたのことだから、これからの季節に向けて自ずと腕を磨きながらニヤニヤ妄もう想そうしているんでしょうけど。まあ、いいわ。楽しみにしてなさいよ、私の水着姿！　今回のことに免めんじて特別に撮とらせてあげるんだからね！　ＰＳ──それとあのメモリーカードは大事なものなんでしょ？　そんなものを簡単に諦あきらめたらダメよ？　向井修しゆう一いちくん』

　画面を下にスクロールしていくと、そこにはメモリーカードを持ってにんまりと微ほほ笑えむ美甘の写真が添てん付ぷされていた。

「……へぷちッ」

　開け放った部室の窓からそよ風が流れ込み、鼻をかすめていく。

　俺は携帯の画面をそっと閉じると、ちょっとだけ疲つかれたように顔を上げ、ゆっくりと目を瞑つむり、それから小さく笑ってみせた。

「シュウくん、どうしたの？」

　もうすぐ、夏が来る。

「いや、なんでもないよ」




　今年の夏は、きっと暑くなる気がした。








おわり












あとがき




　私はよく夢の中でリアルな銃じゆう撃げき戦せんを繰くり広ひろげるのですが、しかしいつもリロードするときだけ、なぜかマガジンにＢＢ弾だんを詰つめ込こんでいます。周りの仲間たちがクイックリーにマガジンを交こう換かんしていく最中、私だけポケットからジャラジャラとＢＢ弾を一ひと摑つかみして、マガジンに設けられたＢＢ弾用の小さな穴にチョロチョロと入れていきます。銃撃戦はとてもリアルなのですが、どうしてかリロードのときだけそうなります。もちろん夢だとわかっていない私は弾だん丸がん飛び交う中、恐きよう怖ふにおののきながら必死になってＢＢ弾を入れます。戦場でちまちまとマガジンにＢＢ弾を入れるもどかしさ。焦あせって手からパラパラと落ちてしまったときの切せつ迫ぱく感かん。そしてすぐそばまでやってきた敵の足下にＢＢ弾が転がっていったときの絶望感……悪夢です。

　もちろんＢＢ弾で相手をやっつけられます。ＢＢ弾すごい。




　さて、みなさまこんにちは、芦あし屋や六ろく月つきでございます。先日なにもないところで転んであごに八針を縫ぬうケガをしてしまいました。口の下にもう一つ口ができたおかげでごはんを食べる速さが二倍になり、そして口下手だった性格も見事饒じよう舌ぜつになりました。噓うそです。むしろ口が開けられないため、ごはんも食べられないししゃべることも困難でした。最初こそ「わぁーい口の下にもう一つ口ができたよー！」とかふざけていましたが、所しよ詮せん強がりでした。一ヶ月おかゆ生活は辛つらすぎました。口の中にミキサーがほしかったです。そもそも傷口は口じゃありませんでした。傷口は傷口でした。傷口からごはんは食べられませんでした。傷口はパクパクしゃべれませんでした。

　……と、またしても長々とポンコツ悲話を繰くり広ひろげてしまいましたが、しかしこんなポンコツ話ができるのも、こうして２巻を出すことができたからで、それはひとえに読者のみなさまのおかげであり、また、とんでもなく可愛い表紙と挿さし絵えを描かいてくださったユキヲさまのおかげであり、そしてそして、改かい稿こうのたびに、いつも辛しん抱ぼう強づよく的確にご指導くださる担当編集者の黒崎さまのおかげであります。本当にありがとうございます。

　そして今回も関係のない話のせいで本作について話すスペースがなくなってしまいました。

　ともあれ、ここまでお読みになってくださった読者のみなさまには心より感謝いたします。

　もしどこかお気に入られないところがありましたら、そのときはユキヲさまの可愛いイラストをじっと眺ながめ、心を落ち着け、癒いやされ、それで、どうか、許してください……。





芦屋六月
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芦あし屋や六ろく月つき

神奈川県在住。近場に多くの観光スポットがあるにもかかわらず、必要がない限り家からまったく出ようとしないおうち大好き人間。外出中でも五時の鐘が鳴ると不安で胸がいっぱいになりすぐおうちに帰りたがる。携帯の着信音に毎回ビクっとなるノミの心臓の持ち主。
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イラスト／ユキヲ

資料やら漫画やら本の置く場所がなくなってきたので広い仕事場に引越しがしたいです。と言い続けてもう２～３年現状維持なのでなんとかしたいです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「芦屋六月先生」係

「ユキヲ先生」係











本書は書き下ろしです。
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美び少しよう女じよが多おおすぎて生いきていけない２








芦あし屋や六ろく月つき
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